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表
紙

武
家
屋
敷
旧
田
村
家
と
平
成
大
野
屋
結ゆ

い

楽ら
く

座ざ

8２０２２-

（
福
井
県
大
野
市
）

武
家
屋
敷
旧
田
村
家
は
、
大
野
藩
の
家
老
を
務
め
た

田
村
又
左
衛
門
家
の
屋
敷
を
解
体
復
元
し
た
建
物
で

す
。
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
に
起
こ
っ
た
大
野
の
大

火
で
建
物
は
全
焼
。
現
在
の
建
物
は
、
農
家
を
移
築
し

て
改
築
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
武
家
住
宅
の
様
相

を
今
に
伝
え
る
、
貴
重
な
建
物
で
す
。

ま
た
庭
園
の
東
側
に
あ
る
築
山
は
、
越
前
大
野
城
を

築
城
し
た
金
森
長
近
が
、
外
敵
が
侵
入
す
る
の
を
防
止

す
る
た
め
に
外
堀
に
沿
っ
て
造
ら
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
土
塁
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
よ
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
季
節
限
定

で
屋
敷
前
と
庭
先
、
駐
車
場
か
ら
玄
関
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
約
２
０
０
０
個
の
風
車
で
華
や
か
に
彩
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
話
題
と
な
り
、
新

た
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
で
す
。

平へ
い

成せ
い

大お
お

野の

屋や

結ゆ
い

楽ら
く

座ざ

は
、
観
光
拠
点
施
設
で
あ
る
越

前
お
お
の
結ゆ

い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
あ
り
、
大
野
市
の
物

産
や
農
林
産
物
、
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
楽
座
の
回
廊
約
40
㍍
の
区
間
と
、
隣
接
す
る

平
成
大
野
屋
洋
館
の
テ
ラ
ス
に
、
色
や
柄
の
異
な
る
約

50
種
類
の
日
本
て
ぬ
ぐ
い
約
２
０
０
枚
を
つ
る
し
、
日

本
ら
し
い
涼
や
か
な
城
下
町
の
風
情
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
演
出
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
野
市
観
光
交
流
課

（
０
７
７
９
‐
６
６
‐
１
１
１
１
）

（
写
真
提
供
＝
大
野
市
観
光
交
流
課
）

●埼玉県川越市	 特別醸造ALEで YELL を送る� 田邊　真
●東京都町田市	 当事者の声から始まるまちづくり� 松本礼子
●富山県	 レストランから教育支援、ワーケーションまで� 編集室
●長野県山ノ内町	 つまるところ人� 中尾大介
●京都府京都市	 地域の「問い」に向き合うコミュニティ� 森下容子
●兵庫県洲本市	 官民連携によるシティプロモーション・まちづくり� 市場一也
●兵庫県三田市	 古民家再生から学生支援まで� 諸富　稜
●香川県三豊市	 新しいチャレンジが生まれ続ける地域を創る� 北川智博
●熊本県多良木町	 魅力的な農産品開発や IT 人材育成� 栃原　誠
●宮崎県延岡市	 行政・地元企業と取り組む地域活性化� 元永辰也

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

“がんばる地域” 応援事業　秋田県八郎潟町
田んぼアートと城跡整備、農産品販売で満足度向上
� 齊藤志郎

まちづくりコラボ　合同会社DMM.com
煩雑な行政手続きをDX化� 片山　尊

地域トピックス　静岡県
静岡・地域の生産性向上プロジェクト� 齋藤　亮
地域トピックス　和歌山県田辺市
ＣＳＶでスモールビジネスの群れ創造� 鍋屋安則

《連載》連携団体の取り組み⑦
NPO法人ETIC.

「企業×地域共創ラボ」で効果的な新事業開発を
� 松本未生

14

16

18

20

22

武蔵野美術大学
地域価値デザインラボの設立と来るべき未来
� 若杉浩一

リーダー塾修了者エッセー
卒塾は第二の公務員人生のスタート
� 須川翔太

地域プロモーションアワード2022 募集要項

書籍紹介　「SDGsを活かす地域づくり」
首長の思い
みなさんと共にいい町づくり
� 山村吉由（奈良県広陵町長）

結楽座の手ぬぐい回廊

グラビア

27都道府県漫遊� 【和歌山県】
手前みそですが…� 【群馬県桐生市】

1		 巻頭エッセー／「愛顔あふれる愛媛県」の実現に全力� 中村時広（愛媛県知事）

特  集 「民」の力で地域を元気に
少子高齢化で地方の衰退が懸念される中、地域ブランド確立やまちづくり、人材育成といった分野で、株式会社など「民」
の役割が注目されている。今号では、各地で地域活性化に取り組む企業、財団法人、官民連携の動きなどを特集する。

2	 基調論文 	 地域経済の持続性のカギ握る� 篠崎　宏（リ・マスター合同会社 CEO　　　
帝京大学経済学部観光経営学科 教授）

6	 秋田県能代市	 大人も子どもも楽しめる街に� 湊　哲一

8	 長崎県西海市	 地域産品を掘り起こし、人を育てる� 拝崎麻衣

10	 副基調論文 	 デジタル田園都市国家構想と地域商社� 渡邉政嘉（内閣官房デジタル田園都市　　
国家構想実現会議事務局審議官）

24

25

26

28



愛
媛
県
で
は
、
前
向
き
な
気
持
ち
と
思
い
や
り
の
心
が
結
集
し

た
「
愛
顔
（
え
が
お
）」
の
輪
を
、
県
内
に
大
き
く
広
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
本
県
な
ら
で
は
の
幸
せ
の
か
た
ち

を
見
つ
け
、
創
る
こ
と
が
で
き
る
「
愛
の
く
に
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛

媛
県
」
を
目
指
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
西
日
本
各
地
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
、
愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
道
路
・
河
川
等
の
公
共

土
木
施
設
の
損
壊
、
か
ん
き
つ
園
地
の
崩
落
な
ど
、
県
南
西
部
の

南
予
地
域
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
全
国

の
皆
様
か
ら
の
御
支
援
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
御
努
力
に
よ
っ
て
、
創
造
的
復
興
へ
の
歩
み

を
着
実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
被
災
地
の
復
興
に
お
力

添
え
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
４
月
か
ら
南
予
９
市
町
に
お
い
て
、
復
興
の
象
徴
と

な
る
「
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
イ
ベ

ン
ト
は
、
温
か
い
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
の
方
々
に
、

感
謝
の
気
持
ち
や
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
地
域
の
姿
を
お

届
け
す
る
と
と
も
に
、「
南
予
か
ら
発
信
す
る『
え
ひ
め
シ
フ
ト
‼
』」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
働
き
方
や
暮
ら
し
方

に
対
応
し
た
南
予
の
魅
力
と
新
し
い
体
験
価
値
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
ひ
い
て
は
移
住
・
定
住
の
促
進
な

ど
、
地
域
活
性
化
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
12
月

ま
で
の
約
８
カ
月
間
に
わ
た
る
長
期
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
「
き
ず
な
博
」
を
通
じ
て
、
復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
た

絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流
の
輪
を
広
げ
、
そ
の
成
果

を
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
継
承
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
る
所
存
で
す
の
で
、今
後
と
も
、

御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
10
月
に
は
、「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
」
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
に
お
い
て
、
４
年
ぶ
り
の
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
２
０
２
２
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
高
速
道
路
を
規
制
し
て
行
う
日
本
唯
一
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会
で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
る
多
く
の
方
々
に
、

多
島
美
や
橋
梁
が
織
り
成
す
絶
景
、
瀬
戸
内
の
島
な
ら
で
は
の
お

い
し
い
食
べ
物
や
人
々
の
温
か
い
お
も
て
な
し
な
ど
、
し
ま
な
み

地
域
の
多
彩
な
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
県
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
社
会
経
済
の

変
化
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
急
速
に
進
歩
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
昨
年
３
月
に
「
愛
媛
県
デ
ジ
タ
ル
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、県
と
市
町
の
連
携
に
よ
る
「
チ
ー
ム
愛
媛
」

で
の
「
愛
媛
県
・
市
町
Ｄ
Ｘ
協
働
宣
言
」
の
下
、
行
政
、
暮
ら
し
、

産
業
の
各
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
加

え
て
、産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
と
、

そ
の
人
材
を
基
盤
と
し
た
産
業
の
Ｄ
Ｘ
を
両
輪
と
す
る
「
あ
た
ら

し
い
愛
媛
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｄ
Ｘ
実
行
プ
ラ
ン
」
を
今
年
２
月

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
連
動
さ
せ
、
好

循
環
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
創
出
し
、
県
民
所
得
の
向
上
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
本
県
の
強
み
で
あ
る
市
町
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を

生
か
し
な
が
ら
、
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
県
民
と
と
も
に
常

に
前
を
向
き
、
愛
媛
の
未
来
を
切
り
開
く
新
た
な
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
、
力
を
合
わ
せ
て
「
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛
県
」
の
実
現

に
向
け
て
邁ま

い

進
し
て
参
り
ま
す
。

中村　時広愛媛県知事

「愛
え

顔
が お

あふれる愛媛県」の
実現に全力
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特 集
基調論文は

じ
め
に

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
地
域
経
済
の
縮
小
が
続
い
て
い

る
。
交
流
人
口
の
み
な
ら
ず
関
係
人
口
構
築
な
ど
、
地
域

経
済
を
支
え
る
新
た
な
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
。
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る

２
０
２
５
年
問
題
が
間
近
に
迫
り
、
い
ま
だ
に
中
小
企
業

の
約
60
％
が
後
継
者
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
事
業
承

継
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
緊
急
課
題
へ
の
対
応
を
進
め
つ
つ
、
中
長
期

的
な
視
点
で
地
域
経
済
の
縮
小
に
対
す
る
解
決
方
法
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
カ
ギ
を
握
る
地
域
で
の
起
業
お
よ
び
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

持
続
可
能
な
観
光
資
源
と
な
っ
た 

闘
牛
文
化

今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
50
年
前
の
１
９
７
２
年
12
月
、

沖
縄
県
の
コ
ザ
市
営
沖
縄
観
光
闘
牛
場
で
全
日
本
闘
牛
大

会
が
行
わ
れ
た
。
屋
良
朝
苗
沖
縄
県
知
事
（
当
時
）
は
、

沖
縄
の
闘
牛
は
農
閑
期
の
農
村
娯
楽
で
あ
っ
た
こ
と
、
戦

後
の
混
乱
期
に
一
時
期
衰
退
し
た
が
関
係
者
の
尽
力
に
よ

り
中
部
地
区
を
中
心
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
観
光
産

業
は
平
和
産
業
と
し
て
基
地
経
済
を
脱
却
す
る
重
要
な
産

業
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ

沖
縄
闘
牛
の
観
光
へ
の
寄
与
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
祝
辞
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
周
知
の
と
お
り

沖
縄
は
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
歩
み
始
め
た
。

そ
れ
か
ら
50
年
後
の
２
０
２
２
年
５
月
７
日
（
土
）、

沖
縄
県
う
る
ま
市
に
あ
る
石
川
ド
ー
ム
（
通
称
・
闘
牛
ド

ー
ム
）
で
開
催
さ
れ
た
沖
縄
本
土
復
帰
50
周
年
大
闘
牛
大

会
に
は
、
満
員
の
観
客
が
集
ま
り
、
50
年
前
と
同
様
に
地

域
の
誇
り
で
あ
る
闘
牛
に
熱
狂
し
た
。
沖
縄
を
代
表
す
る

伝
統
文
化
と
な
っ
た
闘
牛
は
、
今
や
持
続
可
能
な
観
光
の

象
徴
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
捗

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

地
域
経
済
の
持
続
性
の
カ
ギ
握
る

―
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
方
向
性
―

篠
崎
　
宏

リ
・
マ
ス
タ
ー
合
同
会
社　

Ｃ
Ｅ
Ｏ

帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科 

教
授

筆者プロフィール

篠崎 宏氏
（しのざき・ひろし）

リ・マスター合同会社 CEO、帝京大学経済学部観光経営学
科教授。1990 年 JTB 入社、海外旅行札幌支店、北海道営業本部、
事業創造本部を経て JTB 総合研究所・主席研究員、執行役員、
フェローを歴任。20 年前から全国各地を飛び回る生活を続け
ている。これまで 30 件以上の都道府県市町村の観光計画を策
定しており、最近は観光計画の高度化として地域エコシステム、
後追い消費、アントレプレナー教育などの先駆的モデルの構築
を行っている。2021 年 4 月よりコンサルタントと大学教授の
兼業生活を始めている。
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と
と
も
に
全
国
各
地
の
伝
統
文
化
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
規
模
縮
小
か
ら
消
滅
へ
と
向
か
う
も
の
も
少
な

く
な
い
中
、
闘
牛
文
化
は
持
続
可
能
な
観
光
と
し
て
隆
盛

を
極
め
て
い
る
。

闘
牛
文
化
を
陰
で
支
え
る
起
業

こ
の
50
年
の
道
の
り
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
い
。
や

や
人
気
下
降
気
味
で
あ
っ
た
闘
牛
文
化
に
対
し
て
、
２
０

１
５
年
に
う
る
ま
市
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
闘
牛
文
化

リ
マ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
各
種

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
一
定
の
情
報
を
与
え
る

こ
と
に
よ
り
闘
牛
文
化
の
無
関
心
層
を
関
心
層
へ
変
化
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
闘
牛
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
加
速
し
た
。そ
の
中
で
、闘
牛
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー・

伊
波
大
志
氏
や
闘
牛
女
子
・
久
高
幸
枝
氏
（
故
人
）
を
は

じ
め
と
す
る
若
手
の
パ
ワ
ー
も
あ
っ
て
、
沖
縄
県
民
は
も

ち
ろ
ん
観
光
客
の
闘
牛
文
化
へ
の
注
目
度
が
徐
々
に
高
ま

っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
や
沖
縄
県
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
、
マ
ス
コ
ミ
で

の
情
報
発
信
、
旅
行
会
社
の
商
品
造
成
な
ど
、
沖
縄
観
光

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

農
村
か
ら
生
ま
れ
た
娯
楽
で
あ
る
闘
牛
を
地
域
関
係
者

が
リ
マ
ス
タ
ー
す
る
（
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
作
り
変
え

る
）
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
交
流
人
口
を
創
出
し
、
そ
の

結
果
、
闘
牛
が
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
娯
楽
か
ら
文
化

へ
、
文
化
か
ら
産
業
へ
と
そ
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
ワ
イ
ド
ー

a

あ
い

i

プ
ロ
株
式
会
社
で
あ
る
。
こ
の
会
社
は
２
０
１
７
年

８
月
に
商
工
会
会
員
を
中
心
に
設
立
、
映
像
事
業
を
通
し

て
伝
統
文
化
お
よ
び
地
場
産
業
の
継
承
、
革
新
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
２
０
１
８ 

年
、「
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
」
の
番
組
を
製
作
、
同
年
４

月
よ
り
琉
球
放
送
で
放
映
さ
れ
、
一
躍
沖
縄
を
代
表
す
る

戦
隊
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
続

編
で
あ
る
「
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
Ⅱ
」
を
製
作
、
関
連
し

て
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
な
ど
の
関
連
商
品

を
開
発
販
売
、
事
業
面
か
ら
も
闘
牛
文
化
の
発
展
を
支
え

て
い
る
。

ま
た
、
闘
牛
好
き
の
た
め
の
動
画
配
信
番
組
「
Ｂ
Ｕ
Ｌ

Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
も
人
気
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は
、
闘
牛
の

試
合
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
闘
牛
関
係
者

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
闘
牛
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
伊
波
大
志
氏

と
の
掛
け
合
い
で
視
聴
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
会
社
の
起
業
に
よ
り
、
地
域
経
済

が
活
性
化
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
伝
統
文
化
を

維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

日
本
に
必
要
な
条
件
不
利
地
で
の
起
業

中
小
企
業
白
書
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
の
日
本
の
開

業
率
は
４
・
２
％
、
廃
業
率
も
３
・
４
％
と
先
進
国
の
中

で
は
極
め
て
低
い
数
字
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
ア
メ
リ

カ
の
開
業
率
が
13
・
５
％
で
あ
り
（
図
）、
中
小
企
業
白

書
に
記
載
は
な
い
が
、
日
本
と
中
小
企
業
比
率
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
開
業
率
は
15
・
４
％
と

高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
廃
業
率
が
低
い
要
因
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

割
愛
す
る
が
、
開
業
率
の
低
さ
に
関
し
て
は
、
将
来
に
向

け
て
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
。周

知
の
と
お
り
、
日
本
で
は
地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、進
学
や
就
職
を
機
に
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
離
れ
、

大
都
市
圏
に
定
着
す
る
流
れ
が
出
来
て
い
る
。
ま
た
就
職

図　開業率

特 集
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の
際
に
は
大
手
企
業
や
公
務
員
の
よ
う
に
安
定
し
て
い
る

職
種
を
選
択
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
高
等
教
育
機

関
で
あ
る
大
学
も
、
学
生
が
名
の
通
っ
た
企
業
へ
の
就
職

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
募
集
活
動
へ
の
追
い
風
と
な

る
こ
と
か
ら
、
就
職
サ
ポ
ー
ト
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

一
度
都
会
暮
ら
し
を
経
験
し
た
若
者
が
故
郷
に
Ｕ
タ
ー

ン
す
る
こ
と
は
、
家
業
の
事
業
承
継
や
親
の
介
護
な
ど
を

除
い
て
あ
ま
り
多
く
な
い
。
親
も
一
度
故
郷
を
出
た
子
ど

も
た
ち
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
対
し
て
は
、
本
心
は
と
も
か
く
、

積
極
的
に
働
き
か
け
な
い
場
合
が
大
多
数
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
大
都
市
圏
を
除
い
た
日
本
各
地
で
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
廃
業
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
経
済
基
盤
の
弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
深
刻
な
問
題
に
対
し
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
起
業
を

促
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
や
関
係
人
口
構
築
な
ど
、

国
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
行
さ
れ
て
は
い
る

が
、
今
後
の
廃
業
増
加
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
強
力
な
施

策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
で
議
論
さ
れ

て
い
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

２
０
２
２
年
４
月
に
内
閣
官
房
の
新
し
い
資
本
主
義
実

現
本
部
事
務
局
が
発
表
し
た
基
礎
資
料
で
は
、
起
業
が
望

ま
し
い
職
業
選
択
と
考
え
る
人
の
割
合
は
、「
中
国
」

79
・
３
％
、「
ア
メ
リ
カ
」
67
・
９
％
、「
イ
ギ
リ
ス
」

56
・
４
％
、「
ド
イ
ツ
」
53
・
６
％
に
対
し
、
日
本
は

24
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
起
業
家
が
日
本
で

起
業
が
少
な
い
と
考
え
る
原
因
は
、「
失
敗
に
対
す
る
危

惧
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
難
し
さ
等
）」
が
39
・
２
％
、「
学

校
教
育
（
勇
気
あ
る
行
動
へ
の
低
い
評
価
等
）」
20
・
０
％
、

「
身
近
に
起
業
家
が
い
な
い
」
10
・
８
％
、「
世
間
の
風
潮

（
成
功
し
て
も
尊
敬
さ
れ
る
程
度
が
低
い
等
）」
９
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
起
業
家
を
増
や
す
た
め
に
は
、

「
意
識
・
風
土
・
風
潮
」
が
60
％
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
58
％
、「
資
金
調
達
」
45
％
、「
教
育
」

38
％
、「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
」
32
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
開
業
率
の
低
さ
が
日
本
の
経
済

成
長
に
も
悪
影
響
を
与
え
、
成
長
力
を
失
う
こ
と
に
よ
り

国
際
社
会
に
お
け
る
給
与
水
準
の
相
対
的
地
位
の
低
下
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
文
部
科
学
省
で
は
数
年
前
か
ら
大

学
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
４
地
域
の
グ
ロ
ー

バ
ル
拠
点
都
市
（
東
京
圏
、
東
海
圏
、
関
西
圏
、
福
岡
）

と
４
地
域
の
推
進
拠
点
都
市
（
札
幌
・
北
海
道
、
仙
台
、

広
島
、
北
九
州
）
を
支
援
し
て
い
る
。

経
営
学
者
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
武
器
と
し

て
、
変
化
の
中
に
機
会
を
発
見
し
、
事
業
を
成
功
さ
せ
る

行
動
体
系
」
と
定
義
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の
資
料
に

は
「
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
を
受
容
し
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
て
い
く
精
神
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
一
般
的
に
解
釈
さ

れ
て
い
る
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
勇
気
あ
る
行
動
に

よ
る
「
起
業
家
精
神
」
と
い
う
意
味
で
述
べ
て
い
る
と
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
０
２
１
年
度
、
文
部
科
学
省
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
、
全
国
約
２
５
０

の
大
学
か
ら
１
４
０
０
人
の
大
学
生
お
よ
び
大
学
院
生
が

参
加
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
の
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
小
中
高

生
へ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
前
述
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
８
拠
点
都
市
を
中
心
と
し
た
面
的
展
開
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
指
定
校
な
ど

へ
の
高
度
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
実
現
す
る
と
、
進
学
や
就
職
で
故
郷
を
出
る

子
ど
も
た
ち
が
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
な

が
ら
新
た
な
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
仮
に
大
企
業
や

公
務
員
に
就
職
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
効
果
に

よ
り
組
織
へ
創
造
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
出
来
る

人
材
が
増
え
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
た
条
件

不
利
地
に
あ
る
市
町
村
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
の
社
会
的
価
値
に

つ
い
て
意
識
啓
発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
家
業
の
事
業
承

継
や
地
元
企
業
へ
の
就
職
以
外
の
選
択
と
し
て
、
起
業
を

す
る
人
材
の
増
加
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

自
ら
が
育
っ
た
地
元
で
、
最
も
信
頼
す
る
人
々
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
の
起
業
は
、
前
述
の
日
本
社
会
の
開
業
率
の

低
さ
の
根
本
的
解
決
の
道
筋
を
与
え
、
起
業
家
を
増
や
す

こ
と
へ
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
、「
〇
〇
年
卒
業
の
〇
〇

さ
ん
が
東
京
か
ら
戻
っ
て
地
元
で
起
業
し
た
」
な
ど
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
マ
イ
ン
ド
が
持
続
す
る
こ
と
も
容
易
に
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教

育
か
ら
始
ま
り
、
一
連
の
フ
ロ
ー
を
経
て
、
起
業
自
体
の

成
功
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
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北
海
道
寿
都
町
で
行
わ
れ
た 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
意
見
交
換
会

北
海
道
寿
都
町
で
は
２
０
２
２
年
６
月
７
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Global Solutions 

Strategies

代
表
の
久
保
田
貴
宏
氏
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
迎

え
、
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
教
育
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

会
を
行
っ
た
。
冒

頭
に
筆
者
か
ら
新

し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
で
議
論
さ

れ
て
い
る
起
業
に

つ
い
て
の
資
料
の

説
明
を
行
い
、
そ

の
後
久
保
田
氏
に

よ
り
日
本
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
小
企
業
の
違
い
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
久
保
田

氏
に
よ
る
と
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
起
業
に
関
す

る
違
い
は
主
に
次
の
５
点
に
な
る
。

・
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
中
小
企
業
比
率
に
は
大

き
な
違
い
が
な
い
が
、
開
業
率
、
廃
業
率
と
も
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
10
ポ
イ
ン
ト
程
度
高
い
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
大
企
業
や
公
務
員
へ
の
就
職
よ

り
も
、
起
業
す
る
こ
と
の
方
が
社
会
的
位
置
づ
け
は
高

い
。
子
ど
も
の
成
長
の
段
階
で
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ

ッ
プ
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

・
失
敗
経
験
が
あ
る
こ
と
を
重
要
視
し
、
投
資
の
際
に
は

失
敗
経
験
が
有
利
に
働
く
。
日
本
は
そ
の
正
反
対
に
位

置
し
、
敗
者
復
活
が
難
し
い
社
会
で
あ
る
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
国
内
市
場
が
小
さ
い
の
で
中
小

企
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
を
意
識
し
て
事
業
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

・
日
本
も
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
に
よ
り
地
域
内
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
が
増
え
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
・
ス
パ

イ
ラ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
に
つ
い

て
の
意
見
は
概
ね
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・
短
期
的
な
効
果
は
出
に
く
い
が
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば

地
域
経
済
の
縮
小
に
対
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

・
学
習
時
間
は
多
く
は
な
い
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ

職
業
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

・
若
者
の
起
業
は
非
常
に
重
要
だ
が
、
地
元
を
選
ん
で
も

ら
え
る
か
ど
う
か
が
課
題
で
あ
る
。

・
短
期
的
な
課
題
が
多
い
中
で
そ
う
簡
単
に
は
進
ま
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
実
現
す
る
に
は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
。

・
仕
事
が
あ
れ
ば
地
元
に
戻
っ
て
き
た
い
と
い
う
若
者
は

か
な
り
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
を
踏
ま
え
た
よ
り
具
体
的
な

議
論
に
よ
り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
重
要
性
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。

ま
と
め

２
０
２
２
年
６
月
７
日
に
発
表
さ
れ
た
「
新
し
い
資
本

主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
案
」
に
書
か

れ
て
い
る
「
新
し
い
資
本
主
義
に
向
け
た
計
画
的
な
重
点

投
資
」
に
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起
業
加
速
及
び
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
実
施
事
項
に
「
起
業
家
教
育
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
「
産
業
界
の
協
力
を
得
て
、
起
業
家
を
教
育

現
場
に
派
遣
い
た
だ
き
、
初
等
中
等
教
育
等
に
お
け
る
起

業
家
教
育
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
高
等
専
門
学
校
・
大
学

に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の
活
用
を
含
め

た
起
業
家
教
育
を
横
展
開
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
う
ち
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教

育
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
う
か
が
え

る
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
地
域
経
済
の
縮
小
に
対
し
て
さ

ら
な
る
強
力
な
施
策
が
必
要
で
あ
り
、「
新
し
い
資
本
主

義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
案
」
は
、
そ
こ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
た
な
仕
組
み
の
構
築
を
期
待
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ

た
地
元
出
身
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
を
実
現
し
、
地
域
の
経

済
縮
小
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

アントレプレナー教育意見交換会（北海道寿都町）

小
中
高
生
へ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

（
起
業
家
）
教
育
の
実
施

　

↓
進
学
・
就
職
に
よ
る
人
材
の
流
出

　

↓
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
継
続
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

↓
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
の
実
現
＆
自
治
体
や

経
済
団
体
に
よ
る
手
厚
い
創
業
支
援

アントレプレナー教育から
Ｕターン起業のフロー（仮説）

特 集
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22
年
ぶ
り
の
故
郷
で
の
生
活

２
０
１
７
年
４
月
。
神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら
故
郷
で
あ

る
秋
田
県
能
代
市
に
家
族
４
人
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

能
代
市
は
人
口
約
５
万
人
。秋
田
県
北
西
部
に
位
置
し
、

日
本
海
に
面
し
、
世
界
自
然
遺
産
「
白
神
山
地
」
と
隣
接

し
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
、

仕
事
で
あ
る
家
具
作
り
を
静
か
な
と
こ
ろ
で
行
い
た
か
っ

た
こ
と
と
、
子
ど
も
た
ち
と
の
び
の
び
し
た
環
境
で
過
ご

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
移
住
と
同
時
に
能
代
駅
前
の
古

い
民
家
を
借
り
て
家
具
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と

建
具
屋
さ
ん
だ
っ
た
場
所
な
の
で
、
機
械
音
に
対
し
て
の

周
り
の
方
々
の
理
解
が
あ
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ

で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
家
具
作
り
が
で
き
て
い
ま
す
。休
日
は
、

海
と
山
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
海
に
釣
り
に
行
っ
た
り
山

に
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

静
か
を
通
り
越
し
寂
し
さ
に

◆◆◆◆◆◆

日
々
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
中
で
、
あ
ら
た
め
て
周

り
を
見
渡
し
て
み
る
と
心
地
よ
い
静
か
さ
を
通
り
越
し

て
、
人
の
姿
が
少
な
く
て
寂
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
も
毎
年
数
件
お
店
が
閉
店

し
て
い
ま
す
。
お
店
も
な
け
れ
ば
街
中
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
の
姿
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
人
の
姿
も
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

街
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
時
期
に
、
秋
田
県
主
催
の
「
動
き

出
す
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
は
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
手
法
を
学
ぶ
も
の
で
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
す
る
、
新
し
い
エ
リ
ア
形
成
の
手

法
で
す
。
全
国
各
地
で
街
を
元
気
に
し
て
い
る
実
践
者
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
教
え
て
も
ら
う

中
で
、
私
た
ち
世
代
が
街
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、
と
思

◆◆◆

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
会
に
偶
然
参
加
し
て
い
た

仏
壇
屋
経
営
者
、
飲
食
店
経
営
者
、
工
務
店
経
営
者
そ
し

て
私
の
４
人
が
意
気
投
合
し
、
そ
の
後
「
合
同
会
社
の
し

ろ
家
守
舎
」
を
立
ち
上
げ
る
に
至
り
ま
す
。

街
に
必
要
な
モ
ノ
・
コ
ト

勉
強
会
で
、
最
初
に
議
論
し
た
こ
と
は
「
こ
の
街
に
足

り
な
い
も
の
は
何
だ
ろ
う
？
」
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
四

つ
の
地
域
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
遊
び

場
が
な
い
。
マ
マ
さ
ん
の
居
場
所
が
な
い
。〝
木
都
能
代
〟

ら
し
い
場
所
が
な
い
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
が
み
え

な
い
。
ど
こ
の
街
に
も
あ
る
課
題
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

ま
ず
は
そ
こ
か
ら
で
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

拠
点
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
エ
リ
ア
を
変
え
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

拠
点
を
見
つ
け
る
べ
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い

た
ら
偶
然
、
駅
前
と
い
う
好
立
地
に
「
丸
彦
商
店
」
と
い

う
元
酒
屋
だ
っ
た
空
き
店
舗
を
見
つ
け
ま
し
た
。
地
下
１

階
地
上
２
階
の
３
フ
ロ
ア
あ
る
建
物
で
す
。
大
家
さ
ん
は

90
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
今
で
は
私
た
ち
の
最
大
の
応
援

者
で
す
。

マ
ル
ヒ
コ
ビ
ル
ヂ
ン
グ
と
街
の
イ
ベ
ン
ト

ま
ず
は
２
０
２
１
年
４
月
、２
階
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

し
「Co-m

otom
achi

」
と
名
付
け
ま
し
た
。
同
時
に
ビ

ル
の
名
前
を
丸
彦
商
店
か
ら
引
き
継
ぎ
「
マ
ル
ヒ
コ
ビ
ル

ヂ
ン
グ
」
と
命
名
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
、
工
務
店
、
農
家
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
事
業
者
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
新

◆◆◆◆◆◆

秋
田
県
能
代
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

―
遊
び
場
併
設
カ
フ
ェ
や
多
彩
な
マ
ル
シ
ェ
―

湊
　
哲
一

合
同
会
社
の
し
ろ
家
守
舎 

代
表
社
員

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
街
に
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し
い
仕
事
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
場
所
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
賛
同
し
て
く
れ
た
家
族
の
よ
う

な
方
々
で
す
。

そ
し
て
２
０
２
２
年
４
月
、
１
階
にcafe &

 asobiba 
4-6

（
カ
フ
ェ
と
ア
ソ
ビ
バ
よ
ん
の
ろ
く
）
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
遊
び
場
併
設
の
カ
フ
ェ
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
マ
マ
さ
ん
か
ら
放
課
後
に
遊
び
に

来
る
小
学
生
、
そ
し
て
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ま
で
世
代
を
問
わ
ず
来
店
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

遊
び
場
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
マ
マ
さ
ん
た
ち
主
催
の
リ

ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ゅ
ち
ゅ
り
ゆ
ー
す
」
や
、
画
家
主

催
の
デ
ッ
サ
ン
教
室
、
高
校
生
主
催
の
ア
ー
ス
デ
イ
能
代

な
ど
街
に
住
む
人
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

地
下
に
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
学
校
「
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ａ
能
代
」
を
整

備
し
ま
し
た
。
自
分
で
空
き
店
舗
の
内
装
を
手
が
け
る
こ

と
が
出
来
る
く
ら
い
の
ス
キ
ル
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
講
座

を
開
催
予
定
で
す
。
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ａ
は
全
国
に
10
カ
所
ほ
ど

展
開
し
て
い
る
学
校
で
、
地
域
課
題
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
い
う
手

法
で
解
決
を
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
地
域
の
方
々

で
構
成
し
て
い
る
団
体
で
す
。

拠
点
整
備
と
一
緒
に
進
め
て
い
た
の
が
、
街
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
こ
の
商
店
街
、
の
し
ろ
家
守

舎
っ
て
楽
し
い
こ
と
を
や
っ
て
る
よ
ね
、
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
こ
の
短
期
間
で
イ
ベ
ン
ト
は
か
な
り
の
回
数

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
一
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
寂
れ
た
歩
道
、
車
道
を
有
効
活
用
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
歩
道
と
空
き
地
を
使
っ
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
マ

ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
だ
ん
・
だ
ん
の
し
ろ
」、
能
代
の
駅
前

で
か
つ
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
能
代
最
大
の
朝
市
を
再
現
す

べ
く
「
の
し
ろ
い
ち
」
と
い
う
新
た
な
市
を
作
り
、
今
ま

で
計
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
秋
に
開
催
し
た
の
し
ろ
い
ち

で
は
車
道
を
歩
行
者
天
国
に
し
、
延
べ
１
万
５
０
０
０
人

の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
空
き

店
舗
で
は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
が
行
う
「Creer

マ
ル
シ

ェ
」、
小
商
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「Co-ten

」
な
ど
空

き
店
舗
へ
の
起
業
促
進
も
兼
ね
た
見
せ
方
も
し
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

拠
点
を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。
東
北
一
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
言
わ
れ
た
こ
の

街
で
す
。
連
動
し
て
空
き
店
舗
を
開
け
、
こ
の
街
を
楽
し

む
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
衰
退
す
る
一
方

で
す
。
そ
こ
で
、
空
き
店
舗
の
リ
サ
ー
チ
や
行
政
連
携
で

の
起
業
勉
強
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
場
」
が
出

来
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
、
街
の
動
き
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
し
ま
す
。

作
っ
て
良
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
大

切
に
し
、
常
に
発
信
し
て

行
き
た
い
で
す
。

今
後
も
能
代
市
、
そ
し

て
の
し
ろ
家
守
舎
の
動
き

を
注
目
し
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

◆◆◆

企画運営した能代駅前商店会主催の「のしろいち」

空き店舗を活用したカフェに併設している物販スペース

リノベーションする前の丸彦商店
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小
さ
な
ま
ち
の
「
お
役
立
ち
会
社
」

株
式
会
社
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
長

崎
県
西
海
市
で
２
０
１
７
年
に
西
海
市
、
株
式
会
社
親
和

銀
行
、
民
間
の
３
者
の
共
同
出
資
に
よ
る
地
域
商
社
と
し

て
創
業
し
ま
し
た
。

地
域
の
「
お
役
立
ち
会
社
」
と
し
て
、
行
政
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
分
野
に
も
民
間
だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
積
極
的
に
事
業
展
開
を
行
い
、
課
題
解
決
の

た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
実
行
す
る
企
業
と
し
て
日
々
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
主
な
事
業
と
し
て
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
他
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
、
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
発
信
、
シ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
近
年
で
は
地
域
で
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
開
発
、
行
政
や
民
間
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
わ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ

ダ
ク
ト
開
発
の
事
業
等
、
外
部
人
材
の
活
用
や
人
材
育
成

な
ど
も
含
め
て
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

当
社
の
拠
点
で
あ
る
西
海
市
は
、
周
り
を
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
人
口
は
２
万
７
０
０
０
人

ほ
ど
の
小
さ
な
ま
ち
で
す
。
農
業
や
漁
業
な
ど
の
一
次
産

業
を
生
業
と
す
る
方
々
や
、
飲
食
店
や
製
造
業
な
ど
の
個

人
事
業
主
の
方
も
多
く
、
小
さ
い
ま
ち
な
が
ら
全
国
に
誇

れ
る
品
質
の
い
い
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
内
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
、
情
報
発

信
等
の
課
題
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
声
な
ど
も
耳
に
し
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
現
状
を
整
理
し
、
課
題
を
共
に
ク
リ

ア
に
し
て
い
く
こ
と
も
地
域
商
社
と
し
て
当
社
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
は
、
市

内
事
業
者
の
方
々
を
中
心
と
し
、
商
品
開
発
、
デ
ザ
イ
ン
、

流
通
販
売
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
、
地
域
産
品

の
掘
り
起
こ
し
、
商
品
開
発
か
ら
販
売
促
進
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　
　

創
業
当
初
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
地
域

商
社
と
し
て
市
内
事
業
者
の
方
々
と
信
頼
関
係
と
実
績
を

少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
営
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
近
年
進
む
高
齢
化
や
人
材
不

足
に
よ
る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
提
案
・
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
将
来
人
が

減
っ
て
も
大
丈
夫
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。　

営
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
業
種
を
限
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
の
方
々
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
農
家
や
養
殖
業

者
、
市
内
漁
業
協
同
組
合
、
食
品
加
工
業
者
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
販
売
促
進
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
元
に
課

題
の
抽
出
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
や
分
析
・
提
案
を
行
う
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
か
ら
営
業
に
至
る
ま
で
、
定
期
的
に
足

を
運
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
出
来
る

だ
け
近
い
距
離
で
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
、
共
に
走

り
な
が
ら
課
題
解
決
と
事
業
推
進
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
弊
社
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
案
件
よ
り
、
一
部

で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

・
株
式
会
社
浦
野
淡
水

西
海
市
内
で
ご
夫
婦
で
す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
事
業
を
営
ん

で
お
ら
れ
る
事
業
者
様
で
、
こ
れ
ま
で
業
者
向
け
の
販
売

が
主
で
し
た
が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
個
人

向
け
通
販
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
ご
相
談
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
う
販
路
開
拓
お
よ
び
同
封
す
る
フ
ラ
イ
ヤ

ー
の
作
成
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

◆◆◆

長
崎
県
西
海
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

―
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
取
り
組
み
―

拝
崎
　
麻
衣

株
式
会
社
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
取
締
役

地
域
産
品
を
掘
り
起
こ
し
、
人
を
育
て
る
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個
人
向
け
販
売
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
販
売
価
格
の

見
直
し
や
販
売
先
の
選
定
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
し
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新

た
な
販
路
を
開
拓
し
、
新
規
顧
客
へ
の
販
売
が
で
き
た
こ

と
で
、売
り
上
げ
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
販
売
戦
略
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

・
市
内
４
漁
協 「
西
海
の
魚
」
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

西
海
市
は
大
村
湾
・
五
島
灘
・
角
力
灘
と
三
方
の
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
水
産
業
や
漁
業
を
生
業
に
し
て
い
る
方

も
多
い
地
域
で
す
。
近
年
、
水
産
業
全
体
が
海
洋
環
境
の

変
化
等
に
よ
る
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
食
離
れ
に
よ
る
魚
価

の
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
西
海
市
も

も
ち
ろ
ん
例
外
で
は
な
く
、
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
中
、

市
内
４
漁
協
で
構
成
さ
れ
る
西
海
市
水
産
協
議
会
や
西
海

市
水
産
課
と
共
に
、
西
海
の
魚
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド

◆◆◆

力
強
化
に
向
け
、
漁
協
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
異
な
る
漁
協
の
特
性
を
活
か
し
た
商

品
開
発
や
、
全
国
に
向
け
た
販
路
開
拓
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ラ
イ
ブ
Ｅ
コ
マ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し

た
販
売
戦
略
の
立
案
、
地
域
の
方
々
へ
西
海
の
魚
の
魅
力

や
漁
協
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
＆
発
掘

・�

市
民
向
け
講
座
の
開
催
／ 

ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ば
り
ぐ
っ
ど
」

当
社
が
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
モ
ノ
（
地

域
産
品
）
の
掘
り
起
こ
し
と
併
せ
て
、
ヒ
ト
（
人
材
）
づ

く
り
も
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
か

ら
西
海
市
と
共
に
人
材
育
成
の
事
業
も
行
っ
て
お
り
、
多

種
多
様
な
業
種
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
講
師
に
招

き
、
市
民
を
対
象
と
し
た
各
種
講
座
の
開
催
と
運
営
を
行

◆◆◆

っ
て
き
ま
し
た
。

本
取
り
組
み
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

才
能
を
開
花
さ
せ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
方
、
動
画

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
し
、
法
人
化
す
る
な
ど
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
方
な
ど
、
見
事
な
転
身
を
遂
げ
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
る
方
も
複
数
い
ま
す
。

当
社
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
、
西
海
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
閲
覧
者
数
１
０
０
０

人
以
上
を
有
す
る
西
海
市
発
の
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ

ア
「
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｙ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

―
ば
り
ぐ
っ
ど
―
」
で
、
市

民
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
も
お
り
、
企
画
・

取
材
・
執
筆
の
他
、
市
内
事
業
者
の
ブ
ロ
グ
や
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
培
っ
た
ス
キ
ル
を
い
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
や
人
材
育
成
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
方
も
お

り
、
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
方
に
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
、
解
決
に
当

た
る
人
材
も
豊
富
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
環
境
や

場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
が
あ
ら
ゆ
る
場

所
か
ら
行
え
る
時
代
が
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
今
、
西
海
市

内
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
や
産
品
な
ど
ま
だ
ま
だ

眠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

で
、
西
の
端
の
小
さ
な
町
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
す
る
挑
戦
を
す

る
人
が
増
え
、
そ
れ
を
応
援

す
る
文
化
が
当
た
り
前
の
地

域
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
方
々
と
共
に
地

域
づ
く
り
の
発
展
に
寄
与
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

デジタル人材育成のオンライン講座

ローカルメディア「ばりぐっど」

西海クリエイティブカンパニーが支援した
クラウドファンディング

ミーティング中の社員
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力
向
上
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
実
現
し
、
地
方
活
性
化
を

加
速
す
る
。
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
意

義
で
あ
る
。

・
目
的

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
を
背
景
に
、
地
方
に
住
み
、
働

き
な
が
ら
都
会
に
匹
敵
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
効
果
的
に
活

用
し
て
、
地
方
の
「
不
便
・
不
安
・
不
利
」
の
言
わ
ば
三

つ
の
「
不
」
を
解
消
し
、魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
日
本
の
津
々
浦
々
に

ま
で
広
げ
、
根
付
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
活
性
化
の
取
り
組
み
を
一
層

高
度
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

本
構
想
を
通
じ
て
、
暮
ら
す
場
所
、
年
齢
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
国
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ゆ
と
り
と
安
心
を
兼
ね
備
え
た

心
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
地
方
に
お
け
る

仕
事
や
暮
ら
し
の
向
上
に
資
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
、
持
続
可
能
性
の
向
上
、W

ell-being

の
実
現
等
を

通
じ
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
国
民
や
事
業
者
が
享
受
で

き
る
社
会
、
い
わ
ば
「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目
指
す
。
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
の
目
的
で
あ
る
。

次
項
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
が
、

ど
の
よ
う
に
地
域
商
社
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
を
論
じ
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
地
域
商
社

・
地
域
商
社
と
は

い
わ
ゆ
る
「
地
域
商
社
」
と
い
う
も
の
に
法
的
な
位
置

づ
け
、
登
録
制
度
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
あ
え
て
地
域

地
方
に
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
産
業
空
洞
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
が
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題
を

解
決
し
、地
方
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
以
降
、
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
東
京
圏
と
地
方
と
の
転
出
入
均
衡
達

成
目
標
は
い
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
そ
の
実
現
は

道
半
ば
で
あ
る
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
観
光
業
な
ど
地
方
経
済
を
支

え
る
産
業
へ
の
打
撃
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
な

ど
、
地
方
の
経
済
・
社
会
は
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
創
生
の
成
果
を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
国
や
地
方
の

取
り
組
み
を
大
き
く
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
、
地
方
の

社
会
課
題
を
解
決
し
、
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
地
方
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
官
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
多
方
面
で
進
み
、
他
地
域
の
見
本

と
な
る
優
れ
た
取
り
組
み
も
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
地
域

経
済
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
地

域
商
社
に
と
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
向
け
た
取
り
組

み
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
年
６
月
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
同
構
想

の
基
本
的
考
え
方
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
地

域
商
社
事
業
」
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
は

・
意
義

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
は
、
市
場
や
競
争
に
任

せ
き
り
に
せ
ず
、
官
と
民
と
が
協
働
し
て
成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
生
み
出
し
つ
つ
経
済
成
長
を
図
る
「
新
し
い
資

本
主
義
」
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
地
方
の
社
会
課

題
を
障
害
物
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
成
長
の
エ
ン
ジ
ン

へ
と
転
換
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、官
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、

民
間
の
投
資
を
集
め
、官
民
連
携
で
社
会
課
題
を
解
決
し
、

力
強
く
成
長
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
直
面
す
る

地
方
に
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、
地
域

の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
地
方
の
社
会
課
題
の
解
決
、
魅

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
地
域
商
社

特 集
副基調論文

渡
邉
　
政
嘉

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
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園
都
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国
家
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実
現
会
議
事
務
局
審
議
官
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題
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た
国
・
地
方
の
取
り
組
み
―
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商
社
と
は
な
に

か
と
問
う
の
で

あ
れ
ば
、
政
府

の
示
し
て
い
る

第
２
期「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦

略
」（
２
０
２

０
改
訂
版
）
に

お
い
て
は
、「
地

域
の
特
性
に
応

じ
た
、
生
産
性

が
高
く
、
稼
ぐ

地
域
の
実
現
」

と
し
て
、
各
地

域
の
ま
だ
十
分

に
知
ら
れ
て
い

な
い
農
産
品
や

工
芸
品
、伝
統
、

歴
史
、
景
観
と

い
っ
た
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
資

源
を
磨
き
上
げ

付
加
価
値
を
も

た
ら
す
こ
と
が

重
要
と
位
置
づ

け
、そ
の
中
で
、

地
域
の
生
産
者

を
と
り
ま
と
め

て
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
役
割

を
も
っ
た
地
域
商
社
を
、
重
要
な
事
業
主
体
の
一
つ
と
し

て
い
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
地
域
商
社
と
は
「
農
産
物
、
工

芸
品
な
ど
地
域
に
眠
る
魅
了
あ
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
発

掘
し
、
販
路
・
市
場
を
開
拓
し
、
交
渉
力
を
持
っ
て
流
通
・

調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
価
値
に
見
合
っ
た
価
格
で
の
販

売
を
行
い
、
市
場
か
ら
従
来
以
上
の
収
益
を
も
た
ら
す
役

割
を
担
う
」
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

・
地
域
商
社
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
お
け
る
国
の
役
割

前
述
し
た
よ
う
に
地
域
商
社
は
、
地
域
の
産
品
の
事
業

展
開
に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
役
割
を
果
た

し
続
け
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
実
装
が
急
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
材
・
資
金
に
乏
し

い
地
域
商
社
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
投
資
を
十
分
行
え

ず
、
都
市
部
の
大
企
業
と
比
べ
る
と
海
外
へ
の
展
開
や
業

務
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
実
現
が
難
し
い
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
、
地
域
の
産
学
官
金

が
参
画
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
中
小
企
業
等
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
立
ち
上
げ
を
促
し
、
中
小
企
業

等
の
Ｄ
Ｘ
を
伴
走
型
で
支
援
す
る
取
り
組
み
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
発
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

に
取
り
組
む
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
こ
と
等
を
通
じ

て
、
地
方
の
中
小
企
業
の
輸
出
力
の
強
化
な
ど
新
た
な
市

場
の
開
拓
に
結
び
つ
く
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
地
域
産
業
の
生
産
性
向
上
を
、
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
大
は
、
決
済
関
連

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化
・
付
加
価
値
向
上
と

い
う
事
業
者
の
生
産
性
向
上
、
消
費
者
の
利
便
性
向
上
に

よ
る
消
費
活
性
化
お
よ
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

図 1　デジタル田園都市国家構想基本方針の概要

特 集
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ド
回
復
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
で
あ

り
、事
業
環
境
等
を
大
き
く
改
善
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
恩
恵
を
、
地
域
の
中
小
加
盟
店
を
含
め
た
事

業
者
等
が
広
く
享
受
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
さ
ら
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
進
め
る
こ

と
等
に
よ
り
、
地
域
の
新
し
い
産
業
の
創
出
を
進
め
、
ま

た
、
林
地
や
空
き
家
な
ど
の
地
域
の
遊
休
資
産
を
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
よ
り
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
等
を
通
じ
て
、

地
方
に
お
け
る
魅
力
的
な
仕
事
の
創
出
を
促
す
。加
え
て
、

地
域
の
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
化
に
係
る
経
営
課
題
の
解
決
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
柱
と
す

る
成
長
戦
略
の
策
定
・
実
行
を
担
え
る
即
戦
力
の
経
営
人

材
や
専
門
人
材
の
確
保
を
支
援
す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
、
国
と

し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

次
項
以
降
で
は
実
際
に
政
府
と
し
て
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
の
内
、
地
域
商
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
に
関

す
る
事
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

地
域
商
社
に
係
る
取
り
組
み

・
地
域
商
社
の
課
題

地
域
商
社
は
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
役
割
を
十
全

に
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
従
来
以
上
の
収
益
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
資
源
を
生
み
出
す
地
域
の

文
化
・
伝
統
・
歴
史
・
生
活
・
自
然
環
境
を
生
か
し
、
異

分
野
と
の
連
携
や
広
く
海
外
市
場
の
開
拓
ま
で
視
野
に
入

れ
た
多
様
な
事
業
展
開
が
見
込
め
る
。

し
か
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
し
、
商
品
の
磨
き

上
げ
、
流
通
の
効
率
化
、
信
用
リ
ス
ク
の
補
完
等
担
う
役

割
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
よ
り
、
事
業
運
営
に
苦
慮
し
て

い
る
地
域
商
社
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
、
業
務
が
多
量
に
渡
る
こ
と
に
よ
る
多
忙
化
の

他
に
、
明
確
な
登
録
制
度
が
な
い
こ
と
に
よ
り
同
業
種
や

支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
貧
弱
と
い
う
点
も
あ
げ
ら

れ
る
。も
ち
ろ
ん
広
く
地
域
商
社
的
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

成
功
と
言
え
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
成
功
事
例
の
横
展
開

も
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
そ
う
い
っ
た
地
域
商
社

ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
の
人
材
不
足
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
不
足
を
課
題
と
捉
え
、「
地
域
商
社
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

・
地
域
商
社
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

本
事
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
手
法
の
横
展

開
等
を
通
じ
て
地
域
商
社
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。大
き
く
二
つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

一
つ
は
、「
地
域
商
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
イ
トhttps://

chiikisyousya-netw
ork.go.jp/

」（
以
下「
本
サ
イ
ト
」）

に
会
員
と
し
て
、
地
域
商
社
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
者
、

地
域
商
社
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
者
、
地
域

商
社
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
画
を
希
望
す
る
者
、
地
方
公
共
団

体
、
地
域
金
融
機
関
、
創
業
支
援
者
が
幅
広
く
参
画
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
商
社
へ
の
関
わ
り
を

持
つ
も
の
の
属
性
等
を
広
く
調
査
し
、
課
題
解
決
に
つ
な

げ
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
２
年
４
月
現
在
に
お
い
て
、

約
７
０
０
会
員
数
で
あ
り
、
今
ま
で
明
確
化
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
地
域
商
社
事
業
者
、
地
域
商
社
の
支
援
者
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

入
会
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
会
員
の
入
会

目
的
を
調
査
し
た
。
会
員
全
体
で
は
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
収
集
の
た
め
」
が
約
９
割
と
最
も
高
く
、「
補
助

金
等
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
情
報
収
集
の
た
め
」「
販

路
開
拓
の
た
め
」
が
約
６
割
程
度
と
続
く
。
こ
の
ほ
か
、

約
４
割
が
「
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の
た
め
」
と
回
答
し

て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
会
員
が
直
面
し
て
い
る
経
営
課
題
に
つ
い
て
も

調
査
を
行
っ
た
。
会
員
全
体
で
み
る
と
「
販
売
力
・
営
業

力
の
強
化
」
が
39
・
０
％
と
最
も
高
く
、「
新
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
・
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
」
が
28
・
４
％
。

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
強
化
」
が
28
・
２
％
、「
従
業
員

の
確
保
・
育
成
」
お
よ
び
「
広
報
の
強
化
」
が
約
２
割
と

続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
解
決
の
一
助
と
し

て
、
次
項
に
あ
る
、
セ
ミ
ナ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

②
セ
ミ
ナ
ー
事
業

セ
ミ
ナ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。
先
進
的
事
例
の
共
有
お
よ

び
会
員
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た「
地
域
商
社
協
議
会
」

と
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
地
域
商
社
経
営
者
や
開
業
希

望
者
等
向
け
に
実
施
し
て
い
る
「
少
人
数
講
義
」
を
実
施

し
て
い
る
。

「
地
域
商
社
協
議
会
」
は
、
従
前
よ
り
民
間
企
業
等
の
立

場
か
ら
地
域
商
社
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
名
品

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
実
行
委
員
会
」
と
共
催
し
て
実
施
し

て
い
る
。
本
協
議
会
で
は
、
多
様
化
す
る
地
域
商
社
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
進
的
に
事
業
展
開
し

て
い
る
地
域
商
社
経
営
者
に
よ
る
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
お
い

て
は
、「
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
広
が
る
地
域
商
社
の
役
割
」「
地

域
商
社
と
Ｄ
Ｘ
と
Ｕ
Ｘ
」「
こ
れ
か
ら
地
域
商
社
が
取
り
組

む
べ
き
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
全
３
回
で
開
催
し
た
。
地

域
商
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
産
性
向
上
や
付
加
価
値
向
上
に
向
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「
顧
客
獲
得
（
地
域
フ
ァ
ン
を
創
る
連
携
力
）」「
道
の
駅

の
実
務
家
に
学
ぶ
販
売
拠
点
づ
く
り
」
と
い
っ
た
実
務
的

な
経
営
課
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
講
師
と
の
個
別
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け
る
等
、
よ

り
個
別
の
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
注
力
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
イ
ト
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
事
業
に
よ
る
地
域
商
社
事
業

者
・
支
援
者
等
へ
の
事
例
横
展
開
、
実
務
向
け
講
義
等
で

地
域
商
社
の
課
題
解
決
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
本
事
業
は
、本
年
度
も
同
様
に
実
施
し
て
お
り
、

け
て
、地
域
商
社
が
取
り
組
む
べ
き
Ｄ
Ｘ
や
Ｕ
Ｘ
の
あ
り
方
、

住
み
よ
い
未
来
の
た
め
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
地

域
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
地
域
商

社
が
取
り
組
む
べ
き
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
等
、
今
ま
で
よ
り

一
歩
進
ん
だ
視
点
か
ら
の
横
展
開
を
実
施
し
て
い
る
。

他
方
「
少
人
数
講
義
」
に
お
い
て
は
、
開
業
前
、
開
業

後
１
～
２
年
の
地
域
商
社
経
営
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

と
と
も
に
、
講
師
と
の
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
、
定
員
30
人
で
実
施
し
て
い
る
。
講
義
内
容
に
つ

い
て
も
「
商
品
開
発
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」「
販
路
開
拓
」

積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
他
省
庁
の
地
域
商
社

事
業
に
関
す
る
支
援
施
策
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
イ
ト
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

２
０
１
９
年
12
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
拡
大
に
伴
い
、
特
に
２
０
２
０
年
４
月
以
降

我
が
国
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
い
る
。
地
域
商
社
事
業
者
も
、
小
売
業
、
飲

食
店
・
宿
泊
業
、
旅
行
業
・
娯
楽
業
（
観
光
）
な
ど
コ
ロ

ナ
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
大
き
な
業
種
が
多
く
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
な
が
ら
、
事
業
見
直
し
が
不
可

欠
な
状
況
に
あ
り
、
少
し
で
も
多
く
の
事
業
者

や
そ
の
支
援
者
に
と
っ
て
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
。

特
に
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
は
経
営
者
に
と
っ
て

も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
人
手
不
足
解
消
、

地
域
商
材
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
、
情
報
共
有
・

情
報
管
理
の
簡
易
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
利
便
性
向
上
な
ど
足
元
の
経
営
課
題
解
決
と

も
関
連
が
深
い
が
、
中
小
規
模
の
事
業
者
に
と

っ
て
は
取
り
組
み
に
く
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
対
面
型
の
情
報
提
供
や
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
が
す
す
め
に
く
い
状
況
下
で
は
、

特
に
地
方
の
事
業
者
に
と
っ
て
実
は
情
報
が
得

に
く
い
側
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｘ
や

Ｕ
Ｘ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
な
ど
の
中
長
期
の

視
点
は
、
企
業
価
値
を
高
め
る
う
え
で
は
押
さ

え
て
お
く
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
再
編
等
に
役
立
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
で
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
、
積
極
的
に

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

図 2　直面する経営課題（複数回答）
注）令和４年 3 月 14 日現在、677 者

図 3　地域商社事業について

特 集
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本
事
業
に
至
っ
た
経
緯

八
郎
潟
町
は
、
秋
田
市
か
ら
北
へ
約
35

㌔
に
位
置
し
、
全
長
約
６
キ
ロ
の
県
内
で

最
も
狭
い
町
、
か
つ
最
も
人
口
密
度
が
高

い
町
で
す
。
町
内
は
、
商
業
地
区
の
一
日

市
エ
リ
ア
、
豊
か
な
田
園
地
で
あ
る
面
潟

エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
面
潟
エ
リ
ア
の
観
光
資
源
に
、
関

東
の
豪
族
「
三
浦
一
族
」
の
居
城
跡
「
浦

城
」、田
園
地
帯
の
一
画
に
描
か
れ
た
「
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
の
山
城
・
浦
城
は
、
そ
の
跡

地
を
磨
い
て
観
光
客
を
呼
び
込
む
活
動
を

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浦
城
の
歴
史
を
伝

え
る
会
が
管
理
・
整
備
を
行
い
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
は
八
郎
潟
町
地
域
振
興
協
議
会
が

毎
年
田
植
え
や
稲
刈
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
住
民
を
中
心
と
し

た
団
体
で
、
地
域
の
更
な
る
魅
力
向
上
の

た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
各
団
体
の

地
道
な
努
力
の
お
か
げ
か
、
メ
デ
ィ
ア
に

登
場
す
る
機
会
も
増
え
、
観
光
客
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
見

学
に
訪
れ
る
観
光
客
へ
の「
お
も
て
な
し
」

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
出

て
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

を
見
に
来
て
も
、
周
り
に
お
土
産
処
や
食

事
を
す
る
場
所
が
な
い
た
め
に
、
来
訪
客

の
満
足
度
は
低
く
、
地
域
経
済
に
も
貢
献

度
が
低
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
声
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
展
望
台
は
公

有
地
で
あ
る
塞
ノ
神
農
村
公
園
の
一
角
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
物
販
施
設
を

設
置
す
る
の
は
困
難
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
れ
が
今
回
、行
政
か
ら
の
情
報
で「
が

ん
ば
る
地
域
応
援
事
業
」
を
知
り
、
こ
れ

を
機
に
今
ま
で
の
課
題
解
決
に
真
剣
に
取

り
組
も
う
と
い
う
気
運
が
生
ま
れ
、
八
郎

潟
町
地
域
振
興
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浦

城
の
歴
史
を
伝
え
る
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ

ａ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
、
そ
し
て
地
元
の
浦

大
町
町
内
会
が
立
ち
あ
が
っ
て
行
政
と
の

協
議
が
始
ま
り
、
実
現
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。

実
施
団
体
の
概
要

中
心
と
な
っ
た
団
体
は
八
郎
潟
町
地
域

振
興
協
議
会
で
、
地
域
住
民
の
手
作
り
に

よ
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
町
内
外
の
方
々
と

交
流
し
た
い
と
い
う
目
的
の
も
と
、
平
成

27
年
７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

加
え
、
戦
国
時
代
に
こ
の
地
域
を
治
め
た

三
浦
一
族
の
城
「
浦
城
」
の
歴
史
と
文
化

を
後
世
に
正
し
く
伝
承
し
、
浦
城
周
辺
の

自
然
を
保
全
管
理
し
、
町
お
こ
し
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
19
年
に
設
立
さ

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浦
城
の
歴
史
を
つ
た
え

る
会
、
八
郎
潟
町
の
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
弱
者
に
寄
り
添
い
、
併
せ
て
地
域
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
べ
く
平
成
29
年
に

設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｌ

Ａ
Ｂ
、
そ
し
て
、
地
元
で
展
開
さ
れ
て
い

る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
浦
城
跡
の
保
全
管
理

に
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
い
る
浦
大
町

町
内
会
の
３
団
体
が
参
加
す
る
協
議
会
を

つ
く
り
、
連
携
し
て
こ
れ
に
あ
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

直
売
所
を
設
置
し
、 

農
産
品
や
弁
当
販
売

塞
ノ
神
農
村
公
園
内
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

展
望
台
の
近
く
に
４
坪
の
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ

ス
を
設
置
し
、
主
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
訪

れ
る
町
外
か
ら
の
お
客
様
に
対
し
て
、
浦

大
町
の
産
直
農
家
の
農
産
品
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
で
製
造
し
て
い

る
弁
当
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

直
売
所
近
く
の
涼
し
げ
な
紅
葉
林
に
は

天
然
木
を
利
用
し
た
く
つ
ろ
ぐ
た
め
の

テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
を
制
作
・
設
置
し
、
周

囲
の
自
然
に
あ
っ
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

ま
し
た
。

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
秋
田
県
八
郎
潟
町
）

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
城
跡
整
備
、

�

農
産
品
販
売
で
満
足
度
向
上

―
協
議
会
設
置
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
―

齊
藤
　
志
郎

八
郎
潟
町
地
域
振
興
協
議
会

地
域
お
こ
し
実
行
員
会
会
長

15 2022・8 月号 地域づくり 本編 2022・8 月号地域づくり 本編 14



直
売
所
の
営
業
日
は
、
地
場
産
品
が
最

盛
期
を
迎
え
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
そ
の
全

容
を
現
し
始
め
る
７
月
３
日
か
ら
稲
刈
り

の
９
月
20
日
ま
で
の
期
間
中
の
土
日
祝

日
、
営
業
時
間
は
10
時
か
ら
16
時
ま
で
と

し
ま
し
た
。

浦
城
の
本
丸
を
整
備

当
町
の
主
た
る
集
客
装
置
で
あ
る
浦
城

跡
地
の
本
丸
整
備
を
行
い
、
訪
れ
る
方
々

に
「
浦
城
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
し
や
す
く
す

る
た
め
の
資
料
に
基
づ
く
鳥

ち
ょ
う

瞰か
ん

図
や
城
主

の
イ
メ
ー
ジ
図
を
看
板
に
し
て
資
料
館
脇

に
設
置
し
ま
し
た
。

本
丸
は
、
古
い
柵
や
雑
草
で
荒
れ
気
味

で
し
た
が
、
本
支
援
を
受
け
て
雑
木
の
伐

採
を
行
い
、
そ
の
木
材
を
活
用
し
た
新
し

い
柵
へ
の
取
り
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

本
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
各
団
体

が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
を
も
っ
た
一
般
町
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。事

業
の
成
果
と
今
後
展
望

塞
ノ
神
農
村
公
園
の
直
売
所
で
は
、
産

直
野
菜
が
基
本
一
袋
１
０
０
円
で
、
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
、
全
27
回
の
販
売
で
来
訪
客

数
２
万
１
５
３
９
人
（
１
日
あ
た
り
７
９

８
人
）、販
売
額
は
39
万
５
９
０
０
円
（
１

日
あ
た
り
１
万
４
６
６
３
円
）
と
大
好
評

で
、
売
り
切
れ
の
た
め
急
き
ょ
畑
に
仕
入

れ
に
行
く
日
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

販
売
に
あ
た
っ
て
は
、同
地
域
の
住
民
、

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
来
訪
客

の
方
々
と
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
野
菜
の
話
、

八
郎
潟
町
の
文
化
に
つ
い
て
な
ど
、
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
文
化
の
交
流
は
こ
れ
か

ら
の
新
た
な
町
の
魅
力
に
つ
な
が
り
、
交

流
人
口
拡
大
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
初
め
て
の
実
施
と
い
う
こ
と

で
、
来
店
客
数
、
ニ
ー
ズ
な
ど
未
知
の
要

素
が
多
い
中
、
実
験
的
な
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
が
、
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る

販
売
額
と
客
数
、
来
訪
客
の
反
応
が
あ
り

ま
し
た
。
本
事
業
に
携
わ
っ
た
関
係
者
の

多
く
が
達
成
感
を
味
わ
い
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
と
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、令
和
４
年
度
は
、

協
力
農
家
の
生
産
調
整
に
よ
る
安
定
し
た

農
産
物
の
供
給
に
加
え
て
、
土
産
品
が
少

な
い
当
町
の
土
産
品
開
発
に
参
画
し
な
が

ら
直
売
所
で
の
販
売
を
計
画
し
、
経
済
の

回
復
を
図
る
昨
今
の
世
相

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
当
町
の
土
産
品
を

基
調
に
地
域
経
済
の
活
性

化
と
共
に
来
訪
客
の
満
足

度
向
上
を
進
め
る
計
画
で

す
。令

和
３
年
度
の
取
り
組

み
成
果
を
受
け
、
関
係
者

の
意
気
は
盛
ん
で
次
々
に

新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
会
で
は
こ

れ
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し

な
が
ら
、
仲
間
の
拡
大
と

共
に
町
民
の
知
恵
と
行
動

で
持
続
的
な
活
動
を
推
し

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

整備後の「浦城」本丸の柵

塞ノ神公園内に設置した特産品販売所

展望台から見える田んぼアート（2021 年）
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煩雑な行政手続きをDX化
―自治体と伴走して課題を解決―

地
域
課
題
を
解
決
す
る 

「
Ｄ
Ｍ
Ｍ 

地
方
創
生
」

合
同
会
社D

M
M
.com

は
、
２
０
１
９

年
よ
り
「
Ｄ
Ｍ
Ｍ 

地
方
創
生
」
と
し
て

地
方
創
生
事
業
に
参
入
し
、「
事
業
創
出

企
業
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
持
続
可
能

な
事
業
を
生
み
出
す
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、

展
開
す
る
50
以
上
の
事
業
を
通
じ
て
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
・
専
門
人

材
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
事
業
企

画
を
地
域
ご
と
の
課
題
に
応
じ
て
提
供
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
伴
走
体
制
に
よ
り
、
福
岡
県
大

川
市
の
課
題
を
解
決
し
た
事
例
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

大
川
市
で
は
業
務
お
よ
び
庁
内
手
続
き

に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
に
遅
れ
を
と
っ
て

い
た
部
分
が
あ
り
、
職
員
を
は
じ
め
多
く

の
方
か
ら
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
市
民
の
方
が
市
の
情
報
を

得
る
手
段
と
し
て
、
市
の
Ｈ
Ｐ
・
市
役
所
・

関
連
機
関
の
掲
示
板
・
市
報
が
メ
イ
ン
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
市
民
の
方
へ
の
情
報

発
信
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
他
方
で
は
、
役
所
窓
口
で
手
続

き
や
相
談
に
来
る
市
民
の
方
に
長
時
間
の

待
ち
時
間
を
強
い
る
こ
と
が
頻
発
し
て
お

り
、
職
員
の
業
務
効
率
化
や
労
働
生
産
性

向
上
に
よ
る
待
ち
時
間
短
縮
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
行

政
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
の

遅
れ
や
対
面
を
前
提
と
す
る
働
き
方
の
抜

本
的
な
見
直
し
の
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
と 

行
政
内
業
務
を
Ｄ
Ｘ
化

段
階
的
・
多
面
的
な
デ
ジ
タ
ル
実
装
と

と
も
に
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
川
市
と
と
も
に

官
民
連
携
の
Ｄ
Ｘ
推
進
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
加
速
化
事
業
」
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
『
多
様
な

幸
せ
を
実
現
で
き
る
大
川
市
』を
目
指
し
、

庁
内
業
務
の
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
つ

つ
、
Ｄ
Ｘ
を
通
じ
て
市
民
の
方
と
よ
り
近

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

特
に
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
の
方

に
向
け
た
素
早
い
情
報
発
信
、
窓
口
の
混

雑
解
消
お
よ
び
非
接
触
・
非
対
面
対
応
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
情
報
発

信
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
令
和

３
年
度
は
初
年
度
と
し
て
、
広
報
Ｄ
Ｘ
を

目
的
と
し
た
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

の
開
設
お
よ
び
開
発
・
運
用
の
開
始
、
ま

た
『
行
か
な
い
・
書
か
な
い
役
所
』
の
実

現
に
向
け
た
「Graffer

ス
マ
ー
ト
申
請
」

の
導
入
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
市
役
所
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

災
害
・
防
災
、
ワ
ク
チ
ン
情
報

な
ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
素
早
く
発
信

広
報
Ｄ
Ｘ
を
目
的
と
し
た
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
と
し
て
広
く
普
及
し

て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

災
害
・
防
災
情
報
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情
報

な
ど
、
市
民
の
方
に
向
け
た
素
早
い
情
報

発
信
が
可
能
に
な
り
、
必
要
な
情
報
を
必

要
な
方
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
と

同
時
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
が

開
発
・
運
用
を
す
るGovetech

プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
開

発
を
行
い
、
導
入
決
定
か
ら
３
カ
月
と
い

う
最
短
期
間
で
の
リ
リ
ー
ス
を
実
現
し
ま

し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
市
役
所
の
整
備
に
お
い
て

は
、
行
政
手
続
き
の
う
ち
特
に
役
所
窓
口

で
の
処
理
件
数
が
多
く
、
手
数
料
の
決
済

が
必
要
と
な
る
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登

録
証
明
書
等
の
交
付
請
求
手
続
き
に
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム「Graffer

ス
マ
ー

ト
申
請
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
開
庁
時
間
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
24
時

間
ど
こ
か
ら
で
も
手
続
き
が
可
能
に
な

り
、
窓
口
の
混
雑
解
消
、
職
員
の
業
務
効

片山　尊合同会社 DMM.com 地方創生事業部 事業部長

合同会社DMM.comまちづくりコラボ
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率
化
お
よ
び
市

民
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

結
果
と
し
て

最
適
な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
最

短
期
間
で
運
用

開
始
で
き
た
の

は
、
市
と
の
伴

走
体
制
に
よ

り
、
行
政
機
関
と
民
間
の
垣
根
を
超
え
て

ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
互
い
の
強
み
を
活
か
せ
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
川
市
の
担
当
者
か
ら
は
「
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
後
は
、
特
に
市
民

か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
情
報
に
絞
っ
て
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
、
欲
し
い
情
報
に
す
ぐ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Graffer

ス
マ
ー
ト
申
請
に
つ
い
て
は『
定

額
小
為
替
や
返
信
用
封
筒
の
準
備
が
不
要

に
な
っ
た
』『
家
に
い
な
が
ら
い
つ
で
も

手
続
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』
な
ど
市

民
の
方
に
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、

本
人
確
認
書
類
の
不
備
も
な
く
な
り
、
職

員
の
業
務
効
率
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
い
っ
た
成
果
の
声
が
挙
が
っ
て
い

ま
す
。

職
員
が
働
き
や
す
い 

環
境
実
現
に
向
け
て

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
令
和
３
年
度

で
完
結
せ
ず
、
Ｄ

Ｘ
推
進
の
切
り
口

の
幅
を
広
げ
、
令

和
４
年
度
以
降
も

加
速
さ
せ
て
い
く

方
針
で
す
。
今
後

は
、
市
民
が
暮
ら

し
や
す
く
、
職
員

が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た

め
、
市
役
所
内
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

対
応
、相
談
窓
口
、

子
育
て
、
職
員
の

勤
怠
管
理
な
ど
の

Ｄ
Ｘ
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

市担当者との打ち合わせの様子

大川市 DX 加速化事業 今後の計画

大川市 DX 加速化事業 メインビジュアル

LINE とオンライン申請導入時の告知ポスター
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地域
TOPICS
トピックス

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
へ 

多
様
な
ア
ク
タ
ー
結
集

日
本
生
産
性
本
部
は
、
２
０
２
２
年
４

月
に
「
地
域
の
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
静
岡
県
中
部
地
域
で
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー

（
企
業
、
団
体
、
行
政
や
大
学
な
ど
）
を

結
集
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
社
会
課
題

の
解
決
を
図
る
も
の
で
、
全
国
的
に
も
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
す
。

我
が
国
で
は
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
労
働
力
不
足
、
後
継
者
問
題
、
そ
し

て
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
な
ど
、
複
雑
性
の
高
い
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
個

別
の
企
業
や
団
体
で
は
解
決
が
困
難
で
あ

り
、
ま
た
、
国
や
自
治
体
も
単
体
で
は
解

決
が
難
し
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
近
年
、
こ
う
し
た
課
題
を
地

域
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
解
決
す
る
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
内
外
で
の
実
践
事
例

は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
社
会
課
題
の
解
決

も
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

静
岡
県
中
部
地
域
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業

を
中
心
に
産
業
の
す
そ
野
が
広
く
、
多
層

の
産
業
構
造
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
東
京

を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
へ
の
人
口
流
出

は
止
ま
ら
ず
、
慢
性
的
な
人
口
の
社
会
減

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

進
学
や
就
職
を
機
と
す
る
若
い
女
性
の
流

出
が
目
立
っ
て
お
り
、
背
景
に
は
地
域
に

お
け
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
不
足
や
活
躍
す
る

姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
一
方
で
、
外
国
人
住
民
の
数
が

急
増
し
て
お
り
、
女
性
や
外
国
人
を
は
じ

め
と
し
た
多
様
な
人
材
の
包
摂
＝
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
静
岡
県
中
部
地
域
で

多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
結
集
し
、「
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
」
の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

地
域
目
標
設
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

キ
ッ
ク
オ
フ
に
30
人
が
参
加

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、地
元
企
業（
静

岡
ガ
ス
・
静
岡
新
聞
社
等
）、
在
京
企
業

の
支
店
（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
・
野

村
證
券
等
）、
地
域
金
融
機
関
（
静
岡
銀

行
）、
各
種
団
体
（
静
岡
商
工
会
議
所
・

連
合
静
岡
等
）、
行
政
（
静
岡
市
）、
大
学

（
静
岡
県
立
大
学
）
な
ど
の
主
要
な
ア
ク

タ
ー
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
企
業
の
若
手
中
堅
層
・
各
種
商
工
団

体
職
員
・
静
岡
市
役
所
関
係
各
課
職
員
・

市
内
の
大
学
生
な
ど
、
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
午
前
に
龍
谷
大
学
の
白
石
克
孝

教
授
と
静
岡
県
立
大
学
の
国
保
祥
子
准
教

授
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
経
営
と
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
午

後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
地
域
と
し
て

の
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
手
段
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
ま
ず
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
達
成
し
た
状
態
を
想
定

し
、「
ど
ん
な
静
岡
で
あ
れ
ば
住
み
続
け

た
い
か
」
を
議
論
の
テ
ー
マ
に
設
定
し
ま

し
た
。
付
せ
ん
に
次
々
と
意
見
が
書
き
出

さ
れ
、
女
性
活
躍
や
多
文
化
共
生
か
ら
地

域
の
身
近
な
課
題
ま
で
、
多
様
で
幅
広
い

意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
手
段
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
人

的
資
源
に
限
り
が
あ
る
と
い
う
意
見
を
基

に
し
た
「
地
域
の
企
業
間
で
多
様
な
人
材

を
共
有
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
」
や
、
地
域
で
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見

つ
け
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
と
い

う
民
間
企
業
の
若
手
女
性
社
員
の
意
見
を

基
に
し
た
「
20
代
女
性
社
員
の
リ
ア
ル
な

声
が
聴
け
る
学
生
向
け
産
学
共
同
サ
ロ
ン

の
開
催
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
解
決
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に

地
域
に
対
す
る
価
値
観
や
課
題
意
識

は
、
所
属
す
る
組
織
や
年
代
・
性
別
等
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
ら
が
働
き
、
暮
ら
す
地
域
の
抱
え

る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
、
所
属
す
る
組

織
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
多
様
で
幅
広
い
意

見
交
換
が
で
き
た
と
言
え
ま
す
。
白
石
教

授
か
ら
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
家
庭
で
も
職
場
で
も
な
い
「
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
」
が
重
要
で
あ
る
、
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

齋
藤　

亮

公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部　

顧
客
価
値
創
造
セ
ン
タ
ー
研
究
員

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
社
会
課
題
の
解
決
を
図
る
―

静
岡
・
地
域
の
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

静岡県
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ッ
プ
は
ま
さ
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
も
「
仕
事
で
知
る
姿
と
は

違
っ
て
新
た
な
静
岡
の
魅
力
を
発
見
で
き

た
」（
東
京
の
企
業
の
支
店
従
業
員
）、「
幅

広
い
市
民
の
意
見
を
聞
け
て
政
策
づ
く
り

の
参
考
に
な
っ
た
」（
市
職
員
）
な
ど
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
取
り
組
む
こ
と
に
前
向
き

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
活

動
を
控
え
た
大
学
生
か
ら
は
「
地
域
の
企

業
と
フ
ラ
ッ
ト
に
交
流
で
き
て
有
意
義
だ

っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
地
域

で
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ

を
つ
か
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
や
各

グ
ル
ー
プ
が
設
定
し
た
地
域
の
目
標
は
地

方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
上
の
特
設
ペ
ー
ジ
に
動

画
や
写
真
と
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
約
１
年
間
を
か
け
て
地
域
単

位
と
企
業
を
中
心
と
し
た
ア
ク
タ
ー
単
位

で
の
目
標
設
定
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。少

子
・
高
齢
化
や
外
国
人
住
民
の
増
加

な
ど
が
進
む
我
が
国
で
は
、
静
岡
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、
多
様

な
ア
ク
タ
ー
が
結
集
し
て
取
り
組
む
課
題

解
決
は
、
多
く
の
社
会
課
題
に
対
し
て
有

効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
当
本
部
で
は
、
地
域
や
各
ア
ク

タ
ー
の
目
標
設
定
に
留
ま
ら
ず
、
静
岡
地

域
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
係
る
具
体
的

な
課
題
の
解
決
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
過
は
地
方
創
生
カ

レ
ッ
ジ
上
の
特
設
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
発
信

し
て
参
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。「どんな静岡だったらずっと住みたいか」を検討したホワイトボード

白石教授と国保准教授も参加したグループワーク

アイデア出しの様子。大学生もファシリテーターを務めた

19 2022・8 月号 地域づくり 本編



地域
TOPICS
トピックス

和
歌
山
県
田
辺
市
は
人
口
約
７
万
人
、

県
下
第
二
の
都
市
、
交
通
や
商
業
の
要
衝

と
し
て
栄
え
て
き
た
。
ま
た
、
世
界
文
化

遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」、

世
界
農
業
遺
産
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ

ス
テ
ム
」
と
い
う
二
つ
の
世
界
遺
産
を
有

す
る
な
ど
、
自
然
と
歴
史
が
豊
か
な
地
方

都
市
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
国
平
均
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
人
口
減
少
が
進
み
、
空
き
家
や
空
き

店
舗
の
増
加
、
地
域
の
担
い
手
不
足
な
ど

地
域
の
産
業
や
日
常
生
活
に
多
く
の
課
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

「
た
な
べ
営
業
室
」
設
置
と 

「
カ
ッ
コ
い
い
大
人
」
の
育
成

田
辺
市
で
は
、
持
続
可
能
な
地
方
創
生

に
取
り
組
む
た
め
、
２
０
１
４
年
４
月
に

「
た
な
べ
営
業
室
」を
創
設
、地
域
づ
く
り
・

地
域
経
済
の
専
門
家
と
し
て
富
山
県
内
で

数
々
の
実
績
を
挙
げ
て
い
た
現
・
熊
本
大

学
熊
本
創
生
推
進
機
構
（
当
時
・
富
山
大

学
地
域
連
携
推
進
機
構
）
の
金
岡
省
吾
教

授
に
協
力
を
要
請
し
、
新
た
な
戦
略
を
た

て
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
づ
く
り
の
変
遷

や
全
国
の
事
例
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

幅
広
い
知
識
を
学
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
の
地
域
づ
く
り
は
、
全
国
総

合
開
発
計
画
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
道
路

建
設
、
企
業
誘
致
、
港
湾
整
備
、
大
規
模

土
地
開
発
な
ど
、
人
口
増
加
を
前
提
と
し

た
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
国

で
は
す
で
に
国
土
形
成
計
画
や
地
方
創
生

と
い
っ
た
施
策
に
大
き
く
転
換
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
時
流
の
中
、
特
に
重
要
な

の
は
、
経
営
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー

が
提
唱
し
た
「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
通
価
値
の
創

造
）」
と
い
う
考
え
方
だ
。
新
し
い
資
本

主
義
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
民
間

企
業
が
自
ら
地
域
課
題
を
探
し
出
し
、
そ

れ
を
解
決
し
な
が
ら
、
企
業
利
益
に
結
び

付
け
、
地
域
と
企
業
が
ｗ
ｉ
ｎ
‐
ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
共
通
価
値

を
見
出
す
も
の
で
、
こ
う
し
た
企
業
行
動

を
広
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済

が
循
環
し
、
最
終
的
に
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
し

て
い
る
。

そ
の
た
め
、田
辺
市
の
地
方
創
生
に
は
、

地
域
の
中
か
ら
地
域
課
題
を
解
決
す
る
新

し
い
仕
事
を
創
出
し
、
地
域
で
輝
き
、
稼

ぐ
「
カ
ッ
コ
い
い
大
人
」
を
生
み
出
す
内

発
型
の
人
材
育
成
を
中
心
に
据
え
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

地
域
を
救
う
！　

 

「
た
な
べ
未
来
創
造
塾
」

「
カ
ッ
コ
い
い
大
人
」
を
生
み
出
す
た

め
に
は
、
化
学
反
応
を
誘
発
す
る
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
必
要
だ
。
そ

の
た
め
、
２
０
１
６
年
に
「
た
な
べ
未
来

創
造
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。
同
塾
の
創
設

以
降
、
５
期
58
人
の
修
了
生
の
う
ち
70
・

７
％
が
プ
ラ
ン
を
実
行
し
、そ
の
中
か
ら
、

２
０
１
８
年
間
伐
・
間
伐
材
コ
ン
ク
ー
ル

で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
り
、
２
０
２
１
年

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
で
優
良
事

例
に
選
出
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
和
歌
山
に
掲
載

さ
れ
、グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
を
獲
得
し
た
り
、

２
０
１
９
年
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
で
最
優
秀

賞
、
農
林
水
産
省
イ
ナ
カ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
り
と
い

っ
た
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。

ま
た
、自
主
的
に
Ｏ
Ｂ
会
が
組
織
さ
れ
、

期
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
も
数
多
く
生
ま
れ
て

い
る
が
、
動
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
背

景
と
し
て
、
大
き
く
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
産
学
官
金
が
一
体
と
な
っ
た
支
援
体
制

市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
庁
内
横
断
的
組

織
、「
た
な
べ
営
業
室
」
を
設
置
し
、
金

岡
教
授
を
中
心
と
す
る
大
学
の
全
面
的
な

鍋
屋　

安
則

田
辺
市
た
な
べ
営
業
室 

係
長

―
「
た
な
べ
未
来
創
造
塾
」
か
ら
地
域
課
題
解
決
へ
―

Ｃ
Ｓ
Ｖ
で
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
群
れ
創
造

たなべ未来創造塾講義の様子

和歌山県田辺市
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サ
ポ
ー
ト
を
得
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
資
金
調
達
や
目
利

き
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
と
は
、「
経
営
者
育
成

に
係
る
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
塾
生
選
抜
、

塾
生
の
個
別
相
談
な
ど
強
力
な
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
い
る
。

⑵
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
人
材
の
確
保

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
行
政
評
価
指
標
）
と
し

て
、
塾
生
の
50
％
以
上
を
行
動
さ
せ
る
と

設
定
し
た
。
こ
の
高
い
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
20
～
40
代
の
意
欲
的
な
若
手
事
業

者
・
幹
部
候
補
生
の
中
か
ら
、
誰
と
誰
が

つ
な
が
れ
ば
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ

る
か
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
仮
説
を
立
て

な
が
ら
、
異
業
種
の
人
材
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
一
人
一
人
口
説
い
て
い
っ
た
。
今

で
は
、
た
な
べ
未
来
創
造
塾
の
認
知
が
広

が
り
、
自
ら
手
を
挙
げ
て
く
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

⑶�

Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
段
階
的
に
理
解
す
る 

実
践
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
自
ら
が
解
決
で
き
る
課
題
を
探
し
出

す
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
必
要
だ
。
講

師
は
、市
外
の
専
門
家
や
実
践
者
に
加
え
、

「
た
な
べ
未
来
創
造
塾
」
修
了
生
も
登
壇

さ
せ
る
こ
と
で
、
身
近
な
事
例
、
地
域
課

題
を
学
び
つ
つ
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型

学
習
）
の
手
法
を
用
い
な
が
ら
、
対
話
を

通
じ
て
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
て
い
く
訓

練
を
行
い
、
演
習
を
経
て
、
修
了
式
で
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
と
い
う
約
半

年
、
全
14
回
の
講
義
で
構
成
し
て
い
る
。

「
未
来
塾
」
を
核
と
し
た 

地
方
創
生
へ

塾
修
了
生
た
ち
の
活
躍
を
目
の
当
た
り

に
し
、
修
了
生
た
ち
と
地
方
に
関
わ
り
た

い
都
市
住
民
と
の
関
係
人
口
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
そ
う
と
、「
た
な
コ
ト
ア
カ

デ
ミ
ー
」「
熊
野
リ
ボ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
こ
と
こ
ら
ぼ
」
な
ど
、
都
市
圏
で

の
関
係
人
口
養
成
講
座
に
も
着
手
、
た
な

べ
未
来
創
造
塾
修
了
生
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
登
壇
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
受
け
入
れ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
約
１
２
０

人
の
修
了
生
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
熊
本
県
八
代
市
、
天
草
市
、
玉

名
市
、
阿
蘇
地
域
、
富
山
県
南
砺
市
で
姉

妹
塾
が
立
ち
上
が
り
、
地
域
内
で
も
裾
野

を
広
げ
よ
う
と
「
た
な
べ
プ
チ
起
業
塾
」

を
創
設
し
、
２
期
を
終
え
た
。

な
お
、
姉
妹
塾
や
「
た
な
べ
プ
チ
起
業

塾
」
に
も
た
な
べ
未
来
創
造
塾
修
了
生
が

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
登
壇
し
て
い

る
。「

た
な
べ
未
来
創
造
塾
」
を
核
と
し
た

田
辺
市
の
地
方
創
生
は
、
２
０
２
１
年
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
で
金
賞

並
び
に
特
別
賞
（
人
材
育
成
賞
）
を
受
賞

す
る
な
ど
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

一
つ
一
つ
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
考
え
方
を
共
有
し
、

地
域
事
業
者
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輝
き
だ
し
、
群
れ
と
な

る
。田

辺
市
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ

ー
た
ち
が
新
し
い
資
本
主
義
で
、
地
域
を

動
か
し
始
め
て
い
る
。

「たなべ未来創造塾」と関係人口講座「たなコトアカデミー」の交流会

塾生のプランによる事例。紀州南高梅ひつまぶし

塾生のプランによる事例。theCUE- シェアハウス＆ゲストハウス＆カフェバー
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●
企
業
と
地
域
の
協
働
は 

本
音
で
話
せ
る
関
係
づ
く
り
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
は
、
２
０
１

６
年
度
に
発
足
し
た
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
地
方

で
の
起
業
支
援
や
自
治
体
と
民
間
事
業
者

と
の
連
携
促
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当

初
５
年
間
の
成
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か

ら
は
都
市
部
企
業
と
地
方
（
自
治
体
お
よ

び
地
域
側
の
事
業
者
）
と
の
協
働
を
一
段

と
推
進
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
地
域
の
課
題
解

決
に
企
業
の
力
を
生
か
し
た
い
自
治
体
側

の
需
要
に
加
え
、
地
方
創
生
を
自
ら
の
死

活
問
題
と
捉
え
て
地
方
と
共
同
で
新
規
事

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の

職
員
交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
相
互
の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
一
層
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。
連
載
７
回
目
の
今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
と
武
蔵
野
美
術
大

学
で
す
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

業
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す
る
企
業
が
着

実
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
例
を
紹
介
す
る
と
、オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ

を
掲
げ
る
岩
手
県
釜
石
市
は
、
総
務
省
の

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
て
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
、
江
崎
グ
リ
コ
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
か
ら
出
向
人
材
を
受
け
入
れ
、
彼
ら

と
共
に
空
き
家
活
用
や
商
品
開
発
、
行
政

Ｄ
Ｘ
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
協
働
は
思
い
立
っ

て
す
ぐ
実
行
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。企
業
と
地
域
、ま
ず
双
方
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
同
士
が
出
逢
っ
て
信
頼
を
築
き
、
そ

の
上
で
事
業
仮
説
を
描
い
て
検
証
し
…
と

い
う
長
い
プ
ロ
セ
ス
を
要
し
ま
す
。
そ
れ

も
通
常
は
一
対
一
で
個
別
に
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
出
会
い
と
関
係
づ
く
り
・
事

業
仮
説
検
証
を
、
志
を
同
じ
く
す
る
複
数

の
参
加
者
が
集
う
こ
と
で
効
率
的
に
実
現

す
る
場
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
企
業
×

地
域
共
創
ラ
ボ
」
で
す
。
半
年
間
の
ト
ラ

イ
ア
ル
を
経
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
本
格

運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
竹
中
工
務
店
や

日
本
郵
政
、
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
な
ど
10
社
、
お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
協
議
会
参
加
自
治
体
を
中
心
に
10

地
域
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、定
例
会
な
ど 

接
点
づ
く
り
の
機
会
が
充
実

地
方
で
の
新
規
事
業
開
発
は
、
地
域
の

生
活
者
視
点
で
の
テ
ー
マ
設
定
や
現
場
で

の
実
証
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
ラ
ボ
で
は

年
４
回
の
「
公
式
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
会
員
自
治
体
を
中
心
に
地
方
の
現
場
を

訪
問
す
る
ほ
か
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
や
女
性
の
雇
用
創
出
と
い
っ
た
テ
ー

マ
ご
と
の
「
自
主
的
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
員
企
業
に
よ
る
月
次
定
例

会
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
題
も
含
め
て

意
見
交
換
し
な
が
ら
関
係
を
構
築
す
る
場

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
既

に
、
子
育
て
世
代
や
出
張
が
多
い
企
業
人

で
も
地
域
で
働
き
や
す
い
社
会
の
仕
組
み

を
考
え
る
、
と
い
っ
た
部
活
動
的
な
動
き

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性

を
育
み
な
が
ら
、
地
域
側
・
企
業
側
双
方

に
と
っ
て
中
長
期
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
事
業
創
出
を
目
指
す
の
が
「
企
業
×
地

域
共
創
ラ
ボ
」
で
す
。
会
員
企
業
・
自
治

体
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
ラ

ボ
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
企
業
×
地
域
共
創
ラ
ボ
」で
効
果
的
な
新
事
業
開
発
を

松
本　

未
生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．

企
業
×
地
域
共
創
ラ
ボ
責
任
者

宮崎県日南市でのフィールドワークの様子

石川県七尾市でのフィールドワークの様子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
／
武
蔵
野
美
術
大
学

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

⑦

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
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●
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
武
蔵
野
美
術

大
学
は
２
０
２
０
年
７
月
に
、
教
育
・
研

究
、
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
分

野
に
お
い
て
連
携
協
力
し
、
文
化
の
創
造

発
展
お
よ
び
地
域
振
興
の
推
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
協
定
を
結
び
、「
地

域
価
値
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
」
を
共
同
で
設
立

し
ま
し
た
。ラ
ボ
の
母
体
と
な
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
研
究
所
は
、
激
し
い

環
境
の
変
化
や
未
来
が
予
測
し
づ
ら
い
現

代
が
抱
え
る
課
題
を
、企
業
、地
域
、行
政
、

教
育
の
壁
を
越
え
、
領
域
横
断
的
に
取
り

組
み
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
研

究
・
提
案
す
る
た
め
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
当
大
学
が
地
域
と
デ
ザ
イ

ン
、
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
な
ど
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
対
象
に
開

催
し
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
演
習
（
創
造
的
思

考
の
演
習
）
と
し
て
開
発
し
た
「
フ
ォ
ト
・

オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
写
真
を
撮
る
と

い
う
表
現
を
使
っ
て
対
話
す
る
）
を
実
施

し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
演
習
は
「
に
か
ほ
市
」
の

職
員
研
修
と
し
て
３
回
行
う
な
ど
、
地
域

創
生
の
新
し
い
人
材
育
成
、
産
業
創
造
の

手
段
と
し
て
も
地
域
、
自
治
体
と
連
携
し

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

価
値
観
と
活
動
の
変
換
へ

我
が
国
は
、
経
済
発
展
を
軸
と
し
て
人

材
育
成
や
産
業
育
成
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
経
済
的
発
展
が

豊
か
な
未
来
を
創
る
は
ず
だ
と
い
う
考
え

が
基
本
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
行
為
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
、
よ
り

便
利
で
、
安
価
で
、
安
全
に
し
た
も
の
の
、

消
費
を
推
進
し
、
格
差
を
生
み
出
し
、
環

境
破
壊
や
、
地
域
、
経
済
格
差
を
推
し
進

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
自
然
資
源
を
使
い
、
経
済
発

展
し
続
け
る
こ
と
の
限
界
や
未
来
が
世
界

中
で
見
え
始
め
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
活
動
や
指
針
が
世
界

レ
ベ
ル
で
推
進
さ
れ
、
今
ま
で
の
私
た
ち

の
欲
望
か
ら
生
ま
れ
る
未
来
像
の
方
向
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の

で
す
。
文
部
科
学
省
も
、
大
き
く
教
育
の

方
針
を
変
え
、
知
識
・
ス
キ
ル
・
キ
ャ
リ

ア
型
の
問
題
解
決
力
の
教
育
か
ら
、「
創
造

的
思
考
」、
つ
ま
り
問
題
を
発
見
し
、
探

求
す
る
力
を
育
成
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
」
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
転
換
は
、
私
た
ち
が
「
意
識
変
革

の
時
代
」
入
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
つ
ま
り
自
分
た
ち
の
価
値
観
や
活
動

変
換
を
し
な
い
と
い
け
な
い
時
代
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
色
や

形
を
美
し
く
し
て
売
れ
る
も
の
を
作
る
と

い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
本
来
の
意
味

は
、「
コ
ト
や
、
魅
力
の
本
質
を
可
視
化

し
て
翻
訳
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
常
に
機

能
的
、
合
理
的
に
動
い
て
い
く
産
業
や
社

会
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
し
た
。し
か
し
、

近
年
は
も
っ
ぱ
ら
物
を
売
る
と
い
う
経
済

活
動
の
、
消
費
の
欲
望
を
あ
お
る
役
割
に

甘
ん
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
こ
そ
デ
ザ
イ
ン
が
必
要

僕
は
地
域
こ
そ
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
地
域
の
人

の
く
ら
し
や
、
営
み
や
、
豊
か
な
自
然
の

中
に
あ
る
豊
か
さ
を
翻
訳
す
る
こ
と
が
出

来
る
か
ら
で
す
。
都
市
部
に
は
、
便
利
な

も
の
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
生
活
の
た
め

の
資
源
が
あ
る
の
は
地
域
で
す
。
私
た
ち

は
長
い
間
の
経
済
発
展
信
仰
の
中
で
、
地

域
の
豊
か
な
宝
物
を
見
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
豊
か
な
宝

物
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
宝
物
を
価
値
に

変
え
る
の
は
私
た
ち
自
身
な
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
私
た
ち
は
、
初
め
て
働

く
場
の
自
由
を
経
験
し
ま
し
た
。
循
環
す

る
社
会
の
始
ま
り
は
地
域
で
す
。
た
く
さ

ん
の
地
域
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
豊
か
な

く
ら
し
を
創
造
し
、
つ
な
が
り
合
う
形
が

未
来
の
姿
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
武
蔵
野

美
術
大
学
と
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
連

携
は
そ
の
よ
う
な
、
創
造
的
な
社
会
を
共

に
創
っ
て
い
く
関
係
性
を
意
味
し
て
い
ま

す
。ま

す
ま
す
、
沢
山
の
試
み
や
、
活
動
を

通
じ
て
、
未
来
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
価
値
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
の
設
立
と
来
る
べ
き
未
来

若
杉　

浩
一

武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
研
究
所
所
長

武
蔵
野
美
術
大
学

今までの教育と STEAM 教育の違い流動する人口を受け入れるための学び
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リーダー塾修了者エッセー

平
成
27
年
度
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
を
受
講
し
ま
し
た
。
岩

手
か
ら
月
１
回
、
２
泊
３
日
の
東
京
通
い
。
主
任
講
師
を
務
め
ら

れ
て
い
た
当
時
日
本
大
学
の
沼
尾
波
子
先
生
（
現
東
洋
大
学
）
の

ゼ
ミ
に
所
属
し
、
沼
尾
先
生
の
厳
し
く
も
温
か
い
ご
指
導
の
も

と
、
と
て
も
充
実
し
た
１
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
沼
尾
先
生
を

は
じ
め
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

当
時
の
私
は
、
地
方
創
生
の
成
功
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
紫
波
中
央
駅
前
都
市

整
備
事
業
）
の
活
気
を
他
の
地
域
に
も
波
及
さ
せ
、
町
内
全
域
で

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
商
店
街
の
活
性
化
が
必
要
だ
と
考

え
、
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

結
果
か
ら
町
に
若
い
人
材
を
呼
び
込
み
新
し
い
事
業
を
仕
掛
け
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
と
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
提
案
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
ま

し
た
。

気
合
い
を
入
れ
て
臨
ん
だ
最
終
報
告
会
。
当
時
塾
長
だ
っ
た
大

森
彌
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
と
沼
尾
先
生
に
対
し
こ
ん
身

の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
結
果
は
惨
た
ん
た
る
も
の
で
し
た
。
大
森

先
生
「
あ
な
た
の
提
案
は
至
難
中
の
至
難
。
あ
な
た
が
頑
張
っ
た

く
ら
い
で
こ
の
商
店
街
が
復
活
す
る
と
は
僕
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
も
う
冒
険
そ
の
も
の
。
成
功
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
頑
張

る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
ま
あ
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
」。

沼
尾
先
生
「
実
現
に
は
と
に
か
く
時
間
が
か
か
る
。
須
川
さ
ん
の

子
ど
も
（
当
時
４
歳
）
が
大
人
に
な
る
と
き
く
ら
い
に
あ
～
っ
て

な
る
か
も
、
く
ら
い
時
間
か
か
る
と
思
い
な
さ
い
」。
見
事
な
ま

で
の
撃
沈
で
す
。
も
う
笑
う
し
か
な
い
。

し
か
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
終
え
た
ば
か
り
で
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て

い
た
私
は
な
ぜ
か
そ
の
状
況
を
変
に
解
釈
し
て
お
り
、「
大
森
先

生
に
頑
張
れ
っ
て

言
わ
れ
た
！　

沼

尾
先
生
に
も
応
援

し
て
も
ら
え
た

ぞ
！
」
と
意
味
不

明
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

変
換
を
か
ま
し
、

意
気
揚
々
と
リ
ー

ダ
ー
塾
を
卒
塾
し

た
の
で
し
た
。

や
る
と
宣
言
し

た
か
ら
に
は
す
ぐ

に
実
践
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
採
用
や
大
学
生
の
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

始
め
ま
し
た
。
熱
量
を
持
っ
た
若
い
外
部
の
人
材
と
、
同
じ
く
熱

量
を
持
っ
た
地
域
の
内
部
の
人
材
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
き
っ
と
ま

ち
は
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
。
そ
の
よ
う
に
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
連
携
し
な
が
ら
若
者
の
想
い
を
形
に
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
商
店
街
に
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
カ
フ

ェ
兼
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
が
誕
生
。
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
拠
点
施

設
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
若
者
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
塾
の
最
終
報
告
会
で
の
意
味
不
明
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
変

換
と
い
う
奇
跡
的
な
出
来
事
は
あ
っ
た
も
の
の
、
あ
の
時
の
プ
レ

ゼ
ン
が
自
分
の
人
生
の
決
意
表
明
に
な
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
塾
の
卒
塾
は
終
わ
り
で
は
な
く
む
し
ろ
ス

タ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
く
れ

た
今
回
の
エ
ッ
セ
ー
執
筆
の
機
会
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ま
た
今

日
か
ら
気
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須川　翔太●紫波町産業部商工観光課 商工観光係長

卒塾は第二の
公務員人生のスタート

〜最終プレゼンを生かし商店街活性化に全力〜

活動中の写真
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書 籍 紹 介

SDGsを活かす地域づくり
あるべき姿とコーディネーターの役割

「地域づくりの現場からみると、SDGsを一緒にやりましょう

と言われても、素直に受け入れきれずに“もやもや”する、そ

んな人が多いのではないだろうか」と編著者の白井信雄氏は述

べている。“もやもや”の中身は人によって異なるのだが、それ

を念頭に置いて、SDGsを地域づくりの道具として役立てるため

の方策を検討した成果が本書である。

SDGsは「誰一人取り残さない」ことをうたっている。これに

ついて本書は、「できる主体だけが取り組んで成果をあげること

は容易だが、それに取り残される主体がいる。取り残される主

体とは、農山漁村であり、中小企業である」「農山漁村や中小企

業がSDGsを上手く使えば、それらの膠着を打開する、新たなプ

ロジェクト・プログラムが創出できる可能性がある」と強調し

ている。

序章「持続可能な発展を深く考え、地域から転換を起こす」

に続いて10の章を置き、終章「SDGsを活かすコーディネータ

ーの在り方、そしてもっと未来のこと」で締めくくる。

理論的な解説が中心の章と事例紹介にもページを割いた章があり、事例には宮崎県諸塚村・椎葉村（第2章「農山村におけ

るSDGsの活かし方」）、北九州市の魚町商店街（第3章「SDGs商店街をコーディネートする」）、山梨県小菅村（第7章「SDGs

を目指す地域づくりに伴走する」）、福島県浜通り地域（第10章「SDGsプロジェクトのマネジメントとNPOの役割」）などで

の取り組みが登場する。

第2章では、まず農林水産省によるSDGsの捉え方を紹介している。続いて、「実際にSDGsについて農業や農村はどのよう

に取り組んでいるのか、あるいは取り組んでいけばいいのか、その手掛かりを得るために」、国内11カ所の世界農業遺産認定

地域におけるSDGsへの取り組みに関する調査結果を検討。17の目標のうち、「持続可能な農業」（目標2）や「陸の生態系」（目

標15）に取り組む認定地域が多いのは当然として、それ以外にも「持続可能な水管理」（目標6）や「持続可能な生産消費」（目

標8）、「質の高い教育」（目標4）などにも比較的多くの地域が取り組んでいることが分かる。

具体的な事例としては、宮崎県の高千穂郷・椎葉山地域（2015年認定）について、諸塚村の林業関係の取り組みや椎葉村

での焼き畑の継承を、宮城県大崎地域（2017年認定）については農業生物多様性や伝統的な水管理の取り組みなどを紹介し

ている。

第10章では、「（NPOの）活動分野は多岐にわたる。SDGsの17のゴールに対応するNPO法人は多く存在し、NPOはもと

もとSDGs達成の重要な担い手の1つである」とした上で、原子力発電所事故の影響を受けた農地の再生を目指す「ふくしまオ

ーガニックコットンプロジェクト」の取り組みを詳しく紹介している。

本書は、編著者の3人とそれ以外の6人の計9人による共同執筆。大学の研究者のほか、NPO代表や企業経営者も名を連ねる。

事例紹介に多くの紙幅を割いた章も、理論的な考察・解説を織り交ぜたスタイルになっているのは、本書が学会の研究部会で

の検討をベースにしているためだろう。� （編集室）

白井信雄／大和田順子／奥山睦　編著
晃洋書房（2022年4月10日発行）
定価：2,000円＋税
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奈
良
県
広
陵
町
は
、
面
積
16
・
30
平
方
キ
ロ
、
人
口
約
３
万
５

０
０
０
人
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
す
。
大
阪
中
心
部
へ
の
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、
住
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
、
自
然

を
生
か
し
た
大
規
模
な
都
市
公
園
や
田
園
風
景
が
広
が
る
「
ほ
ど

よ
く
都
会
、ほ
ど
よ
く
田
舎
」
を
体
現
し
た
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
一
の
生
産
を
誇
る
靴
下
産
業
（
年
間
約
２
０
０
０

万
足
）
と
い
っ
た
製
造
業
、
米
作
や
イ
チ
ゴ
・
ナ
ス
な
ど
の
農
業

が
盛
ん
で
あ
る
ほ
か
、
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
全
長

２
０
０
㍍
超
の
巣
山
古
墳
、
竹
取
物
語
の
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
讃

岐
神
社
、
鎌
倉
時
代
創
建
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
百
済
寺
な
ど
歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ

く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
に

よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
由
に
議
論
が
で
き
る
よ
う
「
対
話
を

重
視
す
る
こ
と
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
事
に
す
る
こ
と
」「
あ
た

た
か
な
政
策
を
基
本
に
す
る
こ
と
」
を
町
政
の
基
本
姿
勢
と
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
令
和
３
年
６
月
に
「
広
陵
町

自
治
基
本
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。「
参
画
と
協
働
」
を
基
本

理
念
に
町
民
、
町
議
会
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
や
役
割
、
責

務
を
果
た
し
な
が
ら
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

際
の
基
本
ル
ー
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
も
踏
ま
え
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
全
体
で
熟
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
広
陵
町
で
は
地
域
担
当
職
員
制
度
を
導
入

し
、
地
域
の
パ
イ
プ
役
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
っ
て
地
域
と
職
員
と

が
連
携
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、
地
域
担
当
職
員
が
地
域
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、地
域
の
課
題
を
洗
い
出
す
地
域
の
診
断
書「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
」
を
取
り
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
同
士

が
話
し
合
う
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
今
後
12
年
間
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
た
「
第
５
次
広
陵
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
目
指
す

将
来
像
は「be H

appy　

～
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち　

広
陵
～
」。

広
陵
町
に
住
み
、
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
、
お
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
で
、
幸
せ
の
輪
を
広
げ
て
い
こ

う
、
と
い
う
思
い
を
言
葉
に
込
め
ま
し
た
。

広
陵
町
は
、
大
都
市
が
近
い
故
に
人
口
減
少
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
大
学
進
学
や
就
職
を
機
に
、
都
市
部
へ
若
年
層
が
流
出
し
て

い
る
現
状
で
す
。
し
か
し
、
結
婚
や
子
育
て
の
と
き
に
は
「
広
陵

町
へ
戻
り
た
い
」「
広
陵
町
で
子
育
て
を
し
た
い
」と
思
え
る
よ
う
、

町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
愛
町
心
の
醸
成
を
育
む
と
と
も

に
、
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
雇
用
の
確
保
、
地
場
産
業
の
育
成

な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
産
業
振
興
で
す
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
靴
下
産
業
は
、

安
価
な
海
外
製
品
に
押
さ
れ
、
斜
陽
産
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
畿
経
済
産
業
局
と
の
連
携
に
よ
り
「
広
陵

く
つ
し
た
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
も
の
づ
く
り
の
最
先
端
を

ゆ
く
高
付
加
価
値
製
品
は
、
国
内
外
の
販
路
開
拓
を
目
指
し
て
町

内
企
業
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
分
野
に
お
い
て

も
付
加
価
値
の
高
い
イ
チ
ゴ
作
り
に
つ
い
て
、「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

タ
ウ
ン
広
陵
」
と
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
で
す
。

小
学
３
年
生
を
対
象
と
し
て
、地
域
の
方
々
が
指
導
者
と
な
る「
広

陵
放
課
後
塾
」
の
実
施
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
て
い
な
い
教
職
員

に
代
わ
り
専
門
的
指
導
を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
の
設
置
、
ま
た
、

特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
学
習
支
援
員
の

加
配
を
行
う
な
ど
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
こ
の
町
で

学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
人
は
石
垣
、
人
は
城
、
人
は
堀
」
こ
れ
は
戦
国
武
将
武
田
信

玄
の
言
葉
で
す
。
広
陵
町
を
支
え
る
の
も
人
で
す
。
住
民
だ
け
で

な
く
、
事
業
者
、
観
光
客
等
、
広
陵
町
に
関
係
す
る
多
く
の
人
が

町
に
関
心
を
持
ち
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奈良県広陵町長 山村　吉由

みなさんと共にいい町づくり
～be Happy 未来につながるまち 広陵～
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桐生市

群
馬
県

282

桐生市は群馬県の東部に位置し、2本
の清流と屏

びょう

風
ぶ

状に連なる山々に囲ま
れ、古くから織物の町として発展してきま
した。

江戸時代には「西の西陣、東の桐生」
ともうたわれ、今でも市内にはノコギリ
屋根の工場など、織物産業に係わるさま
ざまな歴史的建造物が残っています。文
化庁から認定を受けた日本遺産「かかあ
天下―ぐんまの絹物語―」については、
群馬県内の構成文化財13件のうち半数にあたる6件が桐生市の文化財となっています。

夏には一大イベントである桐生八木節まつりが開催され、県内外から多くの観光客
が訪れ、市内が熱気と興奮に包まれます。

また「ソースカツ丼」や「ひもかわ」など桐生ならではのグルメも大きな魅力です。
民間企業による調査「いい部屋ネット 街の幸福度＆住み続けたい街ランキング

2021（北関東版）」では住み続けたい街1位に選ばれています。

█ひもかわ
通常のうどんより幅が広く薄い麺が
特徴のご当地グルメ。中には 10㌢
以上の幅を持つものも

█ソースカツ丼
ご飯と甘辛いソースに浸したトン
カツだけのシンプルさが売り。ひ
もかわと並ぶご当地グルメ

█桐生新町重要伝統的建造物群保存地区
織物に関する歴史的建造物が多く残る地区は、
国の「重要伝統的建造物群保存地区」に選定さ
れている

█カリビアンビーチ
清掃センターの余熱を利用したサステナブルな
全天候型室内温水プール。夜にはボードを楽し
める大波も

█桐生八木節まつり
伝統ある桐生祇園祭と郷土芸能の八木節を中心とした夏の一大イベント。桐生が熱気と
興奮に包まれる

感性育み 未来織りなす
粋なまち桐生

█織物参考館 “ 紫 ”
市内に 6 カ所ある日本遺産の
構成資産の一つ。貴重な織物
関連の資料 1,200 点余りを展
示するほか藍染体験もできる

█未来へはばたけ山田製作所桐生が岡動物園・ 
アースケア 桐生が岡遊園地
入園無料の動物園と遊園地。動物園にはライオンやキリンの
ほか、今年はレッサーパンダが仲間入り

地域づくり 8月号
2022 年 8 月 1 日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階 電話03-5202-6131（代）
https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社
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基調論文／篠崎　宏
地域経済の持続性のカギ握る

秋田県能代市／湊　哲一
大人も子どもも楽しめる街に

埼玉県川越市／田邊　真
特別醸造ALEでYELLを送る

東京都町田市／松本礼子
当事者の声から始まるまちづくり

富山県／編集室
レストランから教育支援、ワーケーションまで

長野県山ノ内町／中尾大介
つまるところ人

京都府京都市／森下容子
地域の「問い」に向き合うコミュニティ

兵庫県洲本市／市場一也
官民連携によるシティプロモーション・まちづくり

兵庫県三田市／諸富　稜
古民家再生から学生支援まで

香川県三豊市／北川智博
新しいチャレンジが生まれ続ける地域を創る

長崎県西海市／拝崎麻衣
地域産品を掘り起こし、人を育てる

熊本県多良木町／栃原　誠
魅力的な農産品開発やIT人材育成
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特 集
基調論文は

じ
め
に

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
地
域
経
済
の
縮
小
が
続
い
て
い

る
。
交
流
人
口
の
み
な
ら
ず
関
係
人
口
構
築
な
ど
、
地
域

経
済
を
支
え
る
新
た
な
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
。
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る

２
０
２
５
年
問
題
が
間
近
に
迫
り
、
い
ま
だ
に
中
小
企
業

の
約
60
％
が
後
継
者
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
事
業
承

継
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
緊
急
課
題
へ
の
対
応
を
進
め
つ
つ
、
中
長
期

的
な
視
点
で
地
域
経
済
の
縮
小
に
対
す
る
解
決
方
法
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
カ
ギ
を
握
る
地
域
で
の
起
業
お
よ
び
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

持
続
可
能
な
観
光
資
源
と
な
っ
た 

闘
牛
文
化

今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
50
年
前
の
１
９
７
２
年
12
月
、

沖
縄
県
の
コ
ザ
市
営
沖
縄
観
光
闘
牛
場
で
全
日
本
闘
牛
大

会
が
行
わ
れ
た
。
屋
良
朝
苗
沖
縄
県
知
事
（
当
時
）
は
、

沖
縄
の
闘
牛
は
農
閑
期
の
農
村
娯
楽
で
あ
っ
た
こ
と
、
戦

後
の
混
乱
期
に
一
時
期
衰
退
し
た
が
関
係
者
の
尽
力
に
よ

り
中
部
地
区
を
中
心
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
観
光
産

業
は
平
和
産
業
と
し
て
基
地
経
済
を
脱
却
す
る
重
要
な
産

業
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ

沖
縄
闘
牛
の
観
光
へ
の
寄
与
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
祝
辞
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
周
知
の
と
お
り

沖
縄
は
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
歩
み
始
め
た
。

そ
れ
か
ら
50
年
後
の
２
０
２
２
年
５
月
７
日
（
土
）、

沖
縄
県
う
る
ま
市
に
あ
る
石
川
ド
ー
ム
（
通
称
・
闘
牛
ド

ー
ム
）
で
開
催
さ
れ
た
沖
縄
本
土
復
帰
50
周
年
大
闘
牛
大

会
に
は
、
満
員
の
観
客
が
集
ま
り
、
50
年
前
と
同
様
に
地

域
の
誇
り
で
あ
る
闘
牛
に
熱
狂
し
た
。
沖
縄
を
代
表
す
る

伝
統
文
化
と
な
っ
た
闘
牛
は
、
今
や
持
続
可
能
な
観
光
の

象
徴
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
捗

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

地
域
経
済
の
持
続
性
の
カ
ギ
握
る

―
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
方
向
性
―

篠
崎　

宏

リ
・
マ
ス
タ
ー
合
同
会
社　

Ｃ
Ｅ
Ｏ

帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科 

教
授

筆者プロフィール

篠崎 宏氏
（しのざき・ひろし）

リ・マスター合同会社 CEO、帝京大学経済学部観光経営学
科教授。1990 年 JTB 入社、海外旅行札幌支店、北海道営業本部、
事業創造本部を経て JTB 総合研究所・主席研究員、執行役員、
フェローを歴任。20 年前から全国各地を飛び回る生活を続け
ている。これまで 30 件以上の都道府県市町村の観光計画を策
定しており、最近は観光計画の高度化として地域エコシステム、
後追い消費、アントレプレナー教育などの先駆的モデルの構築
を行っている。2021 年 4 月よりコンサルタントと大学教授の
兼業生活を始めている。
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と
と
も
に
全
国
各
地
の
伝
統
文
化
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
規
模
縮
小
か
ら
消
滅
へ
と
向
か
う
も
の
も
少
な

く
な
い
中
、
闘
牛
文
化
は
持
続
可
能
な
観
光
と
し
て
隆
盛

を
極
め
て
い
る
。

闘
牛
文
化
を
陰
で
支
え
る
起
業

こ
の
50
年
の
道
の
り
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
い
。
や

や
人
気
下
降
気
味
で
あ
っ
た
闘
牛
文
化
に
対
し
て
、
２
０

１
５
年
に
う
る
ま
市
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
闘
牛
文
化

リ
マ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
各
種

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
一
定
の
情
報
を
与
え
る

こ
と
に
よ
り
闘
牛
文
化
の
無
関
心
層
を
関
心
層
へ
変
化
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
闘
牛
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
加
速
し
た
。そ
の
中
で
、闘
牛
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー・

伊
波
大
志
氏
や
闘
牛
女
子
・
久
高
幸
枝
氏
（
故
人
）
を
は

じ
め
と
す
る
若
手
の
パ
ワ
ー
も
あ
っ
て
、
沖
縄
県
民
は
も

ち
ろ
ん
観
光
客
の
闘
牛
文
化
へ
の
注
目
度
が
徐
々
に
高
ま

っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
や
沖
縄
県
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
、
マ
ス
コ
ミ
で

の
情
報
発
信
、
旅
行
会
社
の
商
品
造
成
な
ど
、
沖
縄
観
光

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

農
村
か
ら
生
ま
れ
た
娯
楽
で
あ
る
闘
牛
を
地
域
関
係
者

が
リ
マ
ス
タ
ー
す
る
（
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
作
り
変
え

る
）
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
交
流
人
口
を
創
出
し
、
そ
の

結
果
、
闘
牛
が
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
娯
楽
か
ら
文
化

へ
、
文
化
か
ら
産
業
へ
と
そ
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
ワ
イ
ド
ー

a

あ
い

i

プ
ロ
株
式
会
社
で
あ
る
。
こ
の
会
社
は
２
０
１
７
年

８
月
に
商
工
会
会
員
を
中
心
に
設
立
、
映
像
事
業
を
通
し

て
伝
統
文
化
お
よ
び
地
場
産
業
の
継
承
、
革
新
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
２
０
１
８ 

年
、「
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
」
の
番
組
を
製
作
、
同
年
４

月
よ
り
琉
球
放
送
で
放
映
さ
れ
、
一
躍
沖
縄
を
代
表
す
る

戦
隊
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
続

編
で
あ
る
「
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
Ⅱ
」
を
製
作
、
関
連
し

て
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
な
ど
の
関
連
商
品

を
開
発
販
売
、
事
業
面
か
ら
も
闘
牛
文
化
の
発
展
を
支
え

て
い
る
。

ま
た
、
闘
牛
好
き
の
た
め
の
動
画
配
信
番
組
「
Ｂ
Ｕ
Ｌ

Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
も
人
気
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は
、
闘
牛
の

試
合
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
闘
牛
関
係
者

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
闘
牛
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
伊
波
大
志
氏

と
の
掛
け
合
い
で
視
聴
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
会
社
の
起
業
に
よ
り
、
地
域
経
済

が
活
性
化
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
伝
統
文
化
を

維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

日
本
に
必
要
な
条
件
不
利
地
で
の
起
業

中
小
企
業
白
書
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
の
日
本
の
開

業
率
は
４
・
２
％
、
廃
業
率
も
３
・
４
％
と
先
進
国
の
中

で
は
極
め
て
低
い
数
字
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
ア
メ
リ

カ
の
開
業
率
が
13
・
５
％
で
あ
り
（
図
）、
中
小
企
業
白

書
に
記
載
は
な
い
が
、
日
本
と
中
小
企
業
比
率
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
開
業
率
は
15
・
４
％
と

高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
廃
業
率
が
低
い
要
因
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

割
愛
す
る
が
、
開
業
率
の
低
さ
に
関
し
て
は
、
将
来
に
向

け
て
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
。周

知
の
と
お
り
、
日
本
で
は
地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、進
学
や
就
職
を
機
に
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
離
れ
、

大
都
市
圏
に
定
着
す
る
流
れ
が
出
来
て
い
る
。
ま
た
就
職

図　開業率

特 集
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の
際
に
は
大
手
企
業
や
公
務
員
の
よ
う
に
安
定
し
て
い
る

職
種
を
選
択
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
高
等
教
育
機

関
で
あ
る
大
学
も
、
学
生
が
名
の
通
っ
た
企
業
へ
の
就
職

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
募
集
活
動
へ
の
追
い
風
と
な

る
こ
と
か
ら
、
就
職
サ
ポ
ー
ト
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

一
度
都
会
暮
ら
し
を
経
験
し
た
若
者
が
故
郷
に
Ｕ
タ
ー

ン
す
る
こ
と
は
、
家
業
の
事
業
承
継
や
親
の
介
護
な
ど
を

除
い
て
あ
ま
り
多
く
な
い
。
親
も
一
度
故
郷
を
出
た
子
ど

も
た
ち
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
対
し
て
は
、
本
心
は
と
も
か
く
、

積
極
的
に
働
き
か
け
な
い
場
合
が
大
多
数
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
大
都
市
圏
を
除
い
た
日
本
各
地
で
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
廃
業
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
経
済
基
盤
の
弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
深
刻
な
問
題
に
対
し
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
起
業
を

促
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
や
関
係
人
口
構
築
な
ど
、

国
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
行
さ
れ
て
は
い
る

が
、
今
後
の
廃
業
増
加
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
強
力
な
施

策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
で
議
論
さ
れ

て
い
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

２
０
２
２
年
４
月
に
内
閣
官
房
の
新
し
い
資
本
主
義
実

現
本
部
事
務
局
が
発
表
し
た
基
礎
資
料
で
は
、
起
業
が
望

ま
し
い
職
業
選
択
と
考
え
る
人
の
割
合
は
、「
中
国
」

79
・
３
％
、「
ア
メ
リ
カ
」
67
・
９
％
、「
イ
ギ
リ
ス
」

56
・
４
％
、「
ド
イ
ツ
」
53
・
６
％
に
対
し
、
日
本
は

24
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
起
業
家
が
日
本
で

起
業
が
少
な
い
と
考
え
る
原
因
は
、「
失
敗
に
対
す
る
危

惧
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
難
し
さ
等
）」
が
39
・
２
％
、「
学

校
教
育
（
勇
気
あ
る
行
動
へ
の
低
い
評
価
等
）」
20
・
０
％
、

「
身
近
に
起
業
家
が
い
な
い
」
10
・
８
％
、「
世
間
の
風
潮

（
成
功
し
て
も
尊
敬
さ
れ
る
程
度
が
低
い
等
）」
９
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
起
業
家
を
増
や
す
た
め
に
は
、

「
意
識
・
風
土
・
風
潮
」
が
60
％
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
58
％
、「
資
金
調
達
」
45
％
、「
教
育
」

38
％
、「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
」
32
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
開
業
率
の
低
さ
が
日
本
の
経
済

成
長
に
も
悪
影
響
を
与
え
、
成
長
力
を
失
う
こ
と
に
よ
り

国
際
社
会
に
お
け
る
給
与
水
準
の
相
対
的
地
位
の
低
下
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
文
部
科
学
省
で
は
数
年
前
か
ら
大

学
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
４
地
域
の
グ
ロ
ー

バ
ル
拠
点
都
市
（
東
京
圏
、
東
海
圏
、
関
西
圏
、
福
岡
）

と
４
地
域
の
推
進
拠
点
都
市
（
札
幌
・
北
海
道
、
仙
台
、

広
島
、
北
九
州
）
を
支
援
し
て
い
る
。

経
営
学
者
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
武
器
と
し

て
、
変
化
の
中
に
機
会
を
発
見
し
、
事
業
を
成
功
さ
せ
る

行
動
体
系
」
と
定
義
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の
資
料
に

は
「
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
を
受
容
し
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
て
い
く
精
神
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
一
般
的
に
解
釈
さ

れ
て
い
る
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
勇
気
あ
る
行
動
に

よ
る
「
起
業
家
精
神
」
と
い
う
意
味
で
述
べ
て
い
る
と
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
０
２
１
年
度
、
文
部
科
学
省
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
、
全
国
約
２
５
０

の
大
学
か
ら
１
４
０
０
人
の
大
学
生
お
よ
び
大
学
院
生
が

参
加
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
の
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
小
中
高

生
へ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
前
述
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
８
拠
点
都
市
を
中
心
と
し
た
面
的
展
開
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
指
定
校
な
ど

へ
の
高
度
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
実
現
す
る
と
、
進
学
や
就
職
で
故
郷
を
出
る

子
ど
も
た
ち
が
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
な

が
ら
新
た
な
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
仮
に
大
企
業
や

公
務
員
に
就
職
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
効
果
に

よ
り
組
織
へ
創
造
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
出
来
る

人
材
が
増
え
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
た
条
件

不
利
地
に
あ
る
市
町
村
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
の
社
会
的
価
値
に

つ
い
て
意
識
啓
発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
家
業
の
事
業
承

継
や
地
元
企
業
へ
の
就
職
以
外
の
選
択
と
し
て
、
起
業
を

す
る
人
材
の
増
加
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

自
ら
が
育
っ
た
地
元
で
、
最
も
信
頼
す
る
人
々
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
の
起
業
は
、
前
述
の
日
本
社
会
の
開
業
率
の

低
さ
の
根
本
的
解
決
の
道
筋
を
与
え
、
起
業
家
を
増
や
す

こ
と
へ
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
、「
〇
〇
年
卒
業
の
〇
〇

さ
ん
が
東
京
か
ら
戻
っ
て
地
元
で
起
業
し
た
」
な
ど
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
マ
イ
ン
ド
が
持
続
す
る
こ
と
も
容
易
に
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教

育
か
ら
始
ま
り
、
一
連
の
フ
ロ
ー
を
経
て
、
起
業
自
体
の

成
功
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
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北
海
道
寿
都
町
で
行
わ
れ
た 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
意
見
交
換
会

北
海
道
寿
都
町
で
は
２
０
２
２
年
６
月
７
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Global Solutions 

Strategies

代
表
の
久
保
田
貴
宏
氏
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
迎

え
、
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
教
育
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

会
を
行
っ
た
。
冒

頭
に
筆
者
か
ら
新

し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
で
議
論
さ

れ
て
い
る
起
業
に

つ
い
て
の
資
料
の

説
明
を
行
い
、
そ

の
後
久
保
田
氏
に

よ
り
日
本
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
小
企
業
の
違
い
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
久
保
田

氏
に
よ
る
と
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
起
業
に
関
す

る
違
い
は
主
に
次
の
５
点
に
な
る
。

・
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
中
小
企
業
比
率
に
は
大

き
な
違
い
が
な
い
が
、
開
業
率
、
廃
業
率
と
も
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
10
ポ
イ
ン
ト
程
度
高
い
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
大
企
業
や
公
務
員
へ
の
就
職
よ

り
も
、
起
業
す
る
こ
と
の
方
が
社
会
的
位
置
づ
け
は
高

い
。
子
ど
も
の
成
長
の
段
階
で
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ

ッ
プ
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

・
失
敗
経
験
が
あ
る
こ
と
を
重
要
視
し
、
投
資
の
際
に
は

失
敗
経
験
が
有
利
に
働
く
。
日
本
は
そ
の
正
反
対
に
位

置
し
、
敗
者
復
活
が
難
し
い
社
会
で
あ
る
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
国
内
市
場
が
小
さ
い
の
で
中
小

企
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
を
意
識
し
て
事
業
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

・
日
本
も
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
に
よ
り
地
域
内
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
が
増
え
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
・
ス
パ

イ
ラ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
に
つ
い

て
の
意
見
は
概
ね
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・
短
期
的
な
効
果
は
出
に
く
い
が
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば

地
域
経
済
の
縮
小
に
対
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

・
学
習
時
間
は
多
く
は
な
い
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ

職
業
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

・
若
者
の
起
業
は
非
常
に
重
要
だ
が
、
地
元
を
選
ん
で
も

ら
え
る
か
ど
う
か
が
課
題
で
あ
る
。

・
短
期
的
な
課
題
が
多
い
中
で
そ
う
簡
単
に
は
進
ま
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
実
現
す
る
に
は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
。

・
仕
事
が
あ
れ
ば
地
元
に
戻
っ
て
き
た
い
と
い
う
若
者
は

か
な
り
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
を
踏
ま
え
た
よ
り
具
体
的
な

議
論
に
よ
り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
重
要
性
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。

ま
と
め

２
０
２
２
年
６
月
７
日
に
発
表
さ
れ
た
「
新
し
い
資
本

主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
案
」
に
書
か

れ
て
い
る
「
新
し
い
資
本
主
義
に
向
け
た
計
画
的
な
重
点

投
資
」
に
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起
業
加
速
及
び
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
実
施
事
項
に
「
起
業
家
教
育
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
「
産
業
界
の
協
力
を
得
て
、
起
業
家
を
教
育

現
場
に
派
遣
い
た
だ
き
、
初
等
中
等
教
育
等
に
お
け
る
起

業
家
教
育
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
高
等
専
門
学
校
・
大
学

に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の
活
用
を
含
め

た
起
業
家
教
育
を
横
展
開
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
う
ち
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教

育
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
う
か
が
え

る
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
地
域
経
済
の
縮
小
に
対
し
て
さ

ら
な
る
強
力
な
施
策
が
必
要
で
あ
り
、「
新
し
い
資
本
主

義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
案
」
は
、
そ
こ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
た
な
仕
組
み
の
構
築
を
期
待
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ

た
地
元
出
身
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
を
実
現
し
、
地
域
の
経

済
縮
小
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

アントレプレナー教育意見交換会（北海道寿都町）

小
中
高
生
へ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー�

（
起
業
家
）
教
育
の
実
施

　

↓
進
学
・
就
職
に
よ
る
人
材
の
流
出

　

↓
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
継
続
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

↓
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
の
実
現
＆
自
治
体
や

経
済
団
体
に
よ
る
手
厚
い
創
業
支
援

アントレプレナー教育から
Ｕターン起業のフロー（仮説）

特 集
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特 集
22
年
ぶ
り
の
故
郷
で
の
生
活

２
０
１
７
年
４
月
。
神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら
故
郷
で
あ

る
秋
田
県
能
代
市
に
家
族
４
人
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

能
代
市
は
人
口
約
５
万
人
。秋
田
県
北
西
部
に
位
置
し
、

日
本
海
に
面
し
、
世
界
自
然
遺
産
「
白
神
山
地
」
と
隣
接

し
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
、

仕
事
で
あ
る
家
具
作
り
を
静
か
な
と
こ
ろ
で
行
い
た
か
っ

た
こ
と
と
、
子
ど
も
た
ち
と
の
び
の
び
し
た
環
境
で
過
ご

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
移
住
と
同
時
に
能
代
駅
前
の
古

い
民
家
を
借
り
て
家
具
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と

建
具
屋
さ
ん
だ
っ
た
場
所
な
の
で
、
機
械
音
に
対
し
て
の

周
り
の
方
々
の
理
解
が
あ
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ

で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
家
具
作
り
が
で
き
て
い
ま
す
。休
日
は
、

海
と
山
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
海
に
釣
り
に
行
っ
た
り
山

に
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

静
か
を
通
り
越
し
寂
し
さ
に

◆◆◆◆◆◆

日
々
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
中
で
、
あ
ら
た
め
て
周

り
を
見
渡
し
て
み
る
と
心
地
よ
い
静
か
さ
を
通
り
越
し

て
、
人
の
姿
が
少
な
く
て
寂
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
も
毎
年
数
件
お
店
が
閉
店

し
て
い
ま
す
。
お
店
も
な
け
れ
ば
街
中
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
の
姿
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
人
の
姿
も
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

街
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
時
期
に
、
秋
田
県
主
催
の
「
動
き

出
す
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
は
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
手
法
を
学
ぶ
も
の
で
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
す
る
、
新
し
い
エ
リ
ア
形
成
の
手

法
で
す
。
全
国
各
地
で
街
を
元
気
に
し
て
い
る
実
践
者
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
教
え
て
も
ら
う

中
で
、
私
た
ち
世
代
が
街
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、
と
思

◆◆◆

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
会
に
偶
然
参
加
し
て
い
た

仏
壇
屋
経
営
者
、
飲
食
店
経
営
者
、
工
務
店
経
営
者
そ
し

て
私
の
４
人
が
意
気
投
合
し
、
そ
の
後
「
合
同
会
社
の
し

ろ
家
守
舎
」
を
立
ち
上
げ
る
に
至
り
ま
す
。

街
に
必
要
な
モ
ノ
・
コ
ト

勉
強
会
で
、
最
初
に
議
論
し
た
こ
と
は
「
こ
の
街
に
足

り
な
い
も
の
は
何
だ
ろ
う
？
」
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
四

つ
の
地
域
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
遊
び

場
が
な
い
。
マ
マ
さ
ん
の
居
場
所
が
な
い
。〝
木
都
能
代
〟

ら
し
い
場
所
が
な
い
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
が
み
え

な
い
。
ど
こ
の
街
に
も
あ
る
課
題
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

ま
ず
は
そ
こ
か
ら
で
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

拠
点
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
エ
リ
ア
を
変
え
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

拠
点
を
見
つ
け
る
べ
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い

た
ら
偶
然
、
駅
前
と
い
う
好
立
地
に
「
丸
彦
商
店
」
と
い

う
元
酒
屋
だ
っ
た
空
き
店
舗
を
見
つ
け
ま
し
た
。
地
下
１

階
地
上
２
階
の
３
フ
ロ
ア
あ
る
建
物
で
す
。
大
家
さ
ん
は

90
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
今
で
は
私
た
ち
の
最
大
の
応
援

者
で
す
。

マ
ル
ヒ
コ
ビ
ル
ヂ
ン
グ
と
街
の
イ
ベ
ン
ト

ま
ず
は
２
０
２
１
年
４
月
、２
階
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

し
「Co-m

otom
achi

」
と
名
付
け
ま
し
た
。
同
時
に
ビ

ル
の
名
前
を
丸
彦
商
店
か
ら
引
き
継
ぎ
「
マ
ル
ヒ
コ
ビ
ル

ヂ
ン
グ
」
と
命
名
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
、
工
務
店
、
農
家
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
事
業
者
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
新

◆◆◆◆◆◆

秋
田
県
能
代
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

―
遊
び
場
併
設
カ
フ
ェ
や
多
彩
な
マ
ル
シ
ェ
―

湊　

哲
一

合
同
会
社
の
し
ろ
家
守
舎 

代
表
社
員

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
街
に
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し
い
仕
事
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
場
所
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
賛
同
し
て
く
れ
た
家
族
の
よ
う

な
方
々
で
す
。

そ
し
て
２
０
２
２
年
４
月
、
１
階
にcafe &

 asobiba 
4-6

（
カ
フ
ェ
と
ア
ソ
ビ
バ
よ
ん
の
ろ
く
）
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
遊
び
場
併
設
の
カ
フ
ェ
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
マ
マ
さ
ん
か
ら
放
課
後
に
遊
び
に

来
る
小
学
生
、
そ
し
て
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ま
で
世
代
を
問
わ
ず
来
店
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

遊
び
場
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
マ
マ
さ
ん
た
ち
主
催
の
リ

ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ゅ
ち
ゅ
り
ゆ
ー
す
」
や
、
画
家
主

催
の
デ
ッ
サ
ン
教
室
、
高
校
生
主
催
の
ア
ー
ス
デ
イ
能
代

な
ど
街
に
住
む
人
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

地
下
に
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
学
校
「
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ａ
能
代
」
を
整

備
し
ま
し
た
。
自
分
で
空
き
店
舗
の
内
装
を
手
が
け
る
こ

と
が
出
来
る
く
ら
い
の
ス
キ
ル
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
講
座

を
開
催
予
定
で
す
。
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ａ
は
全
国
に
10
カ
所
ほ
ど

展
開
し
て
い
る
学
校
で
、
地
域
課
題
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
い
う
手

法
で
解
決
を
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
地
域
の
方
々

で
構
成
し
て
い
る
団
体
で
す
。

拠
点
整
備
と
一
緒
に
進
め
て
い
た
の
が
、
街
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
こ
の
商
店
街
、
の
し
ろ
家
守

舎
っ
て
楽
し
い
こ
と
を
や
っ
て
る
よ
ね
、
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
こ
の
短
期
間
で
イ
ベ
ン
ト
は
か
な
り
の
回
数

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
一
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
寂
れ
た
歩
道
、
車
道
を
有
効
活
用
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
歩
道
と
空
き
地
を
使
っ
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
マ

ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
だ
ん
・
だ
ん
の
し
ろ
」、
能
代
の
駅
前

で
か
つ
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
能
代
最
大
の
朝
市
を
再
現
す

べ
く
「
の
し
ろ
い
ち
」
と
い
う
新
た
な
市
を
作
り
、
今
ま

で
計
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
秋
に
開
催
し
た
の
し
ろ
い
ち

で
は
車
道
を
歩
行
者
天
国
に
し
、
延
べ
１
万
５
０
０
０
人

の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
空
き

店
舗
で
は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
が
行
う
「Creer

マ
ル
シ

ェ
」、
小
商
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「Co-ten

」
な
ど
空

き
店
舗
へ
の
起
業
促
進
も
兼
ね
た
見
せ
方
も
し
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

拠
点
を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。
東
北
一
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
言
わ
れ
た
こ
の

街
で
す
。
連
動
し
て
空
き
店
舗
を
開
け
、
こ
の
街
を
楽
し

む
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
衰
退
す
る
一
方

で
す
。
そ
こ
で
、
空
き
店
舗
の
リ
サ
ー
チ
や
行
政
連
携
で

の
起
業
勉
強
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
場
」
が
出

来
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
、
街
の
動
き
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
し
ま
す
。

作
っ
て
良
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
大

切
に
し
、
常
に
発
信
し
て

行
き
た
い
で
す
。

今
後
も
能
代
市
、
そ
し

て
の
し
ろ
家
守
舎
の
動
き

を
注
目
し
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

◆◆◆

企画運営した能代駅前商店会主催の「のしろいち」

空き店舗を活用したカフェに併設している物販スペース

リノベーションする前の丸彦商店
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特 集
原
点
は
農
産
物
の
有
効
活
用

埼
玉
県
川
越
市
発
の「
Ｃコ

エ

ド

Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｂブ

ル

ワ

リ

ー

Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」

は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
の
商
社
で
あ
る
株
式
会
社
協
同

商
事
が
創
業
母
体
の
、
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
メ
ー
カ

ー
で
す
。１
９
９
６
年
よ
り
ビ
ー
ル
醸
造
を
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
で
は
25
カ
国
へ
の
輸
出
実
績
が
あ
り
ま
す
。

当
社
は
も
と
も
と
、
１
９
７
５
年
に
「
安
心
・
安
全
・

美
味
し
い
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
川
越
の
農
家
と
提
携
し
て
、

産
地
直
送
の
農
作
物
販
売
事
業
か
ら
始
ま
り
、
全
国
の
有

機
栽
培
減
農
薬
無
農
薬
野
菜
を
作
る
農
家
と
共
に
新
し
い

農
業
へ
挑
戦
し
て
き
た
会
社
で
す
。
農
業
の
会
社
な
ら
で

は
だ
と
思
う
の
で
す
が
、「
地
元
の
農
産
物
の
活
用
」
が

ビ
ー
ル
づ
く
り
へ
の
着
想
の
原
点
で
し
た
。

麦
の
産
地
で
も
あ
る
埼
玉
県
で
は
、
昔
か
ら
麦
を
連
作

障
害
対
策
の
緑
肥
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
代
表
的
な
農
産
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
は
規
格
外

品
と
し
て
は
じ
か
れ
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
１
次
産
業
と
し
て
だ
け
で
な
く
大
麦
の
食
品
へ
の
加

◆◆◆

工
に
よ
り
高
付
加
価
値
化
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
、
い
わ

ば
６
次
産
業
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で
ビ
ー
ル
醸
造
へ

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
で
は
、
大
麦
を
発
芽
さ
せ

酵
素
を
作
り
、
乾
燥
し
安
定
し
た
状
態
の
麦
芽
を
使
用
し

て
仕
込
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
大
麦
の
加
工
を
「
製
麦
」

と
言
い
ま
す
が
、
独
立
し
た
産
業
と
し
て
存
在
し
て
お
ら

ず
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
る
に
は
コ
ス
ト
も
高
い
。
総
合
的

に
検
証
し
た
結
果
、
こ
れ
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し
た
ビ
ー
ル
醸
造
に
成
功

し
ま
し
た
。

醸
造
技
術
面
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
よ
り
ブ
ラ
ウ
マ
イ
ス

タ
ー
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
５
年
間
醸
造
技
術
や
知
識
、
設
備
や
原

材
料
の
仕
入
れ
等
ビ
ー
ル
づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
、
ブ
ル

ワ
リ
ー
（
醸
造
所
）
と
し
て
の
土
台
を
形
成
し
て
い
き
ま
し

た
。
い
ま
で
は
、
伝
統
的
な
ビ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
か
ら
ア
ロ
マ

ホ
ッ
プ
を
多
用
し
た
Ｉ
Ｐ
Ａ
（India PA

LE A
LE

）
に

代
表
さ
れ
る
も
の
や
、
日
本
の
原
材
料
や
酒
造
り
か
ら
の

学
び
を
応
用
し
た
新
し
い
ビ
ー
ル
づ
く
り
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
海
外
の
ク
ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ク
ラ
フ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ス

ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
を
専
門
と
す
る
ロ
ー
ス
タ
リ
ー

（
焙
煎
所
）
と
、
あ
る
い
は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
グ
ラ
ス
職

人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
づ
く
り
の
技
術
や
知
識
を
も
っ
て
、

従
来
に
な
い
ビ
ー
ル
や
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
機
械
化
に
よ
る
効
率
の
追
求
で
は
な
く
、
熟
練
し
た

職
人
の
手
仕
事
に
よ
る
も
の
づ
く
り
へ
の
追
求
の
末
に
真

の
価
値
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
う
い
っ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
も
の

づ
く
り
へ
の
挑
戦
の
ほ
か
、
コ
エ
ド
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
呼
ん
で
い
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ー
ル
界
で

は
、
20
℃
程
度
の
中
温
度
帯
を
好
む
上
面
発
酵
酵
母
に
よ

り
醸
し
出
す
ビ
ー
ル
の
事
を
エ
ー
ル
（
Ａ
Ｌ
Ｅ
）
と
呼
び
、

10
℃
程
度
の
低
温
度
帯
を
好
む
下
面
発
酵
酵
母
に
よ
る
ビ

ー
ル
の
事
を
ラ
ガ
ー
（
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
応
援
す
る
際
に
エ
ー
ル
（
Ｙ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
）
を
送
る
と
い
う
表
現
は
、
多
く
の
方
に
と
っ
て

な
じ
み
の
あ
る
日
本
語
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
で
は
、「
エ

ー
ル
」
の
二
つ
の
同
音
異
義
語
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
な
ら
で
は
の
思
い
を
託
し
て
結
び
付
け
、
多
く
の
団

体
の
記
念
日
に
向
け
て
、
特
別
な
〝
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
〟

エ
ー
ル
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｅ
を
醸
造
す
る
こ
と
で
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
人
々
の

交
流
が
制
限
さ
れ
、
全
国
各
地
の
お
祭
り
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
２
０
２
０
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

◆◆◆

埼
玉
県
川
越
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

田
邊　

真

株
式
会
社
協
同
商
事 

カ
ス
タ
マ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
、
広
報

―
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
祭
エ
ー
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

特
別
醸
造
Ａエ

ー

ル

Ｌ
Ｅ
で
Ｙエ

ー

ル

Ｅ
Ｌ
Ｌ
を
送
る
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も
指
定
さ
れ
て
い
る
、
地
元
の
川
越
ま
つ
り
も
同
様
に
中

止
と
な
り
、
多
く
の
方
々
が
喪
失
感
を
感
じ
て
い
る
中
、

川
越
ま
つ
り
を
応
援
し
、
復
活
を
祈
念
し
特
別
醸
造
し
た

ビ
ー
ル
「
祭
エ
ー
ル-M

atsuri A
LE-

」
を
開
発
し
、
売

上
の
一
部
を
次
年
度
の
お
祭
り
開
催
の
た
め
に
寄
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
い
た
り
ま
し
た
。

疫
病
に
由
来
す
る
生
活
へ
の
影
響
、
閉
塞
感
や
焦
燥
感

に
対
し
て
、
地
域
を
拠
点
と
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

ま
た
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
だ

か
ら
こ
そ
改
め
て
感
じ

る
大
切
な
お
祭
り
に
、

人
々
を
つ
な
ぐ
不
思
議

な
力
を
持
つ
ビ
ー
ル
で

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
コ
エ

ド
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
は
、

川
越
ま
つ
り
を
第
一
弾

（
２
０
２
１
年
２
月
15

日
発
売
開
始
）
に
、
東

北
６
県
の
お
祭
り
（
２

０
２
１
年
４
月
28
日
発

売
開
始
＝
青
森
・
ね
ぶ

た
祭
、
秋
田
・
竿
燈
ま

つ
り
、
盛
岡
・
さ
ん
さ

踊
り
、
山
形
・
花
笠
ま

つ
り
、
仙
台
・
七
夕
ま

つ
り
、
福
島
・
わ
ら
じ

ま
つ
り
）、
そ
し
て
埼

玉
県
内
の
秩
父
夜
祭

（
２
０
２
１
年
10
月
８

日
発
売
開
始
）
と
、
各

地
で
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
お
祭
り
を
応
援
す
る
た
め
「
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
を
始
動
し

ま
し
た
。お
祭
り
復
活
に
向
け
た
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
を
送
る
べ
く
、

日
本
の
祭
り
の
精
神
性
の
源
の
一
つ
で
も
あ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
の
米
を
テ
ー
マ
と
し
、
特
別
な
Ａ
Ｌ
Ｅ
ビ
ー
ル
を

醸
造
致
し
ま
し
た
。

「
祭
エ
ー
ル-M

atsuri A
LE-

」
は
、
明
る
く
淡
い
黄

金
色
と
ク
リ
ー
ン
な
苦
味
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
統
の
ノ
ー
ブ

ル
ホ
ッ
プ
の
柔
ら
か
い
ア
ロ
マ
に
加
え
て
、
米
を
使
用
す

る
こ
と
で
す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
口
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
ベ
ル
に
は
、
歴
代
の
祭

り
の
ポ
ス
タ
ー
を
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
使
用
し
、
ま

た
秩
父
夜
祭
は
同
地
域
が
舞
台
と
な
り
話
題
と
な
っ
た
ア

ニ
メ
の
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
秩
父
夜
祭
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ア
ニ
メ
の
イ
ラ
ス
ト
を
デ
ザ
イ
ン
に
起
用
し
、
地
域

へ
の
思
い
を
活
動
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
２
月
15
日
の
川
越
ま
つ
り
・
祭
エ
ー
ル
の

発
売
開
始
か
ら
、
同
年
11
月
頃
ま
で
に
全
国
の
酒
販
店
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
自
社
通
販
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
川
越
ま
つ
り
と
東
北
６
県
、
秩
父
夜
祭
を
合
わ
せ
て

累
計
23
万
３
３
９
５
本
を
販
売
し
、
１
本
あ
た
り
20
円
、

計
４
６
６
万
７
９
０
０
円
を
お
祭
り
関
係
者
な
ど
の
各
団

体
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

私
た
ち
単
独
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

お
い
し
い
ビ
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
で
市
民
の
方
や
川
越
ま

つ
り
を
応
援
し
て
い
る
方
に
購
入
し
て
も
ら
い
、
寄
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
購
入
く
だ
さ
っ
た
方
、
共
感

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

CO
ED

O
 BR

EW
ER

Y
 

コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー
Ｈ
Ｐ

〈https://w
w

w
.coedobrew

ery.com
/

〉

「東北 6 県のお祭り」
（左から、仙台・七夕まつり、盛岡・さんさ踊り、福島・わらじまつり、秋田・竿燈まつり、山形・花笠まつり、青森・ねぶた祭）

川越市の川合善明市長（左）へ寄付の目録を手渡す朝霧重治代表取締役社長
（2022 年 2 月 14 日）

COEDO BREWERY の
「川越まつり・祭エール」
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特 集
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

私
た
ち
が
東
京
都
町
田
市
の
空
き
家
に
、「
ま
ち
の
保

健
室
」
と
い
う
場
所
を
作
っ
た
の
は
２
０
１
２
年
６
月
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
と
き
に
手
当
を

し
て
も
ら
い
に
行
く
学
校
の
保
健
室
み
た
い
な
と
こ
ろ
、

大
人
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
す
。
一
人
暮
ら
し
の

人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
だ
れ
か
と
話
せ
る
場
所
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

町
田
市
は
東
京
の
西
、
神
奈
川
県
に
隣
接
し
た
丘
陵
地

帯
の
町
で
す
。
昭
和
30
年
代
に
開
発
さ
れ
た
団
地
群
が
８

カ
所
あ
り
人
口
は
42
万
人
を
数
え
ま
す
。
都
心
や
横
浜
、

八
王
子
ま
で
30
分
以
内
に
行
け
る
場
所
の
た
め
か
若
い
人

が
増
え
て
き
て
駅
前
は
に
ぎ
や
か
さ
を
呈
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
居
し
た
団
地
の
住
民
は
高

齢
化
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

若
年
性
認
知
症
の
当
事
者
と
の
出
会
い

◆◆◆◆◆◆

あ
る
日
一
人
の
女
性
が
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

「
夫
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

後
ろ
に
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高
齢
で
も
な
い
男
性
が
隠

れ
る
よ
う
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
、
35
年
間

務
め
て
き
た
商
社
を
先
月
辞
め
た
ば
か
り
。
若
年
性
の
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
半
年
に
な
る
が
、
ミ
ス
が
多
く
な
り

周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
退
職
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。し
か
し
な
か
な
か
会
話
が
続
き
ま
せ
ん
。

奥
様
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
、
と
心
配
し
ま
す
が
、
夫
婦
二
人
だ
と
ど
う
し

て
も
詰
問
調
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
双
方
に
余
裕
が
欲

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
ば
ら
く
「
保
健
室
」
に
通

っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

男
性
は
「
保
健
室
」
で
、
訪
ね
て
く
る
人
に
お
茶
を
入

れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
書
類
を
作
っ
た
り
、
資
料
を
ま
と

め
た
り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
仕
事
は
な
ん
で
も
し
っ
か

り
と
丁
寧
に
で
き
ま
す
。
こ
れ
で
仕
事
が
で
き
な
い
と
い

う
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
。
そ
の

間
も
訪
ね
て
く
る
近
所
の
高
齢
者
の
話
し
相
手
に
な
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
て
い
る
と
い
う
感

じ
で
、
寡
黙
な
人
だ
と
い
う
印
象
で
し
た
。

「
本
人
会
議
」
の
立
ち
上
げ
と
ミ
ニ
講
座

こ
の
男
性
を
き
っ
か
け
に
、
ほ
か
に
も
認
知
症
の
人
が

「
保
健
室
」
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
事
者
同
士

で
話
す
こ
と
が
楽
し
く
な
り
、
次
第
に
自
分
た
ち
も
ま
だ

や
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
地
域
で
役
に
立
ち
た
い
、
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
、
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
話
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
「
認
知
症
ミ
ニ
講

座
」
と
し
て
語
り
は
じ
め
ま
し
た
。
す
る
と
自
分
も
認
知

◆◆◆

東
京
都
町
田
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

松
本　

礼
子

一
般
社
団
法
人
Ｄ
フ
レ
ン
ズ
町
田　

認
知
症
と
共
に
生
き
る
町
づ
く
り
推
進
メ
ン
バ
ー

―「
ま
ち
の
保
健
室
」
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
―

当
事
者
の
声
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

本人会議で話し合う当事者
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症
と
い
う
人
が
次
々
に
集
ま
っ
て
き
て
、
つ
い
に
は
「
認

知
症
と
共
に
歩
む
人
・
本
人
会
議
」
と
い
う
当
事
者
の
話

し
合
い
の
場
が
で
き
ま
し
た
。

や
は
り
自
分
た
ち
が
直
接
語
っ
て
認
知
症
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
、
講
座
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
、

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、
と
ミ
ニ
講
座
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
町
内
会
、
団
地
の
集
会
、
学
校
、
商
店
会
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
は
断
ら
ず
出
か
け
て
い

き
、
２
０
１
９
年
３
月
ま
で
の
７
年
間
に
２
０
０
回
を
超

え
て
、
お
よ
そ
２
５
０
０
人
の
地
域
の
人
と
語
り
合
っ
て

き
ま
し
た
。
５
、
６
人
の
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
１
０
０

人
超
え
と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
田
市
の
担
当
の
方
の
紹
介
で
、
２
０
１
５
年

２
月
に
成
瀬
が
丘
南
口
商
店
街
さ
ん
と
の
駅
前
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
皆
で
参
加
し
て
自

分
た
ち
も
地
域
の
役
に
立
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
商
店
街
の
方
か
ら
、
認
知
症
の
人
が
こ
ん
な
に

一
生
懸
命
に
や
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、
誰
が
認
知
症

な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
商
店
街
の
歳
末
福
引
抽
選
会
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
出
張
認
知
症
カ
フ
ェ
を
一
緒
に
開
催
し
た
り
し

ま
し
た
。

Ｄ
カ
フ
ェ
の
定
期
開
催
と 

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

こ
の
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
大
手
の
コ
ー

ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
か
ら
、
お
店
を
使
っ
て
何
か
や
り
ま
せ
ん

か
、
と
い
う
声
掛
け
を
い
た
だ
き
、
認
知
症
カ
フ
ェ
（
Ｄ

カ
フ
ェ
）
を
毎

月
定
期
的
に
開

催
で
き
る
こ
と

と
な
り
、
２
０

２
０
年
３
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
休
止
す
る

ま
で
続
き
ま
し

た
。
Ｄ
カ
フ
ェ

が
始
ま
る
と
、

当
事
者
や
外
出

を
避
け
て
い
た

人
に
と
っ
て
も

カ
フ
ェ
に
行
く

と
い
う
目
的
が

で
き
、
外
出
し

◆◆◆

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
家
族
に
と
っ
て
も
、
家
族
同
士
の

相
談
場
所
と
な
り
「
も
っ
と
早
く
こ
ん
な
場
所
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
か
っ
た
、
妻
が
こ
こ
ま
で
進
ま
な
い
う
ち
に
何

か
で
き
た
と
思
う
」
と
、
家
族
間
で
仲
良
く
な
っ
て
い
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
市
内
８
店
舗
で
毎
月
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
、
開
催
回
数
96
回
、
参
加
者
数
９
４
５
人
（
う
ち

当
事
者
本
人
１
６
４
人
）、
２
０
１
９
年
度
は
、
開
催
回

数
90
回
、
参
加
者
数
９
２
１
人
（
う
ち
当
事
者
本
人
１
４

４
人
）
で
し
た
。

街
中
の
カ
フ
ェ
で
の
開
催
は
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
利

点
が
あ
り
ま
す
。
介
護
家
族
、専
門
職
、学
生
、市
民
の
方
。

自
分
は
認
知
症
で
は
な
い
か
と
話
を
聞
き
に
参
加
さ
れ
る

方
も
い
ま
し
た
。
そ
の
時
々
に
集
ま
っ
た
人
の
話
か
ら
テ

ー
マ
を
見
つ
け
、
誰
に
と
っ
て
も
隔
た
り
の
な
い
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
参
加
し
た
人
が
自
分
の
居
場
所
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
予
防

の
た
め
、
一
時
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
形

を
と
り
、現
在
も
月
一
回
の
開
催
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
市
内
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
内
の
介
護
家
族
の
中
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が

う
ま
く
使
え
な
い
と
い
う
方
も
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
サ
テ
ラ
イ
ト
に
し
て
、
家
の
近
所
か
ら
参
加

で
き
る
よ
う
し
た
り
、
ス
マ
ホ
の
使
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
る
人
の
養
成
な
ど
を
考
え
、
一
人
で
も
多
く
参

加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

本
人
の
声
か
ら
始
ま
っ
た
Ｄ
カ
フ
ェ
で
す
が
今
後
の
認

知
症
と
共
に
生
き
る
町
つ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

D カフェで話がはずむ認知症の当事者や家族

D カフェの掲示も用意された
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Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
「
富
山
を
世
界
一
ワ
ク
ワ
ク
す

る
ま
ち
に
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
富
山
県
の
豊
か
な

環
境
や
食
材
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
資
源
・
文
化
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。現
在
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
ル
チ
ャ
ー
、
観
光
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
事

業
の
三
つ
を
軸
に
活
動
し
て
い
る
。

ア
ー
ト
を
楽
し
み
食
を
楽
し
む 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
教
育
支
援
も

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
は
、
富
山
県
美
術
館
の
中
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
「BiBiBi &

 JU
R

U
Li

」、
北
陸
新
幹
線
富
山

◆◆◆

駅
に
近
い
日
本
酒
バ
ル
「
バ
ー
ル
・
デ
・
美
富
味
」
な
ど

３
店
舗
を
展
開
す
る
。

「BiBiBi &
 JU

R
U

Li

」
の
店
内
や
料
理
に
は
ア
ー
ト

を
感
じ
る
工
夫
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
店
内
の
壁
面

は
、
県
内
で
制
作
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
で
彩
ら
れ

て
い
る
。
20
世
紀
の
画
家
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
抽
象
画

「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
ト
」
は
、
お
盆

の
上
に
盛
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な
料
理
の
配
置
を
自
分
で
変

え
て
、
各
々
が
ア
ー
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
美
術
館
を
訪
れ
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
一
品
だ
。

使
用
す
る
食
材
の
多
く
が
富
山
県
内
で
生
産
さ
れ
て
お

り
、
食
器
や
店
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
も
県
内
の
職
人
が
作
っ

た
物
を
使
用
。
同
社
取
締
役
の
中
谷
幸
葉
氏
に
よ
れ
ば
、

「
利
用
者
か
ら
は
こ
う
し
た
産
品
に
つ
い
て
『
産
地
に
行

っ
て
み
た
い
』
と
い
う
声
も
聞
く
」
そ
う
で
、
地
域
を
Ｐ

Ｒ
し
、
地
元
産
業
を
盛
り
上
げ
る
き
っ
か
け
の
場
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「BiBiBi &
 JU

R
U

Li

」
は
富
山
県
立
氷
見
高
等
学
校

と
連
携
し
て
、
高
校
生
が
提
案
し
た
商
品
を
２
０
２
２
年

１
、
２
月
に
提
供
し
た
。
同
校
は
文
部
科
学
省
「
地
域
と

の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」
特
例
校

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、そ
の
探
究
学
習
の
一
環
と
い
う
。

生
徒
は
地
元
の
食
材
に
つ
い
て
学
び
、
調
理
を
行
い
、
ど

う
す
れ
ば
売
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
学
校
内
で
は
で

き
な
い
体
験
を
す
る
と
同
時
に
、
地
域
を
見
つ
め
直
す
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
。

一
方
の
「
バ
ー
ル
・
デ
・
美
富
味
」
は
日
本
酒
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
力
を
入
れ
る
。
２
０
２
１
年
12
月
に
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
５
４
７
人
を
対
象
に
日
本
酒
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
１
４
４
人
が
「
日
本
酒
が

苦
手
」
と
回
答
し
、「
ア
ル
コ
ー
ル
が
強
い
」「
日
本
酒
と

富
山
県

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

「BiBiBi ＆ JURULi」の店内

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
教
育
支
援
、

�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

―
地
域
と
人
を
巻
き
込
ん
で
大
き
な
力
に
―

２
０
１
９
年
設
立
の
株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ
（
本
社
・
富
山
市
、
青
井
茂
代
表
取
締
役
）
は
幅

広
い
分
野
で
富
山
県
の
魅
力
発
信
や
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
室
が
直
接
取
材
し
ま
し
た
。
な
お
、
文
責
は
全

て
当
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。�

（
編
集
室
）

13 2022・8 月号 地域づくり 特集編 2022・8 月号地域づくり 特集編 12

4



特 集

の
出
会
い
が
悪
く
、
そ
れ
以
降
苦
手
に
な
っ
た
」
等
の
理

由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
バ
ー
ル
・
デ
・
美

富
味
」
で
は
、
日
本
酒
を
ベ
ー
ス
に
し
た
日
本
酒
カ
ク
テ

ル
を
提
供
。
日
本
酒
に
苦
手
意
識
が
あ
る
人
も
楽
し
め
る

味
の
工
夫
や
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
調
整
が
行
わ
れ
て
お

り
、
日
本
酒
に
縁
の
な
か
っ
た
人
が
そ
の
お
い
し
さ
知
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
扱
う
食
材
や
日

本
酒
は
富
山
県
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
レ
ス
ト
ラ
ン

と
同
様
だ
。

県
内
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
協
力
で
活
動 

資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
で
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
」
が
中
心
と
な
り
、
富
山
県
内
の
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
活
動
を
し
て
い
る
。「
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
「
カ
タ
ー
レ
富
山
」、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
の
「
富
山
グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
」

を
始
め
、
富
山
県
内
の
プ
ロ
、
実
業
団
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
６
チ
ー
ム
と
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
結

成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
出
向
き
、
講
演
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を

行
っ
た
り
、
体
育
の
授
業
の
一
環
と
し
て
の
小
学
校
で
機

械
運
動
教
室
、
公
園
で
自
由
参
加
の
子
ど
も
向
け
ミ
ニ
運

動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
し
て
い

る
。
自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
１
０
０
０
人
以
上
が

来
場
す
る
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
る
。「BiBiBi &

 JU
R

U
Li

」
を
会
場
と
し
て
、
県
内

小
中
学
生
を
対
象
に
、
著
名
選
手
に
よ
る
陸
上
競
技
の
オ

ン
ラ
イ
ン
講
習
会
も
実
施
し
た
。

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
背
景
に

◆◆◆

は
、関
係
者
に『
富
山
の
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
た
い
』『
未

来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
』
と
い
う
共

通
認
識
が
あ
る
か
ら
」（
中
谷
氏
）。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動

の
資
金
の
多
く
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
協
賛

金
等
を
中
心
と
し
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
賛
同
者
の
力
が
大

き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
密
着
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業

２
０
２
０
年
度
は
環
境
省
、
２
０
２
１
年
度
は
県
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
受
託
し
、
実
施
し
た
。
第
１
回
の

２
０
２
０
年
10
月
は
桂
湖
、五
箇
山
相
倉
集
落
で
実
施
し
、

15
社
30
人
が
参
加
。
参
加
者
は
桂
湖
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
五

箇
山
相
倉
集
落
の
民
宿
に
宿
泊
し
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
和

紙
製
作
、
工
芸
な
ど
を
体
験
し
た
。
夜
は
懇
親
会
や
課
題

解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
以
降
、
数
カ
月
に
１
回

程
度
の
頻
度
で
開
催
し

て
お
り
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

が
企
画
す
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
決
ま
っ
た

型
が
な
く
、
親
子
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
課
題
解

決
型
、
企
業
誘
致
向
け

な
ど
、
参
加
者
や
企
業
、

自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

そ
の
都
度
構
成
し
て
い

る
。
地
域
と
密
着
し
た

◆◆◆

形
で
提
供
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
と
地
元
事
業
者
の
間
で

新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
仕
事
面
で
の
メ
リ
ッ
ト

が
得
ら
れ
る
事
業
で
も
あ
る
。

中
谷
氏
は
今
後
に
つ
い
て
「
ま
ず
は
今
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
施
設
を
活
用
し
、
お
客
様
に
ど
う
地
域
を
周
遊
し
て

も
ら
う
の
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
く
の
か
を

考
え
な
が
ら
誘
客
を
行
い
、
い
ま
立
ち
上
が
っ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
切
に
育
て
た
い
」
と
い
う
。「
地
域
活

性
化
に
は
地
域
と
人
を
巻
き
込
む
こ
と
が
大
事
。
最
初
は

『
こ
の
指
と
ま
れ
』
で
共
感
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
て

い
く
。
そ
の
人
た
ち
が
ま
た
『
こ
の
指
と
ま
れ
』
と
、
人

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
少
し
ず
つ
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
」

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
川
口 

峻
平
（
鳥
取
県
よ
り
派
遣
）「TOYAMA WHITE SHRIMPS」のスポーツイベント

「バール・デ・美富味」のカウンターと中谷氏
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観
光
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
よ
り

重
要
な
こ
と
は
持
続
可
能
性
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
人
（
人
材
）
で
す
。
地
域
調
整
役

の
黒
子
と
し
て
８
年
半
近
く
地
域
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験

か
ら
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
の
冬
、
当
時
所
属
し
て
い
た
八
十
二
銀
行

本
部
（
融
資
部
）
よ
り
観
光
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専

任
担
当
者
と
し
て
指
名
を
受
け
た
私
は
、
地
元
有
志
の
メ

ン
バ
ー
を
リ
ー
ド
し
、
長
野
県
山
ノ
内
町
に
あ
る
湯
田
中

温
泉
に
お
い
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

温
泉
地
の
再
生
・
活
性
化
に
取
り
組
む

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
は
、
地
域
の
若
手
人

材
が
担
い
手
の
中
心
と
な
り
、
長
野
電
鉄
の
終
着
駅
と
な

る
湯
田
中
駅
に
隣
接
す
る
湯
田
中
温
泉
か
え
で
通
り
に
お

い
て
、
増
加
す
る
訪
日
外
国
人
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
捉
え
、
遊
休
物
件
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
・
宿
等
の
滞
在
施
設
の
出
店
（
ま
ち

◆◆◆

づ
く
り
）
と
事
業
の
担
い
手
の
育
成
や
誘
致
（
ひ
と
づ
く

り
）、
地
域
の
情
報
発
信
（
泊
食
分
離
な
ど
回
遊
促
進
）

を
行
う
こ
と
で
、
温
泉
地
の
再
生
・
活
性
化
の
き
っ
か
け

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
民
間
事
業
者
で
す
。
事
業
の

安
定
化
を
目
途
に
若
手
人
材
は
事
業
を
買
い
取
り
、独
立
。

継
続
的
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
手
が
卒
業
し
た
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
は
、
投
融
資
を
受
け
た
フ

ァ
ン
ド
が
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
（
資
金
を
回
収
）
し
て
お
り
、
現
在

は
直
営
す
る
事
業
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
。

当
初
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
の
設
立
メ
ン

バ
ー
に
は
、
地
元
の
旅
館
の
ご
主
人
や
女
将
、
地
域
事
業

者
、
ま
ち
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
な
ど
が
集
ま
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
本
業
が
あ
り
、
活
性
化
に
資

す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
専
任
的
に
活
動
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
企
画

を
生
み
出
す
と
い
う
観
点
で
も
、
担
い
手
と
な
り
う
る
若

手
人
材
が
全
く
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
出
資
金
は
わ
ず
か

85
万
円
と
資
金
的
に
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
は
設

立
し
た
も
の
の
人
材
（
人
）
と
資
金
（
お
金
）
と
い
う
壁

に
最
初
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん

な
中
、
自
ら
宿
泊
事
業
を
創
り
た
い
と
す
る
若
手
人
材

（
20
代
）
と
の
出
会
い
が
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
実
家
は

地
元
で
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
お
り
彼
は
次
男
で
し
た
。
当

時
ホ
テ
ル
の
社
長
（
現
在
は
長
男
が
社
長
）
で
あ
っ
た
父

親
が
次
男
を
連
れ
て
、
銀
行
に
相
談
に
来
た
の
が
出
会
い

の
き
っ
か
け
で
し
た
。
設
立
メ
ン
バ
ー
の
大
人
や
銀
行
に

は
地
域
の
若
手
人
材
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
か
っ
た
た

め
、
運
命
的
に
出
会
っ
た
若
手
か
ら
、
取
り
組
み
に
関
心

の
あ
り
そ
う
な
地
元
の
同
級
生
、
先
輩
・
後
輩
を
紹
介
し

て
も
ら
い
、
そ
の
ま
た
友
人
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
私
は

一
人
ひ
と
り
に
会
い
に
行
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
20
代
後
半
ぐ
ら
い
の
若
手
人
材
た
ち
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
彼
ら
の
や
り
た
い
こ
と
を
形
に
し
て
い
く

方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
課

題
で
あ
る
資
金
が
な
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
観
光
活

性
化
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
・
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

２
０
１
５
年
３
月
長
野
県
内
に
本
店
を
有
す
る
す
べ
て
の

地
域
金
融
機
関
お
よ
び
国
の
機
関
が
出
資
す
る
「
Ａ
Ｌ
Ｌ

信
州
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
が
組
成
さ
れ
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
会
社
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
へ
の
投
融

資
を
検
討
し
、
２
０
１
５
年
８
月
、
同
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る

第
１
号
案
件
と
し
て
、
同
社
お
よ
び
不
動
産
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特

別
目
的
会
社
）
と
な
る
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
地
域
不
動
産

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
し
投
融
資
を
実
行
し
ま
し
た
。

会
社
の
設
立
当
初
か
ら
私
は
、
地
域
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

べ
く
同
社
の
取
締
役
に
就
任
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、

銀
行
法
の
解
釈
か
ら
同
社
の
取
締
役
に
は
な
る
こ
と
は
叶

わ
ず
、
議
決
権
を
持
た
な
い
監
査
役
と
し
て
就
任
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
銀
行
本
部
の
経
営
改
善
支
援
や
旅
館
再

生
案
件
な
ど
の
業
務
を
兼
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
件
取

り
組
み
へ
の
関
与
の
ウ
ェ
イ
ト
を
さ
ら
に
上
げ
て
い
き
、

長
野
県
山
ノ
内
町

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

―「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
」の
活
動
と
考
え
方
―

中
尾　

大
介

元
㈱
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
取
締
役

つ
ま
る
と
こ
ろ
人
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銀
行
に
は
出
勤
せ
ず
、
観
光
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専

任
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
銀
行
の
役
員

に
相
談
し
、
自
ら
の
人
事
異
動
を
凍
結
し
、
異
動
の
リ
ス

ク
を
排
除
し
ま
し
た
）。

地
域
に
は
共
通
す
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
担
い
手
と
な

る
若
手
人
材
の
不
足
と
、
持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
稼
ぐ

仕
組
み
の
欠
如
で
す
。
観
光
地
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
場
合
、

観
光
産
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
労
働
環
境
や
賃
金
水
準
か

ら
人
材
が
集
ま
り
に
く
い
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
家
業

で
あ
る
事
業
者
は
後
継
者
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
地
方
の
地
域
で
生
活
し
、
働
く
こ
と
に
関
心
の
あ
る

若
手
人
材
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
単
純
に
仕
事

が
あ
る
だ
け
で
は
、
地
域
は
若
手
人
材
の
ア
ン
テ
ナ
に
か

か
ら
ず
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
が
起
き
そ
う
な
地
域
、

お
も
し
ろ
い
人
と
つ
な
が
れ
る
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
選
択
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ゆ
る
い
つ
な
が
り
が
居
心
地
よ
く
、
起
業
し
て
み
た
い
思

い
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
、
あ
る
い
は
最
初
か
ら
覚
悟
を
持
っ
て
ガ
チ
に

事
業
を
や
っ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を
持
っ
て
い

る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

若
手
人
材
と
ど
う
つ
な
が
る
か

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
・
行
政
・
民
間
の

大
人
は
、
こ
う
し
た
若
手
人
材
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
若
手
人
材
の
視
点
か
ら
み
る
と
相
談
者
は
友

だ
ち
や
地
域
の
知
り
合
い
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
留
ま
っ
て
お
り
、
起
業
希
望
者
で
あ
っ
て
も

持
続
可
能
性
の
追
求
に
必
要
で
あ
ろ
う
地
域
の
し

が
ら
み
や
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
マ
ネ
タ
イ
ズ
な
ど

に
つ
い
て
気
軽
に
じ
っ
く
り
、
相
談
で
き
る
人
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
若
い
人

が
自
ら
敷
居
の
高
い
金
融
機
関
の
窓
口
や
地
域
の

重
鎮
や
事
業
経
営
者
な
ど
に
直
接
出
向
き
、
相
談

す
る
場
面
は
実
は
少
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、地
域
に
お
け
る
利
害
関
係
は
複
雑
で
、

想
像
以
上
に
地
域
の
危
機
意
識
の
共
有
と
い
う
の

は
進
み
ま
せ
ん
。
地
域
に
は
経
済
合
理
性
で
は
解

◆◆◆

決
で
き
な
い
感
情
や
プ
ラ
イ
ド
が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、
本
気
の
や
る
気

を
も
っ
た
人
を
つ
な
げ
て
い
く
、
ハ
ブ
的
な
人
た
ち
の
存

在
が
、
持
続
可
能
性
の
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ハ
ブ
を
考
え

る
と
き
、
目
的
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
続
け
ら
れ
る
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
望
ま
し
く
、
例
え
ば
、
立
場
、
思
惑
、

時
間
軸
の
異
な
る
外
部
の
フ
ァ
ン
ド
や
コ
ン
サ
ル
と
い
っ

た
専
門
家
の
ス
タ
ン
ス
と
地
域
の
当
事
者
と
は
や
が
て
馴

染
ま
な
く
な
っ
て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

思
い
違
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ハ
ブ
的
な
人
た

ち
が
主
体
・
主
役
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
く
ま
で
主
体
・
主
役
は
地
域
の
人
や
そ
こ
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
で
あ
る
べ
き
で
す
。
地
域
の
中
で
本
気
で

や
り
た
い
人
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
に
予
算
や
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
ス
キ
ー
ム
だ
け
が
用
意
さ
れ
、
地
域
を
よ
く
知

ら
な
い
人
た
ち
が
外
堀
だ
け
を
埋
め
て
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
で
は
、
地
域
で
は
持
続
可
能
性
の
あ
る
取
り
組
み
は

で
き
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
大
局

観
を
持
っ
て
調
整
し
て
い
く
人
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
と
の
間
で
信
用
を
補
完
し
て

い
く
役
割
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
た
め
に
必
要
な
、
覚
悟

を
持
っ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
人
（
人
材
）
と
、
事
業
が

定
着
し
自
立
し
て
い
け
る
と
こ
ろ
ま
で
伴
走
し
て
い
く
ハ

ブ
に
な
る
人
（
人
材
）
や
チ
ー
ム
の
あ
り
方
を
何
よ
り
先

ん
じ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ハ
ブ
に

な
る
人
（
人
材
）・
チ
ー
ム
は
、
行
政
で
も
、
民
間
で
も
、

あ
る
い
は
協
働
・
共
創
す
る
チ
ー
ム
で
も
考
え
方
は
同
じ

で
す
。
い
っ
た
い
誰
が
や
る
の
か
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
人
な

の
で
す
。

「WAKUWAKU やまのうち」卒業生の会社が経営する古民家をリノベーションしたダイニングバー
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特 集
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ン
ク
の
原
点

京
都
信
用
金
庫
は
相
互
扶
助
を
旨
と
す
る
協
同
組
織
金

融
機
関
で
、
１
９
２
３
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
京
都
府

と
滋
賀
県
、大
阪
府
北
部
に
92
店
舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

来
年
２
０
２
３
年
９
月
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
京
都
信

用
金
庫
は
、
１
９
７
１
年
よ
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ン

ク
」
を
理
念
に
掲
げ
、
地
域
の
交
流
・
共
創
が
う
ま
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
理
事

長
で
あ
る
榊
田
喜
四
夫
は
、「
地
域
社
会
の
個
人
と
企
業

に
資
金
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
資
金
と
と
も
に
情

報
を
、
資
金
と
と
も
に
知
恵
を
、
資
金
と
と
も
に
人
を
、

資
金
と
と
も
に
シ
ス
テ
ム
を
地
域
に
提
供
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
地
域
の
人
や
企
業
と
の
接
触
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
深

め
、
地
域
社
会
と
の
真
の
意
味
で
の
共
栄
を
図
る
の
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ン
ク
の
使
命
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

残
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生
か
し 

地
域
課
題
に
向
き
合
う

私
た
ち
は
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
地
場
の
金

融
機
関
と
し
て
、
地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解
決
に
向
き

合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
問
い
」
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人

や
知
恵
を
つ
な
ぎ
、
答
え
を
探
す
取
り
組
み
を
は
じ
め
て

い
ま
す
。

金
融
機
関
と
言
え
ば
〝
お
金
〟
の
相
談
を
す
る
と
こ
ろ
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
根
強
く
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ
、
事
業
と
事
業
を
つ
な
ぐ
と
い
う
役
割
は
、
本
来
、

金
融
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
か
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
こ
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
つ

な
が
り
、
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
が
で
き
れ
ば
、
地
域

全
体
が
活
性
化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
践
す
る
た
め
２
０
２
０
年
11
月
に
開
業
し
た

の
が
、「
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
『
？
（
問
い
）』
に
対

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
が
集
ま
り
、
み
ん
な
で
寄

っ
て
た
か
っ
て
答
え
を
探
し
に
行
く
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
フ
ラ
ッ
ト
に
交
流
で
き
る
場「
Ｑ

◆◆◆

Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
で
す
。

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
目
的
は
、
経
営
者
、
起
業
家
、

学
生
、
な
ど
地
域
の
多
様
な
人
た
ち
が
集
い
、
新
た
な
出

会
い
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
発
さ
れ
る
こ
と
。

各
階
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
層

の
人
が
利
用
で
き
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
混
ざ
り
合

う
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
金
融
機
能
（
河
原
町
支
店
）
は
６
階
に
移
し
て
、

１
階
に
は
地
域
の
方
が
自
由
に
使
え
る
「café

＆bar

」

や
、
地
域
の
起
業
家
や
事
業
者
が
自
社
の
商
品
を
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
き
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
」、

２
階
・
３
階
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

企
業
に
お
勤
め
の
方
が
会
員
制
で
利
用
で
き
る
「
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
他
に
も
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
や
、
学
生
向
け
の
無
料
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
、
大
小
の
会
議
室
を
設
け
、
最
上
階
は
「
食
」
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
は
、
11
人
の
京
都
信
用
金
庫
の

職
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
、
地
域
の
人
々
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
、
寄
せ
ら
れ
た
「
問
い
」
の
解
決
に
向
け

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
成
し
た
り
、
人
を
紹
介
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
施
設
運
営
に
は
、移
住
支
援
を
行
う
起
業
家
、

学
生
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
芸
術
大
学
な
ど
が
名
を
連
ね
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
・
団
体
と
共
同
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
賛
同
し

て
く
だ
さ
っ
た
各
ジ
ャ
ン
ル
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る

「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、
多
種
多
様
な
「
問
い
」
に
対
し
て
知
恵
を
出
し

合
え
る
の
も
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と

京
都
府
京
都
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

―
京
都
信
用
金
庫
が
集
い
の
場
「
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」―

森
下　

容
子

京
都
信
用
金
庫
「
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
館
長

地
域
の「
問
い
」に
向
き
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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つ
で
す
。

京
都
の
地
域
課
題

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る
重
要
な
役
割
に
、「
学

生
」
が
い
ま
す
。
人
口
の
約
１
割
を
学
生
が
占
め
る
と
い

わ
れ
る
京
都
市
に
は
36
校
も
の
大
学
が
あ
り
、
毎
年
た
く

さ
ん
の
学
生
が
京
都
に
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に
恵

ま
れ
た
こ
と
で
、
彼
ら
・
彼
女
ら
は
地
域
の
宝
で
す
。
た

だ
、
そ
の
一
方
で
、
就
職
等
を
機
に
そ
の
約
８
割
以
上
が

京
都
を
離
れ
、
他
都
市
へ
流
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
地
域

課
題
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
京
都
を
、
こ
こ
に
来
た
学
生
た
ち
が
も
っ
と

こ
の
街
に
残
り
た
い
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
的
な
地

域
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
会
員
約
２
６
０
０
人
の
う

◆◆◆

ち
、
学
生
は
８
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
５
階
に
は
「Students Lab

（
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ツ
ラ
ボ
）」
と
い
う
学
生
に
開
放
し
て
い
る
フ
ロ
ア
が

あ
り
、
こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
に
な
っ
て
い
る
学
生

同
士
の
つ
な
が
り
や
、学
外
の
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
こ
を
利
用
す
る
学
生
の
中
に
は
起
業
し
て
い
る
学

生
も
多
く
、
就
職
だ
け
で
な
く
起
業
を
視
野
に
入
れ
た
未

来
へ
の
選
択
肢
を
広
げ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
相
談
さ
れ
た
「
問
い
」
に
対

し
て
学
生
と
大
人
が
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
生
と
事
業
承
継
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
る
事
例
で
は
、
京
都
で
有
名
な
綿
菓
子
シ
ョ
ッ
プ
が

コ
ロ
ナ
禍
で
廃
業
を
決
め
、事
業
譲
渡
を
受
け
た
方
か
ら
、

◆◆◆

「
若
者
が
経
営
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
、
事
業

承
継
と
同
時
に
、
学
生
と
一
緒
に
新
事
業
を
立
ち
上
げ
た

い
、
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
集
ま
る
学
生
と
一
緒
に
考
え

ら
れ
な
い
か
」
と
い
う
ご
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
京
都
芸
術
大
学
に
相
談
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
学
生
さ
ん
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
成
し
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
は
定
款
作

成
か
ら
登
記
ま
で
会
社
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
一
連
の
流

れ
を
経
験
し
、
そ
の
後
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ベ

ン
ト
商
品
の
開
発
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
ま
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
休
業
し

て
い
た
店
舗
の
営
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
で
は

新
天
地
に
移
転
し
た
本
店
で
店
舗
運
営
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。学

生
は
社
会
に
出
る
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
で
き
、
企
業
に
と
っ
て
も
新
た
な
事

業
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

「
競
争
」
で
は
な
く 

「
共
創
」
へ

金
融
業
の
役
割
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
金

融
し
か
で
き
な
か
っ
た
専
門
分
野
も
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
で
代
替
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
が
元
気
に
な
ら
な
い

と
金
融
の
出
番
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
、地
域
内
で
「
競
争
」
で
は
な
く
、「
共
創
」

し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

QUESTION イメージポスター

QUESTION コミュニティステップス

QUESTION 外観
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特 集
包
括
連
携
協
定
の
締
結

淡
路
島
の
中
央
に
位
置
す
る
洲
本
市
は
、
人
口
約
４
万

２
０
０
０
人
、
温
暖
な
瀬
戸
内
気
候
に
属
す
る
静
か
な
街

で
す
。
有
名
な
淡
路
島
の
玉
ネ
ギ
、
海
産
物
等
の
豊
富
な

食
材
や
、
洲
本
城
、
洲
本
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
資

源
、そ
し
て
移
住
定
住
関
連
の
Ｐ
Ｒ
を
全
国
へ
行
う
た
め
、

こ
れ
ま
で
も
首
都
圏
を
中
心
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
や
イ
ベ
ン
ト
出
展
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

（
以
下
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
」）
と
は
観
光
情
報
誌

「
る
る
ぶ
特
別
編
集 

淡
路
島
洲
本
市
」の
発
行
を
は
じ
め
、

飲
食
店
舗
「
る
る
ぶ
キ
ッ
チ
ン
」（
東
京
都
新
宿
区
）
に

お
け
る
洲
本
市
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど

相
互
に
連
携
し
た
事
業
を
複
数
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
密
」
を
避
け
る
た
め
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
と
な
り
、
都
市
圏
へ

◆◆◆

の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
。
飲
食
店

の
経
営
も
厳
し
さ
を
増
し
、
市
内
産
品
の
需
要
が
低
迷
す

る
情
勢
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
諸
課
題
を
共
に

打
開
し
よ
う
と
い
う
共
通
の
目
的
か
ら
２
０
２
０
年
９
月

29
日
、
洲
本
市
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
は
包
括
連
携

協
定
を
締
結
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
首
都
圏
で
の
知
名
度
向
上
や
移

住
・
定
住
促
進
等
の
活
動
を
連
携
し
て
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
活
動

方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
て
打
ち
出
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
の
開
設

２
０
２
１
年
２
月
９
日
に
は
、
東
京
都
新
宿
区
の
Ｊ
Ｔ

Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
本
社
ビ
ル
内
に
「
洲
本
市
魅
力
創
生

課
東
京
事
務
所
」
を
新
た
に
オ
ー
プ
ン
。
洲
本
市
か
ら
Ｊ

Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
へ
運
営
を
委
託
す
る
形
に
よ
る
も

◆◆◆

の
で
、
先
に
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
首
都
圏

で
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と

い
っ
た
活
動
を
行
う
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
事
務
所
に
は
移
住
の
制
度
や
支
援
事
業
の

問
い
合
わ
せ
、
空
き
家
の
紹
介
等
を
行
う
「
淡
路
島
洲
本

市
首
都
圏
移
住
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
な
が
ら
移
住
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
事
務
所
の
運
営
に
は
、
こ
れ
ま
で
洲
本
市
と
の

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
活
動
を
通
し
て
洲
本
市
の
魅
力
を
熟
知

し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の
社
員
が
着
任
し
活
動
を

し
て
い
る
ほ
か
、
洲
本
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
勤
務

経
験
者
な
ど
が
移
住
相
談
等
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
２
０
２
１
年
４
月
以
降
は
、
洲
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
を
相
談
員
と
し
て
募
集
す
る
な
ど
、
雇
用
の
創

出
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
具
体
例

包
括
連
携
協
定
の
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
と
共

◆◆◆

兵
庫
県
洲
本
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

JTB パブリッシングと共同製作した
「るるぶ特別編集 淡路島洲本市」

官
民
連
携
に
よ
る

�
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ま
ち
づ
く
り

市
場　

一
也

洲
本
市
魅
力
創
生
課
魅
力
発
信
係
主
査

―
と
も
に
立
ち
向
か
う
コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｐ
Ｒ
―
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同
で
の
活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

都
市
圏
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ア
の
開
催
を

は
じ
め
、
洲
本
市
と
東
京
事
務
所
が
連
携
し
て
定
期
実
施

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
移
住
相
談
会
、
外
部
講
師
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
の
勉
強
会
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
共
に
連
携

を
取
り
な
が
ら
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
個
人
的
に
非
常
に
印
象
に
残
っ
た
の
が
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
と
し
て
２
０
２
１

年
４
月
に
実
施
し
た
「
未
来
の
シ
ェ
フ
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」
で
す
。

こ
れ
は
都
内
を
中
心
に
飲
食
店
舗
を
運
営
す
る
企
業
か

ら
新
入
社
員
約
20
人
を
当
市
内
へ
受
け
入
れ
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
新
入
社
員
研
修
を
行
う
も
の
で
す
が
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
期
間
内
に
市
内
の
農
産
物
や
海
産
物
の
生
産
者

を
訪
問
し
て
地
元
の
人
た
ち
の
生
の
声
を
聞
き
、
地
元
食

材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
で
創

作
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
期
間
の
最
後
に
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

発
表
し
優
勝
作
品
を
決
定
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

と
い
う
特
色
あ
る
内
容
で
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
関
し
て
は
、
こ
れ
以
前
に
Ｊ

Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
が
自
社
社
員
を
対
象
に
洲
本
市
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際

に
見
い
だ
し
た
課
題
等
を
踏
ま
え
て
こ
の
「
未
来
の
シ
ェ

フ
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
提
案
し
て
く
れ
た
と
い

う
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
新
入
社
員
の
方
々
が
発
表
し
た
創
作
メ

ニ
ュ
ー
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
創
意
工
夫
が
光
り
、
地
元
の

食
材
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
我
々
か
ら
見
て
も
新
た
な
発

見
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

将
来
一
人
前
の
シ
ェ
フ
に
な
っ
て
、
ま
た
洲
本
産
の
産

品
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

連
携
に
よ
り
見
え
て
く
る
も
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
と
共
同
で
行
っ
て
き
た
数
々

◆◆◆

の
事
業
に
共
通
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
課
題
の
発
見
か

ら
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
す
べ
て
一
貫
し
て
共
有
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
を
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

特
に
、
地
域
の
課
題
を
発
見
す
る
段
階
か
ら
連
携
が
取

れ
る
と
い
う
点
は
大
き
く
、
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る

地
域
の
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
け
る
強
み
が
あ
り
ま

す
。外

部
の
経
験
、
知
識
が
豊
富
な
人
材
と
共
に
地
域
を
見

つ
め
る
こ
と
で
、
よ
り
高
い
解
像
度
で
地
域
の
実
態
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

現
在
も
洲
本
市
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
と
包
括
連

携
協
定
の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

洲
本
市
内
の
複
合
施
設
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
」

の
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
を
目
指
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
定
期
的
な
情
報
交
換
や
会
議
を

重
ね
日
々
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
新
た
な
道
の
駅
を
整
備
す
る
計

画
も
進
め
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野

に
お
い
て
も
連
携
を
強
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

当
面
は
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
し
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
対

策
を
打
ち
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
共
に
課

題
を
ク
リ
ア
し
て
い
け
る
か
。

こ
れ
ま
で
の
協
働
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
用
い
、
今
後
も
共
に
立
ち
向
か
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

定期的に行う共同プロジェクトでの情報交換会

コンテストに出品された創作メニュー

包括連携協定の調印式。コロナ禍のためモニター越しで行われた
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起
業
と
地
域
貢
献

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
は
兵
庫
県
三
田
市
を
拠
点
と
す
る

広
報
Ｐ
Ｒ
会
社
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
11
月
、
私
が
大
学

３
年
生
の
と
き
に
設
立
し
た
弊
社
は
、
顧
客
の
広
報
戦
略

の
構
築
か
ら
革
新
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
映
像
の
制
作
、
そ
れ

を
顧
客
へ
届
け
る
広
告
ま
で
を
担
う
。
地
元
三
田
市
で
の

地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
再
生
し
た
古
民
家
を

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
。
地
域
の
学
生
を
支
援
す
る
拠
点

や
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

学
生
時
代
に
三
田
市
で
、
農
業
体
験
事
業
や
ロ
ー
カ
ル

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、ロ
ー
カ
ル
雑
誌
づ
く
り
な
ど
を
経
験
。

起
業
後
ま
も
な
く
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
み
ま
わ
れ
た
が
、

会
社
は
20
人
規
模
に
成
長
し
た
。
顧
客
企
業
の
課
題
分
析

か
ら
広
報
戦
略
の
立
案
、
誌
面
広
告
や
動
画
の
制
作
・
配

信
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
営
、Y

ouT
ube

広

告
な
ど
多
彩
な
手
法
に
よ
り
、
令
和
の
軍
師
と
し
て
、
集

客
・
採
用
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
勝
利
に
導
き
、
顧
客
企

業
の
事
業
成
長
を
実
現
し
て
い
る
。
１
５
０
社
以
上
の
実

◆◆◆

績
を
持
ち
、
顧
客
で
あ
る
観
光
農
園
の
予
約
数
が
、
西
日

本
の
全
観
光
施
設
で
第
２
位
に
躍
進
す
る
な
ど
（
情
報
誌

「
じ
ゃ
ら
ん
」
調
べ
）
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

築
１
０
０
年
の
古
民
家
を
自
社
オ
フ
ィ
ス
に

現
在
の
自
社
オ
フ
ィ
ス
は
、
築
１
０
０
年
近
く
の
古
民

家
に
置
い
て
い
る
。
10
年
以
上
空
き
家
だ
っ
た
も
の
を
地

域
住
民
や
学
生
と
協
力
し
て
改
修
・
再
生
。
Ｊ
Ｒ
三
田
駅

徒
歩
２
分
の
好
立
地
か
つ
街
中
に
あ
り
、
２
階
を
自
社
オ

フ
ィ
ス
、
１
階
を
地
域
の
学
生
を
支
援
す
る
「
こ
み
ん
か

学
生
拠
点
」
と
し
て
整
備
し
た
。

こ
み
ん
か
学
生
拠
点
は
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
三
田

で
活
動
す
る
学
生
の
活
動
と
交
流
を
支
援
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
学
生
と
共
に
設
立
し
た
子
ど
も
食
堂
を
実
施
。
里

山
エ
リ
ア
の
観
光
促
進
を
始
め
と
し
た
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
拠
点
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

私
は
他
の
学
生
起
業
家
と
異
な
っ
て
、
あ
え
て
都
会
で

は
な
く
ロ
ー
カ
ル
で
起
業
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
普
通
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
と
ん
個

◆◆◆

性
的
な
会
社
で
あ
り
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
出
来
る

こ
と
な
ら
、
起
業
後
も
地
域
貢
献
に
関
わ
ろ
う
と
決
め
て

い
た
。
こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
古
民
家
の
空
き
家
を
探
し

続
け
て
い
た
。
そ
の
想
い
を
発
信
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方

に
相
談
し
続
け
て
き
た
結
果
、
オ
ー
ナ
ー
様
を
紹
介
し
て

も
ら
え
る
こ
と
に
。
こ
こ
を
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
継
続
的
に

利
用
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
学
生
拠
点
と
し
て
、
ま
ち
に

開
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
エ
ン
タ
メ
化

古
民
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
際
し
て
は
、
学
生
拠
点

を
利
用
し
た
い
学
生
、
ま
ち
づ
く
り
や
建
築
に
興
味
が
あ

る
学
生
、
地
域
住
民
の
方
な
ど
、
数
百
人
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
共
に
再
生
を
進
め
た
。
こ
の
場
所
へ
の
愛
着
を
高

◆◆◆

兵
庫
県
三
田
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

諸
富　

稜

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ 

社
長

こ
み
ん
か
学
生
拠
点 

代
表

―「
事
業
成
長
を
売
る
広
報
Ｐ
Ｒ
企
業
」の
多
彩
な
活
動
―

古
民
家
再
生
か
ら
学
生
支
援
ま
で

古民家の外観
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め
る
た
め
に
は
、
誰
か
が
つ
く
っ
た
場
所
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
が
つ
く
っ
た
場
所
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

大
清
掃
や
建
築
リ
ノ
ベ
を
エ
ン
タ
メ
に
し
て
イ
ベ
ン
ト
化

し
た
。
終
わ
っ
た
後
に
は
食
事
を
囲
ん
で
会
話
を
し
、
仲

良
く
な
っ
て
か
ら
帰
れ
る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
意
識
し
た
。

ま
た
、
再
生
と
同
時
に
、
こ
の
古
民
家
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
何
度
も
ア
イ
デ
ア
会
議
を
開
い
た
。
数
百
人
の

学
生
や
地
域
住
民
が
意
見
交
換
し
た
結
果
、
３
０
０
以
上

の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、本
当
に
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
、

使
い
た
く
な
る
場
所
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
拠
点
が

完
成
す
る
道
の
り
を
共
に
歩
む
こ
と
で
、
完
成
後
の
盛
り

上
が
り
に
も
大
い
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
拠
点
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の

波
及
効
果
は
①
ま
ち
中
に
、
魅
力
的
な
拠
点
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
、
ま
ち
中
に
訪
れ
る
学
生
が
増
加
す
る
②
ま
ち
中

に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
、
三
田
を
舞
台
に
活
動
す
る
学
生

が
増
加
す
る
③
ま
ち
の
盛
り
上
げ
活
動
や
課
題
解
決
が
行

わ
れ
、
学
生
が
三
田
の
ま
ち
や
住
民
と
関
わ
る
楽
し
さ
を

実
体
験
で
き
る
④
三
田
に
愛
着
を
持
つ
、
三
田
の
こ
と
を

好
き
に
な
る
学
生
が
増
加
す
る
⑤
そ
の
結
果
と
し
て
、
三

田
市
で
活
躍
す
る
若
者
や
事
業
家
の
増
加
に
つ
な
が
る
―

―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

空
き
家
活
用
の
利
点
と
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

「
空
き
家
を
活
用
す
る
必
要
っ
て
あ
る
の
？
」
と
考
え

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。「
お
金
が
か
か
る
。
改
修
が
面
倒

く
さ
い
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、

私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
空
き
家
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
事
業

は
加
速
す
る
。

空
き
家
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目

は
「
お
も
し
ろ
い
物
件
が
見
つ
か
る
こ
と
」。
普
通
の
一

軒
家
だ
け
で
な
く
、
古
民
家
も
あ
れ
ば
診
療
所
や
銭
湯
の

跡
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
特
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ

◆◆◆

ィ
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
を
し
て
い
る
な
ら
、
外
観
や
内
装

が
す
て
き
な
場
所
で
事
業
を
す
る
こ
と
で
柔
軟
な
発
想
力

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
温
か
な
古
民
家
で
事
業
を
す
る

こ
と
は
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て
い

る
。
二
つ
目
は
、「
自
由
な
オ
フ
ィ
ス
・
店
づ
く
り
が
で

き
る
こ
と
」。
例
え
ば
、
住
宅
兼
店
舗
に
し
て
出
費
を
抑

え
た
り
、
オ
フ
ィ
ス
に
キ
ッ
チ
ン
を
付
け
て
料
理
を
し
た

り
、
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
交
流
の
場
に
す
る
こ
と

も
。
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
使
え
ば
、
新
た
な
出
会
い
や
事

業
に
つ
な
が
る
。
三
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、「
実
は
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
」
だ
。
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
と
直

接
や
り
取
り
を
す
れ
ば
、
不
動
産
会
社
へ
の
仲
介
手
数
料

も
必
要
な
い
。
ま
た
、
空
き
家
を
き
れ
い
に
整
備
す
る
代

わ
り
に
家
賃
調
整
の
相
談
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
空
き

家
再
生
の
補
助
金
が
充
実
し
て
い
る
自
治
体
な
ら
こ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

空
き
家
の
再
生
で
重
要
な
こ
と
は
「
事
業
を
つ
く
り
、

価
値
を
生
ん
で
継
続
す
る
こ
と
」
だ
と
考
え

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
空
き
家
で
の
事
業
が

失
敗
す
る
と
建
築
費
も
家
賃
も
払
え
な
い
た

め
、
空
き
家
が
再
生
し
な
い
か
ら
だ
。
そ
の

た
め
、
空
き
家
再
生
の
最
優
先
は
「
事
業
が

成
功
す
る
こ
と
」。
そ
の
先
に
地
域
貢
献
が

あ
る
。

そ
も
そ
も
一
軒
の
空
き
家
が
空
き
家
で
な

く
な
り
、
地
方
に
事
業
が
一
つ
生
ま
れ
る
だ

け
で
、
十
分
な
経
済
効
果
が
あ
る
。
雇
用
が

生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事
業
が
成
功
し

て
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
、
さ
ら
な
る
地
域
貢

献
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
次
世
代
に
勇

気
を
与
え
ら
れ
る
。

古民家オフィスでの弊社経営メンバー

古民家再生イベントには学生と地域住民、建築士が協力

学生拠点未来会議に参加した学生や地域住民
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特 集
「
地
域
商
社
の
経
営
者
を
募
集
し
ま
す
」
―
―
２
０
１

７
年
に
香
川
県
三
豊
市
か
ら
出
さ
れ
た
募
集
の
文
言
だ
。

地
域
商
社
と
い
う
ワ
ー
ド
が
引
っ
か
か
り
読
み
込
む
と
、

第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
な
く
完
全
民
間
資
本
の
地
域
商
社
を

構
想
し
て
い
る
と
い
う
。

地
域
活
性
化
に
は
民
間
の
感
性
や
力
が
必
要
だ
と
当
然

の
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
自
治
体
が
主
導
し
て
創
出
す
る

地
域
商
社
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
な
ど
の

行
政
資
本
組
織
で
は
民
間
経
営
感
覚
も
悲
し
い
か
な
公
共

事
業
の
特
性
や
仕
組
み
に
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
構
造
的
不
協
和
が
起
き
や
す
い
地
域
活
性
化
事

業
に
お
い
て
、
香
川
県
三
豊
市
の
取
り
組
み
は
当
時
か
な

り
斬
新
な
切
り
口
だ
っ
た
。
私
は
本
事
業
に
名
乗
り
を
あ

げ
、
幸
運
に
も
選
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
社
名

は
「
瀬
戸
内
う
ど
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
」
に
決
ま
っ
た
。

半
年
で
地
域
の
声
１
０
０
０
件
蓄
積 

見
え
て
き
た
公
民
の
役
割
の
変
化

◆◆◆

地
域
商
社
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
商
品

開
発
や
販
路
開
拓
に
主
軸
を
置
く
地
域
商
社
や
、
道
の
駅

や
公
共
の
ハ
ー
ド
事
業
を
請
け
負
い
な
が
ら
、
地
域
の
新

し
い
機
能
を
担
う
地
域
商
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
私
は
、

設
立
か
ら
半
年
間
は
と
に
か
く
地
域
を
回
っ
て
人
の
話
を

聞
い
た
。
毎
日
10
人
程
度
の
地
域
の
方
と
お
会
い
し
、
そ

の
人
は
何
を
し
て
い
て
、
ど
ん
な
課
題
を
お
持
ち
か
、
な

に
に
違
和
感
を
覚
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
き
た
い

の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
１

０
０
０
件
以
上
の
地
域
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
で
き
た
。
そ
し

て
個
々
の
声
か
ら
地
域
の
大
き
な
傾
向
と
し
て
「
行
政
機

関
の
役
割
と
民
間
の
役
割
が
高
度
経
済
成
長
期
以
降
変
化

し
て
い
る
」
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

少
し
大
雑
把
に
表
現
す
る
と
、
行
政
は
地
域
社
会
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
担
い
、
民
間
企
業
は
経
済
成
長
に

合
わ
せ
て
事
業
拡
大
を
図
る
こ
と
で
相
互
補
完
関
係
が
機

能
し
て
い
た
過
去
に
比
べ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
を
経
て
経

済
成
長
が
停
滞
し
始
め
た
地
域
民
間
企
業
は
保
守
的
な
経

営
を
行
う
し
か
な
く
、
雇
用
や
投
資
を
抑
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
方
こ
れ
ま
で
行
政
が
担
っ
て
き
た
地
域
社
会
運

用
に
関
わ
る
コ
ス
ト
は
肥
大
化
し
て
お
り
、
行
政
は
少
子

高
齢
化
対
策
に
加
え
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
移
住

定
住
施
策
、
企
業
誘
致
な
ど
広
報
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
役
割
も
求

め
ら
れ
は
じ
め
た
。
企
業
で
い
え
ば
、
大
量
の
業
務
に
加

え
て
新
規
事
業
も
立
ち
上
が
る
が
人
員
は
増
え
ず
、
短
期

で
成
果
が
求
め
ら
れ
る
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
経
営
層

や
株
主
か
ら
袋
叩
き
に
さ
れ
る
。
つ
ま
り
地
域
社
会
構
造

の
変
化
に
伴
っ
て
生
じ
た
民
間
と
公
共
の
相
互
補
完
関
係

に
溝
が
生
じ
て
い
る
の
だ
。（
図
１
）

「
地
域
を
創
る
」
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

こ
の
よ
う
な
理
解
を
し
た
上
で
当
社
は
「
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
続
け
る
地
域
を
創
る
」
と
い
う
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
定
め
た
。
そ
し
て
地
域
社
会
の
溝
を

埋
め
て
い
く
た
め
に
大
き
く
①
チ
ャ
レ
ン
ジ
モ
デ
ル
を
創

る
②
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
む
③
外
部
プ
レ
イ
ヤ
ー

を
巻
き
込
む
―
―
の
３
段
階
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

し
た
。

え
て
し
て
地
域
商
社
に
は
地
域
特
産
品
を
使
っ
た
加
工

商
品
開
発
や
流
通
開
拓
な
ど
特
定
の
役
割
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
当
社
は
公
共
施
設
運
営
を
担
わ
な
い
地

域
商
社
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
は
あ
く
ま
で
地
域
づ
く

り
の
手
段
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
し
た
。（
図
２
）

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
モ
デ
ル
を
創
る

ま
ず
は
誰
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
い
「
地
域
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
商
品
」
を
創
る
こ
と
に
し
た
。
香
川
県
の
地

域
食
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
に
食
育
の
テ
ー
マ
を
掛
け
合
わ
せ

「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
英
才
教
育
キ
ッ
ト
」
を
開
発
し
た
。「
安

◆◆◆

香
川
県
三
豊
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

北
川　

智
博

瀬
戸
内
う
ど
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
Ｃ
Ｕ
Ｏ 

（C
hief U

don O
ffi

cer

）

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

�

生
ま
れ
続
け
る
地
域
を
創
る

―
地
域
商
社
瀬
戸
内
う
ど
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
―
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い
早
い
美
味
い
」
を
極
限
ま
で
突
き
詰
め
て
長
い
歴
史
を

有
す
る
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
さ
ぬ
き
う
ど
ん
も
、
逆
に
い

う
と
こ
れ
以
上
改
善
（
安
く
早
く
美
味
く
）
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
で
あ
れ
ば
「
食
品
」
の
領
域
を
超
え
て
「
食
育

の
題
材
」
と
し
て
価
値
転
換
し
て
み
て
は
と
考
え
た
。
地

域
う
ど
ん
関
連
事
業
者
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
よ
そ

者
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
を
生
か
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
商
品
と
し
て
発
売
し
、
多
数
の

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
年
間
１
０
０
０
セ
ッ
ト
を

超
え
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

②
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
む

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
資
源
を
生
か
し
て
新
し
い
切
り
口

で
商
品
を
創
り
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
商

品
開
発
の
裏
側
や
考
え
方
を
知
っ
て
当
社
に
興
味
を
持
っ

て
く
だ
さ
る
地
域
事
業
者
や
市
民
の
方
が
増
え
始
め
た
。

商
品
発
売
前
ま
で
は
「
ま
た
外
部
か
ら
来
て
、
地
域
を
か

き
乱
す
だ
け
か
き
乱
し
て
帰
っ
て
い
く
の
で
は
」
と
い
う

先
入
観
が
あ
っ
た
人
た
ち
も
、
地
域
資
源
は
活
用
し
て
い

る
が
、
競
合
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で
「
害
は
な
さ

そ
う
、
む
し
ろ
ち
ょ
っ
と
面
白
そ
う
」
と
い
う
感
覚
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。
今
ま
で
は
時
間
を
い
た
だ

い
て
会
い
に
い
く
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
が
、「
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
一
緒
に
何
か
や
ら
な
い
？
」
と

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
事
業
者
の

お
手
伝
い
や
、
共
同
の
観
光
開
発
事
業
な
ど
も
始
め
、
少

し
ず
つ
点
だ
っ
た
地
域
が
面
に
な
り
始
め
た
。

③
外
部
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
む

地
域
が
面
に
な
り
始
め
る
と
お
の
ず
と
各
事
業
規
模
も

拡
大
し
て
く
る
。徐
々
に
地
域
の
機
運
も
醸
成
さ
れ
、所
々

で
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
自
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
状
態
に

な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
地
域
の
中
だ
け
で
は
足
り

な
い
労
働
力
や
専
門
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
が
地

元
と
対
等
な
関
係
で
必
要
に
な
る
。
行
政
事
業
で
は

地
域
外
企
業
が
入
っ
て
も
契
約
期
間
が
終
わ
っ
た
ら

関
係
が
終
わ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
民
間
企
業
同
士

で
地
域
と
外
部
が
対
等
に
つ
な
が
る
と
持
続
し
や
す

い
。こ

う
し
て
地
域
事
業
者
と
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
企
業

や
人
材
と
を
つ
な
げ
る
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
で
地
域
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
の
だ
。

当
社
は
２
０
２
０
年
３
月
を
も
っ
て
三
豊
市
か
ら

の
地
域
商
社
構
築
業
務
委
託
を
終
え
、
民
間
企
業
と

し
て
引
き
続
き
地
域
の
多
様
な
民
間
事
業
運
営
に
携

わ
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
面
白
く
な
る
三
豊

市
に
関
わ
り
続
け
て
い
き
た
い
。
行
政
事
業
を
き
っ

か
け
に
立
ち
上
が
っ
た
が
、
今
で
は
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
が
地
域
商
社
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
三
豊
市
だ
け
で
は
な
く
他
の
地

域
と
も
連
携
し
て
前
向
き
で
本
気
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
日
本
の
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

図 2　瀬戸内うどんカンパニーの役割

図 1　地域社会構造の変化
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小
さ
な
ま
ち
の
「
お
役
立
ち
会
社
」

株
式
会
社
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
長

崎
県
西
海
市
で
２
０
１
７
年
に
西
海
市
、
株
式
会
社
親
和

銀
行
、
民
間
の
３
者
の
共
同
出
資
に
よ
る
地
域
商
社
と
し

て
創
業
し
ま
し
た
。

地
域
の
「
お
役
立
ち
会
社
」
と
し
て
、
行
政
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
分
野
に
も
民
間
だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
積
極
的
に
事
業
展
開
を
行
い
、
課
題
解
決
の

た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
実
行
す
る
企
業
と
し
て
日
々
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
主
な
事
業
と
し
て
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
他
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
、
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
発
信
、
シ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
近
年
で
は
地
域
で
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
開
発
、
行
政
や
民
間
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
わ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ

ダ
ク
ト
開
発
の
事
業
等
、
外
部
人
材
の
活
用
や
人
材
育
成

な
ど
も
含
め
て
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

当
社
の
拠
点
で
あ
る
西
海
市
は
、
周
り
を
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
人
口
は
２
万
７
０
０
０
人

ほ
ど
の
小
さ
な
ま
ち
で
す
。
農
業
や
漁
業
な
ど
の
一
次
産

業
を
生
業
と
す
る
方
々
や
、
飲
食
店
や
製
造
業
な
ど
の
個

人
事
業
主
の
方
も
多
く
、
小
さ
い
ま
ち
な
が
ら
全
国
に
誇

れ
る
品
質
の
い
い
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
内
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
、
情
報
発

信
等
の
課
題
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
声
な
ど
も
耳
に
し
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
現
状
を
整
理
し
、
課
題
を
共
に
ク
リ

ア
に
し
て
い
く
こ
と
も
地
域
商
社
と
し
て
当
社
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
は
、
市

内
事
業
者
の
方
々
を
中
心
と
し
、
商
品
開
発
、
デ
ザ
イ
ン
、

流
通
販
売
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
、
地
域
産
品

の
掘
り
起
こ
し
、
商
品
開
発
か
ら
販
売
促
進
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　
　

創
業
当
初
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
地
域

商
社
と
し
て
市
内
事
業
者
の
方
々
と
信
頼
関
係
と
実
績
を

少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
営
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
近
年
進
む
高
齢
化
や
人
材
不

足
に
よ
る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
提
案
・
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
将
来
人
が

減
っ
て
も
大
丈
夫
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。　

営
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
業
種
を
限
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
の
方
々
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
農
家
や
養
殖
業

者
、
市
内
漁
業
協
同
組
合
、
食
品
加
工
業
者
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
販
売
促
進
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
元
に
課

題
の
抽
出
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
や
分
析
・
提
案
を
行
う
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
か
ら
営
業
に
至
る
ま
で
、
定
期
的
に
足

を
運
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
出
来
る

だ
け
近
い
距
離
で
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
、
共
に
走

り
な
が
ら
課
題
解
決
と
事
業
推
進
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
弊
社
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
案
件
よ
り
、
一
部

で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

・
株
式
会
社
浦
野
淡
水

西
海
市
内
で
ご
夫
婦
で
す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
事
業
を
営
ん

で
お
ら
れ
る
事
業
者
様
で
、
こ
れ
ま
で
業
者
向
け
の
販
売

が
主
で
し
た
が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
個
人

向
け
通
販
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
ご
相
談
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
う
販
路
開
拓
お
よ
び
同
封
す
る
フ
ラ
イ
ヤ

ー
の
作
成
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

◆◆◆

長
崎
県
西
海
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

―
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
取
り
組
み
―

拝
崎　

麻
衣

株
式
会
社
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
取
締
役

地
域
産
品
を
掘
り
起
こ
し
、
人
を
育
て
る
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個
人
向
け
販
売
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
販
売
価
格
の

見
直
し
や
販
売
先
の
選
定
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
し
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新

た
な
販
路
を
開
拓
し
、
新
規
顧
客
へ
の
販
売
が
で
き
た
こ

と
で
、売
り
上
げ
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
販
売
戦
略
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

・
市
内
４
漁
協 「
西
海
の
魚
」
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

西
海
市
は
大
村
湾
・
五
島
灘
・
角
力
灘
と
三
方
の
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
水
産
業
や
漁
業
を
生
業
に
し
て
い
る
方

も
多
い
地
域
で
す
。
近
年
、
水
産
業
全
体
が
海
洋
環
境
の

変
化
等
に
よ
る
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
食
離
れ
に
よ
る
魚
価

の
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
西
海
市
も

も
ち
ろ
ん
例
外
で
は
な
く
、
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
中
、

市
内
４
漁
協
で
構
成
さ
れ
る
西
海
市
水
産
協
議
会
や
西
海

市
水
産
課
と
共
に
、
西
海
の
魚
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド

◆◆◆

力
強
化
に
向
け
、
漁
協
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
異
な
る
漁
協
の
特
性
を
活
か
し
た
商

品
開
発
や
、
全
国
に
向
け
た
販
路
開
拓
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ラ
イ
ブ
Ｅ
コ
マ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し

た
販
売
戦
略
の
立
案
、
地
域
の
方
々
へ
西
海
の
魚
の
魅
力

や
漁
協
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
＆
発
掘

・�

市
民
向
け
講
座
の
開
催
／ 

ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ば
り
ぐ
っ
ど
」

当
社
が
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
モ
ノ
（
地

域
産
品
）
の
掘
り
起
こ
し
と
併
せ
て
、
ヒ
ト
（
人
材
）
づ

く
り
も
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
か

ら
西
海
市
と
共
に
人
材
育
成
の
事
業
も
行
っ
て
お
り
、
多

種
多
様
な
業
種
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
講
師
に
招

き
、
市
民
を
対
象
と
し
た
各
種
講
座
の
開
催
と
運
営
を
行

◆◆◆

っ
て
き
ま
し
た
。

本
取
り
組
み
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

才
能
を
開
花
さ
せ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
方
、
動
画

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
し
、
法
人
化
す
る
な
ど
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
方
な
ど
、
見
事
な
転
身
を
遂
げ
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
る
方
も
複
数
い
ま
す
。

当
社
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
、
西
海
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
閲
覧
者
数
１
０
０
０

人
以
上
を
有
す
る
西
海
市
発
の
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ

ア
「
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｙ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

―
ば
り
ぐ
っ
ど
―
」
で
、
市

民
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
も
お
り
、
企
画
・

取
材
・
執
筆
の
他
、
市
内
事
業
者
の
ブ
ロ
グ
や
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
培
っ
た
ス
キ
ル
を
い
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
や
人
材
育
成
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
方
も
お

り
、
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
方
に
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
、
解
決
に
当

た
る
人
材
も
豊
富
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
環
境
や

場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
が
あ
ら
ゆ
る
場

所
か
ら
行
え
る
時
代
が
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
今
、
西
海
市

内
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
や
産
品
な
ど
ま
だ
ま
だ

眠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

で
、
西
の
端
の
小
さ
な
町
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
す
る
挑
戦
を
す

る
人
が
増
え
、
そ
れ
を
応
援

す
る
文
化
が
当
た
り
前
の
地

域
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
方
々
と
共
に
地

域
づ
く
り
の
発
展
に
寄
与
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

デジタル人材育成のオンライン講座

ローカルメディア「ばりぐっど」

西海クリエイティブカンパニーが支援した
クラウドファンディング

ミーティング中の社員
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「Challenge for Change

」

こ
れ
は
一
般
財
団
法
人
た
ら
ぎ
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

（
以
下
「
た
ら
ぎ
財
団
」）
が
掲
げ
る
企
業
理
念
で
す
。「
変

化
に
挑
戦
す
る
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
地
域
に
変
革
を

も
た
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
ら
ぎ
財
団
は
、
町
１
０
０
％
の
出
資
に
よ
り
２
０
２

０
年
10
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。
多
良
木
町
は

熊
本
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
宮
崎
県
と
の
県
境
に
あ
る

人
口
約
８
９
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
町
の
総
面
積
の

約
８
割
を
山
林
原
野
が
占
め
、
町
の
中
央
を
熊
本
県
内
最

大
の
川
で
最
上
川
・
富
士
川
と
並
ぶ
日
本
三
大
急
流
の
一

つ
、
球
磨
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
山
々
に
囲
ま
れ
、
盆
地

と
な
っ
て
お
り
四
季
折
々
の
姿
を
見
せ
る
地
域
で
、
昔
か

ら
農
林
業
で
栄
え
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
町
内
に
あ
っ
た
県
立

多
良
木
高
校
も
２
０
１
９
年
３
月
31
日
に
閉
校
と
な
り
、

町
内
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
は
中
学
教
育
ま
で
と

な
っ
て
い
て
、
高
校
か
ら
は
他
の
市
町
村
の
高
校
へ
進
学

し
て
い
き
ま
す
。
多
良
木
町
は
、
２
０
１
４
年
に
日
本
創

成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
発
表
し
た
消
滅

可
能
性
都
市
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
米
開
発
や
シ
ェ
フ
ツ
ア
ー
開
催
も

地
方
創
生
の
推
進
母
体
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
多
良

木
町
し
ご
と
創
生
機
構
を
設
立
し
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
製
造
等
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
米
に
関
し
て
は
、
有
志
の
米
農
家
に
よ
る

研
究
会
が
発
足
。
高
温
障
害
に
強
い
品
種
「
に
こ
ま
る
」

を
使
い
、
栽
培
時
期
・
方
法
、
精
米
方
法
を
科
学
的
な
観

点
か
ら
統
一
し
、
良
食
味
を
追
求
し
な
が
ら
安
心
安
全
や

環
境
に
配
慮
し
た
特
別
栽
培
米
を
研
究
し
た
結
果
、
ブ
ラ

ン
ド
米
「
こ
め
た
ら
ぎ
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
こ
め
た

ら
ぎ
」
は
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
１
年
ま
で
、
九
州
の

お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
自
治
体
部
門
４
連
覇
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
地
域
で
採
れ
る
野
菜
資
源
を
使
い

ま
す
。
高
知
県
の
イ
タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ
が
作
る
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
と
コ
ラ
ボ
し
た
商
品
で
、無
添
加
で
製
造
し
て
お
り
、

安
心
安
全
な
「
野
菜
で
野
菜
を
食
べ
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

◆◆◆

と
し
て
、
地
域
や
県
内
外
の
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
な
ど

で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
２
０
２
０
年
10
月
に
多
良
木
町
し
ご
と
創
生
機
構

を
改
組
し
、
現
在
の
た
ら
ぎ
財
団
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

た
ら
ぎ
財
団
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
商
品
の

高
度
化
と
人
材
育
成
、ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
基
盤
と
し
、

地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
豊
か
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
多
良
木
町

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
地
域
資
源
の
リ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

多
良
木
町
の
食
の
魅
力
発
掘
・
発
信
を
目
的
と
し
、
シ

ェ
フ
に
滞
在
し
て
も
ら
い
な
が
ら
自
然
環
境
や
食
材
、
生

産
者
と
の
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
シ
ェ
フ
ツ
ア
ー
を
実
施

熊
本
県
多
良
木
町

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

栃
原　

誠

一
般
財
団
法
人
た
ら
ぎ
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

業
務
執
行
理
事
Ｃ
Ｏ
Ｏ

―「
た
ら
ぎ
財
団
」
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
―

魅
力
的
な
農
産
品
開
発
や
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成

多良木町内の妙見野自然の森展望公園からの眺望
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し
ま
し
た
。
東
京
の
渋
谷
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
多
良
木
町
に
深
く
関
わ
る
ジ
ビ
エ
を

活
用
し
た
レ
シ
ピ
を
試
作
・
開
発
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
猟
友
会
の
協
力
の
下
、
狩
猟
見
学
を
行
い
、

ジ
ビ
エ
の
生
態
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
も
ら
う
な
ど
、
地

域
資
源
が
持
つ
付
加
価
値
を
シ
ェ
フ
自
ら
の
目
で
確
認
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
シ
ェ
フ
を
招
き
、
既
存
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
は
違
っ

た
コ
ン
セ
プ
ト
の
、「
肉
に
合
う
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
の
開

発
も
実
施
し
ま
し
た
。

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
と
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
協
定
を
締
結

私
た
ち
が
特
に
注
力
し
て
実
践
し
て
い
る
の
は
人
材
育

成
で
す
。
２
０
２
１
年
に
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ

◆◆◆

ー
（
以
下
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
）
と
多
良
木
町
は
「
Ｉ
Ｔ
人
材
育

成
事
業
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
多
良
木
町

内
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
存
在
せ
ず
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の

出
会
い
や
職
業
感
の
醸
成
が
困
難
で
し
た
。
そ
ん
な
状
況

の
中
、
町
内
小
学
校
の
授
業
で
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
社
員
が
多
良

木
町
を
訪
れ
て
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
自
社

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。単
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

自
ら
が
考
え
た
り
想
像
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
技
術
を
用
い
て
作
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
体
験

と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
渋
谷
区
で
事
業

展
開
し
て
い
る
企
業
と
連
携
し
、M

inecraft

を
使
っ
た

授
業
を
行
い
、
地
域
の
史
跡
を
調
べ
てM

inecraft

の

ワ
ー
ル
ド
上
に
再
現
し
、全
世
界
へ
の
公
開
ま
で
を
行
い
、

作
業
の
進
め
方
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
合
わ
せ
の
論
理
的

な
思
考
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に

愛
着
を
持
つ
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー

ム
の
制
作
や
自
ら
が

考
え
る
未
来
の
多
良

木
町
を
再
現
す
る
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま

し
た
。

人
材
育
成
は
子
ど

も
た
ち
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
多
拠

点
生
活
を
し
て
い
る

都
市
部
の
人
材
が
講
師
と
な
っ
て
ス
キ
ル
を
地
域
の
人
た

ち
に
シ
ェ
ア
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
た
ら
ぎ
つ
な
が
る
Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｓ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
代
で
、
多
拠
点
生
活
を

し
て
い
る
人
材
は
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
を
実
践

し
て
お
り
、
そ
の
人
材
が
持
つ
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド
を
地

域
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
大
学
と
の
連
携
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
学

生
が
地
域
の
高
校
生
と
交
流
し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
大
学
生
が
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
中
で
高
校
生
と
対
話
を
し
、
地
域
を
あ
ら
た
め

て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
高
校
生
が
自
ら
の
視
点
で
地
域

の
良
さ
や
課
題
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
方
に
は
「
情
報
」
と
「
刺
激
」
が
不
足
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
十
分
活
性
化
出
来
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
都
市
部
の
企
業
や
人
材
を
地
域
と
つ
な
げ
、
誘
致
す

る
こ
と
で
「
情
報
」
と
「
刺
激
」
を
地
域
に
落
と
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
関
係
人
口
の
創
出
に
注
力
し
て
、
小

さ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
ん
ど
ん
起
こ
し
て
い
け
ば
地

域
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
地
方
で
実
現
す

る
に
は
、
そ
の
地
方
に
住
む
人
と
関
わ
る
人
の
幸
福
度
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

た
ら
ぎ
財
団
は
、
企
業
、
大
学
、
人
材
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
先
人
た
ち
が
紡
い
で
く
れ
た
地
域
に
あ
る
歴

史
や
文
化
、
人
な
ど
の
資
源
を
、「
情
報
」
と
「
刺
激
」

で
そ
の
可
能
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
地
域
の
持
続
可
能

性
を
高
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
方
と
一
緒
に
、
多
良
木
町
で

Challenge

を
し
て
、地
域
に
ワ
ク
ワ
ク
を
創
出
し
ま
す
。

DeNA クリエイティブキャンプ

ジビエ・ブランシチュー・スープ
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２
０
２
０
年
１
月
、
旭
化
成
株
式
会
社
延
岡
支
社
延
岡

総
務
部
に
新
設
さ
れ
た
の
が
、
私
が
所
属
す
る
地
域
活
性

化
推
進
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
当
社
は
宮
崎
県
の
北
部
に
位

置
す
る
延
岡
市
に
生
産
拠
点
を
構
え
、
ケ
ミ
カ
ル
製
品
を

は
じ
め
、多
岐
に
わ
た
る
製
品
を
数
多
く
生
産
し
て
い
る
。

延
岡
市
は
、
２
０
０
６
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
九
州

で
２
番
目
に
広
い
面
積
を
も
つ
市
と
な
っ
て
以
降
、
当
時

13
万
人
ほ
ど
い
た
人
口
は
、
現
在
で
は
11
万
６
０
０
０
人

ほ
ど
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
全
国
の
地
方
都
市
同

様
、
こ
の
延
岡
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
や
人
材
流
出

へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
た
い
ま
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
創
生
や
活
性
化
推
進
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
行
政
や
地
元
企
業
と
連
携
し
、
こ
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
地
域
活
性
化
推
進
グ
ル

ー
プ
は
こ
れ
ら
社
内
外
と
の
連
携
の
核
と
な
り
、
新
規
事

業
開
発
、
人
材
確
保
・
育
成
、
地
域
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
活
性

化
施
策
の
立
案
、
推
進
役
を
担
っ
て
い
る
。

教
育
・
次
世
代
育
成
支
援

◆◆◆

延
岡
市
で
は
、
各
世
代
に
対
し
、
地
元
企
業
が
教
育
や

次
世
代
育
成
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。
小
学
生
向
け

の
「
ふ
る
さ
と
教
育
支
援
事
業
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
方
に
、
苦
労
し
た
体
験
や
困
難
を
克
服
し
た
経
験
に
加

え
、
延
岡
へ
の
思
い
を
織
り
交
ぜ
て
話
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、子
ど
も
た
ち
に
「
困
難
に
立
ち
向
か
う
た
く
ま
し
さ
」

や
「
自
立
す
る
力
」
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
し
て
い
る
。

「
講
師
派
遣
事
業
」
は
、
主
に
中
学
生
を
対
象
と
し
、
日

頃
の
学
校
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
、
実
験
、
実
習
、
見

学
等
を
通
し
、
科
学
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
上
で
、
い
か

に
役
立
っ
て
い
る
か
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
科
学
に
対
す

る
興
味
・
関
心
を
醸
成
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。「
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
は
、
企
業
の
講
師
や
働
く
人
と
の
交
流
を

通
し
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
楽
し
さ
、
仕
事
へ
の
情
熱

や
責
任
感
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
高
校
生
な

ど
就
職
を
考
え
て
い
る
生
徒
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
事
業
に
は
多
く
の
企
業
が
関
わ
り
、身
近
に
「
科
学
」

や
「
技
術
」
を
感
じ
ら
れ
る
延
岡
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

で
あ
る
。
こ
れ
ら
歴
史
あ
る
事
業
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、

当
社
グ
ル
ー
プ
会
社
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
も
の
が

あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に

関
す
る
も
の
で
、
延
岡
市
の
全
中
学
校
にZiplock

（
食

品
や
日
用
品
の
整
理
・
収
納
グ
ッ
ズ
の
ブ
ラ
ン
ド
）
の
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
提
供
し
、
生
徒
会
活
動
に
役
立
て

て
も
ら
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
２
０
年
度
か
ら
必
修
化

さ
れ
た
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
地
元
企
業
と

協
力
し
て
支
援
す
る
全
国
初
の
取
り
組
み
も
始
め
た
ば
か

り
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
企
業
と
し
て
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
を
温
か
く
支
援
し
て
い

き
た
い
。

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
展
開

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

が
『
謎
解
き
』
で
あ
る
。
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
休
日
な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
開
催
が

多
く
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
す
る
例
は
少
な
い
。
開
催
期

間
を
長
く
と
り
、
参
加
に
自
由
度
を
持
た
せ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
実
施
し
や
す
く
、
さ
ら
に
は
、
ま
ち
を
周
遊

す
る
こ
と
も
で
き
る
『
謎
解
き
』
を
、
継
続
性
を
意
図
し

て
『
謎
解
き
の
ま
ち 

の
べ
お
か
』
と
称
し
た
。
ま
ち
を

周
遊
す
る
仕
掛
け
と
し
て
、
謎
の
提
示
場
所
に
は
商
店
街

の
店
舗
の
協
力
を
得
て
い
る
。
日
頃
行
か
な
い
よ
う
な
道

を
友
だ
ち
と
歩
い
た
り
、
家
族
で
新
た
な
街
並
み
を
発
見

し
た
り
で
き
る
ほ
か
、
店
舗
で
は
、
単
に
『
謎
』
を
入
手

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
店
の
人
と
会
話
を
し
た
り
、
店

を
利
用
し
た
り
し
て
も
ら
う
な
ど
の
き
っ
か
け
に
も
な

る
。
す
べ
て
の
謎
が
解
け
た
際
の
ク
リ
ア
賞
に
地
元
産
品

や
地
元
通
貨
を
採
用
す
る
な
ど
、
少
し
で
も
地
元
を
感
じ

て
も
ら
う
仕
掛
け
、
工
夫
を
施
し
て
い
る
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
皆
の
ア
イ
デ
ア
が
反
映
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

◆◆◆

宮
崎
県
延
岡
市

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

元
永　

辰
也

旭
化
成
株
式
会
社
延
岡
支
社
延
岡
総
務
部 

地
域
活
性
化
推
進
グ
ル
ー
プ 

グ
ル
ー
プ
長

―
児
童
生
徒
の
学
び
や
市
民
の
健
康
長
寿
を
支
援
―

行
政
・
地
元
企
業
と
取
り
組
む
地
域
活
性
化
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と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
で
協
定

２
０
２
０
年
12
月
に
延
岡
市
と
「
自
分
の
足
で
１
０
０

◆◆◆

年
歩
け
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、運
動
器
（
骨
、

筋
肉
、
関
節
、
神
経
）
の
機
能
維
持
が
重
要
と
言
わ
れ
て

お
り
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
骨
疾
患
治
療
薬
の
開
発
・

製
造
を
通
し
て
、
多
く
の
知
見
や
経
験
が
あ
る
た
め
、
こ

の
強
み
を
生
か
し
、
骨こ

つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
うに

関
す
る
活
動
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
市
民
が
、
骨
粗
鬆
症
の
理
解
を
深
め
、
早

期
予
防
・
治
療
が
広
が
る
こ
と
で
、
骨
折
か
ら
始
ま
る
介

護
に
至
る
こ
と
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。
骨
粗
鬆

症
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
上
に
、
高
齢
の
疾
患
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
も
あ
り
、
な
か
な
か
若
い
世
代
に
は
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
だ
。
こ
の
た
め
、
高
校
生

向
け
に
出
前
授
業
を
行
い
、
骨
粗
鬆
症
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
の
講
義
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
成
長
や
生
活
の
上

で
大
切
な
こ
と
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
実
際
に
骨
の
状
態
を

計
測
し
て
「
今
の
自
分
」
を
知
る
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
疾
患
啓
発
は
長
い
時
間
を
か
け
、
粘
り
強
く
取

り
組
む
活
動
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
１
人
で

も
多
く
の
市
民
に
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

延
岡
市
の
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
。

地
域
社
会
と
の
共
生
を
目
指
し
て

わ
れ
わ
れ
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
は
、
20
年
以
上

継
続
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
現
状
を
し

っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら
、
現
代
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
、
事
業
と
し
て
展
開
を
し
て
い

き
た
い
。
企
業
が
地
元
で
事
業
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、

自
己
本
位
で
は
な
く
、
行
政
を
は
じ
め
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
と
の
調
和
を

図
り
、
共
生
し
て

い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
改
め
て
感
じ

て
い
る
。
お
互
い

が
尊
重
さ
れ
る
存

在
と
し
て
、
共
に

助
け
合
い
、
高
め

合
う
な
ど
良
好
な

関
係
を
築
き
、
こ

れ
か
ら
も
地
元
と

と
も
に
成
長
し
て

い
け
る
企
業
と
し

て
、
し
っ
か
り
と

責
任
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。

◆◆◆

市民イベントで骨の健康チェックの順番待ちをする市民

高校生向けの出前授業での講義

「謎解きのまち のべおか」に参加する子ども 講師派遣事業により工場で実験を行う生徒たち
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力
向
上
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
実
現
し
、
地
方
活
性
化
を

加
速
す
る
。
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
意

義
で
あ
る
。

・
目
的

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
を
背
景
に
、
地
方
に
住
み
、
働

き
な
が
ら
都
会
に
匹
敵
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
効
果
的
に
活

用
し
て
、
地
方
の
「
不
便
・
不
安
・
不
利
」
の
言
わ
ば
三

つ
の
「
不
」
を
解
消
し
、魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
日
本
の
津
々
浦
々
に

ま
で
広
げ
、
根
付
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
活
性
化
の
取
り
組
み
を
一
層

高
度
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

本
構
想
を
通
じ
て
、
暮
ら
す
場
所
、
年
齢
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
国
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ゆ
と
り
と
安
心
を
兼
ね
備
え
た

心
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
地
方
に
お
け
る

仕
事
や
暮
ら
し
の
向
上
に
資
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
、
持
続
可
能
性
の
向
上
、W

ell-being

の
実
現
等
を

通
じ
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
国
民
や
事
業
者
が
享
受
で

き
る
社
会
、
い
わ
ば
「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目
指
す
。
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
の
目
的
で
あ
る
。

次
項
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
が
、

ど
の
よ
う
に
地
域
商
社
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
を
論
じ
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
地
域
商
社

・
地
域
商
社
と
は

い
わ
ゆ
る
「
地
域
商
社
」
と
い
う
も
の
に
法
的
な
位
置

づ
け
、
登
録
制
度
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
あ
え
て
地
域

地
方
に
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
産
業
空
洞
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
が
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題
を

解
決
し
、地
方
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
以
降
、
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
東
京
圏
と
地
方
と
の
転
出
入
均
衡
達

成
目
標
は
い
ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
そ
の
実
現
は

道
半
ば
で
あ
る
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
観
光
業
な
ど
地
方
経
済
を
支

え
る
産
業
へ
の
打
撃
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
な

ど
、
地
方
の
経
済
・
社
会
は
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
創
生
の
成
果
を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
国
や
地
方
の

取
り
組
み
を
大
き
く
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
、
地
方
の

社
会
課
題
を
解
決
し
、
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
地
方
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
官
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
多
方
面
で
進
み
、
他
地
域
の
見
本

と
な
る
優
れ
た
取
り
組
み
も
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
地
域

経
済
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
地

域
商
社
に
と
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
向
け
た
取
り
組

み
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
年
６
月
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
同
構
想

の
基
本
的
考
え
方
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
地

域
商
社
事
業
」
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
は

・
意
義

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
は
、
市
場
や
競
争
に
任

せ
き
り
に
せ
ず
、
官
と
民
と
が
協
働
し
て
成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
生
み
出
し
つ
つ
経
済
成
長
を
図
る
「
新
し
い
資

本
主
義
」
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
地
方
の
社
会
課

題
を
障
害
物
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
成
長
の
エ
ン
ジ
ン

へ
と
転
換
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、官
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、

民
間
の
投
資
を
集
め
、官
民
連
携
で
社
会
課
題
を
解
決
し
、

力
強
く
成
長
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
直
面
す
る

地
方
に
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、
地
域

の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
地
方
の
社
会
課
題
の
解
決
、
魅

「
民
」
の
力
で
地
域
を
元
気
に

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
地
域
商
社

特 集
副基調論文

渡
邉　

政
嘉

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市 

国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
審
議
官

―
社
会
課
題
解
決
へ
向
け
た
国
・
地
方
の
取
り
組
み
―
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商
社
と
は
な
に

か
と
問
う
の
で

あ
れ
ば
、
政
府

の
示
し
て
い
る

第
２
期「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦

略
」（
２
０
２

０
改
訂
版
）
に

お
い
て
は
、「
地

域
の
特
性
に
応

じ
た
、
生
産
性

が
高
く
、
稼
ぐ

地
域
の
実
現
」

と
し
て
、
各
地

域
の
ま
だ
十
分

に
知
ら
れ
て
い

な
い
農
産
品
や

工
芸
品
、伝
統
、

歴
史
、
景
観
と

い
っ
た
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
資

源
を
磨
き
上
げ

付
加
価
値
を
も

た
ら
す
こ
と
が

重
要
と
位
置
づ

け
、そ
の
中
で
、

地
域
の
生
産
者

を
と
り
ま
と
め

て
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
役
割

を
も
っ
た
地
域
商
社
を
、
重
要
な
事
業
主
体
の
一
つ
と
し

て
い
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
地
域
商
社
と
は
「
農
産
物
、
工

芸
品
な
ど
地
域
に
眠
る
魅
了
あ
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
発

掘
し
、
販
路
・
市
場
を
開
拓
し
、
交
渉
力
を
持
っ
て
流
通
・

調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
価
値
に
見
合
っ
た
価
格
で
の
販

売
を
行
い
、
市
場
か
ら
従
来
以
上
の
収
益
を
も
た
ら
す
役

割
を
担
う
」
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

・
地
域
商
社
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
お
け
る
国
の
役
割

前
述
し
た
よ
う
に
地
域
商
社
は
、
地
域
の
産
品
の
事
業

展
開
に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
役
割
を
果
た

し
続
け
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
実
装
が
急
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
材
・
資
金
に
乏
し

い
地
域
商
社
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
投
資
を
十
分
行
え

ず
、
都
市
部
の
大
企
業
と
比
べ
る
と
海
外
へ
の
展
開
や
業

務
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
実
現
が
難
し
い
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
、
地
域
の
産
学
官
金

が
参
画
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
中
小
企
業
等
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
立
ち
上
げ
を
促
し
、
中
小
企
業

等
の
Ｄ
Ｘ
を
伴
走
型
で
支
援
す
る
取
り
組
み
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
発
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

に
取
り
組
む
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
こ
と
等
を
通
じ

て
、
地
方
の
中
小
企
業
の
輸
出
力
の
強
化
な
ど
新
た
な
市

場
の
開
拓
に
結
び
つ
く
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
地
域
産
業
の
生
産
性
向
上
を
、
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
大
は
、
決
済
関
連

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化
・
付
加
価
値
向
上
と

い
う
事
業
者
の
生
産
性
向
上
、
消
費
者
の
利
便
性
向
上
に

よ
る
消
費
活
性
化
お
よ
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

図 1　デジタル田園都市国家構想基本方針の概要
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ド
回
復
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
で
あ

り
、事
業
環
境
等
を
大
き
く
改
善
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
恩
恵
を
、
地
域
の
中
小
加
盟
店
を
含
め
た
事

業
者
等
が
広
く
享
受
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
さ
ら
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
進
め
る
こ

と
等
に
よ
り
、
地
域
の
新
し
い
産
業
の
創
出
を
進
め
、
ま

た
、
林
地
や
空
き
家
な
ど
の
地
域
の
遊
休
資
産
を
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
よ
り
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
等
を
通
じ
て
、

地
方
に
お
け
る
魅
力
的
な
仕
事
の
創
出
を
促
す
。加
え
て
、

地
域
の
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
化
に
係
る
経
営
課
題
の
解
決
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
柱
と
す

る
成
長
戦
略
の
策
定
・
実
行
を
担
え
る
即
戦
力
の
経
営
人

材
や
専
門
人
材
の
確
保
を
支
援
す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
、
国
と

し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

次
項
以
降
で
は
実
際
に
政
府
と
し
て
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
の
内
、
地
域
商
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
に
関

す
る
事
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

地
域
商
社
に
係
る
取
り
組
み

・
地
域
商
社
の
課
題

地
域
商
社
は
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
役
割
を
十
全

に
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
従
来
以
上
の
収
益
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
資
源
を
生
み
出
す
地
域
の

文
化
・
伝
統
・
歴
史
・
生
活
・
自
然
環
境
を
生
か
し
、
異

分
野
と
の
連
携
や
広
く
海
外
市
場
の
開
拓
ま
で
視
野
に
入

れ
た
多
様
な
事
業
展
開
が
見
込
め
る
。

し
か
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
し
、
商
品
の
磨
き

上
げ
、
流
通
の
効
率
化
、
信
用
リ
ス
ク
の
補
完
等
担
う
役

割
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
よ
り
、
事
業
運
営
に
苦
慮
し
て

い
る
地
域
商
社
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
、
業
務
が
多
量
に
渡
る
こ
と
に
よ
る
多
忙
化
の

他
に
、
明
確
な
登
録
制
度
が
な
い
こ
と
に
よ
り
同
業
種
や

支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
貧
弱
と
い
う
点
も
あ
げ
ら

れ
る
。も
ち
ろ
ん
広
く
地
域
商
社
的
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

成
功
と
言
え
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
成
功
事
例
の
横
展
開

も
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
そ
う
い
っ
た
地
域
商
社

ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
の
人
材
不
足
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
不
足
を
課
題
と
捉
え
、「
地
域
商
社
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

・
地
域
商
社
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

本
事
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
手
法
の
横
展

開
等
を
通
じ
て
地
域
商
社
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。大
き
く
二
つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

一
つ
は
、「
地
域
商
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
イ
トhttps://

chiikisyousya-netw
ork.go.jp/

」（
以
下「
本
サ
イ
ト
」）

に
会
員
と
し
て
、
地
域
商
社
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
者
、

地
域
商
社
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
者
、
地
域

商
社
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
画
を
希
望
す
る
者
、
地
方
公
共
団

体
、
地
域
金
融
機
関
、
創
業
支
援
者
が
幅
広
く
参
画
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
商
社
へ
の
関
わ
り
を

持
つ
も
の
の
属
性
等
を
広
く
調
査
し
、
課
題
解
決
に
つ
な

げ
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
２
年
４
月
現
在
に
お
い
て
、

約
７
０
０
会
員
数
で
あ
り
、
今
ま
で
明
確
化
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
地
域
商
社
事
業
者
、
地
域
商
社
の
支
援
者
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

入
会
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
会
員
の
入
会

目
的
を
調
査
し
た
。
会
員
全
体
で
は
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
収
集
の
た
め
」
が
約
９
割
と
最
も
高
く
、「
補
助

金
等
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
情
報
収
集
の
た
め
」「
販

路
開
拓
の
た
め
」
が
約
６
割
程
度
と
続
く
。
こ
の
ほ
か
、

約
４
割
が
「
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の
た
め
」
と
回
答
し

て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
会
員
が
直
面
し
て
い
る
経
営
課
題
に
つ
い
て
も

調
査
を
行
っ
た
。
会
員
全
体
で
み
る
と
「
販
売
力
・
営
業

力
の
強
化
」
が
39
・
０
％
と
最
も
高
く
、「
新
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
・
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
」
が
28
・
４
％
。

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
強
化
」
が
28
・
２
％
、「
従
業
員

の
確
保
・
育
成
」
お
よ
び
「
広
報
の
強
化
」
が
約
２
割
と

続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
解
決
の
一
助
と
し

て
、
次
項
に
あ
る
、
セ
ミ
ナ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

②
セ
ミ
ナ
ー
事
業

セ
ミ
ナ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。
先
進
的
事
例
の
共
有
お
よ

び
会
員
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た「
地
域
商
社
協
議
会
」

と
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
地
域
商
社
経
営
者
や
開
業
希

望
者
等
向
け
に
実
施
し
て
い
る
「
少
人
数
講
義
」
を
実
施

し
て
い
る
。

「
地
域
商
社
協
議
会
」
は
、
従
前
よ
り
民
間
企
業
等
の
立

場
か
ら
地
域
商
社
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
名
品

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
実
行
委
員
会
」
と
共
催
し
て
実
施
し

て
い
る
。
本
協
議
会
で
は
、
多
様
化
す
る
地
域
商
社
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
進
的
に
事
業
展
開
し

て
い
る
地
域
商
社
経
営
者
に
よ
る
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
お
い

て
は
、「
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
広
が
る
地
域
商
社
の
役
割
」「
地

域
商
社
と
Ｄ
Ｘ
と
Ｕ
Ｘ
」「
こ
れ
か
ら
地
域
商
社
が
取
り
組

む
べ
き
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
全
３
回
で
開
催
し
た
。
地

域
商
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
産
性
向
上
や
付
加
価
値
向
上
に
向
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「
顧
客
獲
得
（
地
域
フ
ァ
ン
を
創
る
連
携
力
）」「
道
の
駅

の
実
務
家
に
学
ぶ
販
売
拠
点
づ
く
り
」
と
い
っ
た
実
務
的

な
経
営
課
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
講
師
と
の
個
別
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け
る
等
、
よ

り
個
別
の
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
注
力
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
イ
ト
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
事
業
に
よ
る
地
域
商
社
事
業

者
・
支
援
者
等
へ
の
事
例
横
展
開
、
実
務
向
け
講
義
等
で

地
域
商
社
の
課
題
解
決
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
本
事
業
は
、本
年
度
も
同
様
に
実
施
し
て
お
り
、

け
て
、地
域
商
社
が
取
り
組
む
べ
き
Ｄ
Ｘ
や
Ｕ
Ｘ
の
あ
り
方
、

住
み
よ
い
未
来
の
た
め
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
地

域
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
地
域
商

社
が
取
り
組
む
べ
き
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
等
、
今
ま
で
よ
り

一
歩
進
ん
だ
視
点
か
ら
の
横
展
開
を
実
施
し
て
い
る
。

他
方
「
少
人
数
講
義
」
に
お
い
て
は
、
開
業
前
、
開
業

後
１
～
２
年
の
地
域
商
社
経
営
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

と
と
も
に
、
講
師
と
の
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
、
定
員
30
人
で
実
施
し
て
い
る
。
講
義
内
容
に
つ

い
て
も
「
商
品
開
発
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」「
販
路
開
拓
」

積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
他
省
庁
の
地
域
商
社

事
業
に
関
す
る
支
援
施
策
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
イ
ト
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

２
０
１
９
年
12
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
拡
大
に
伴
い
、
特
に
２
０
２
０
年
４
月
以
降

我
が
国
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
い
る
。
地
域
商
社
事
業
者
も
、
小
売
業
、
飲

食
店
・
宿
泊
業
、
旅
行
業
・
娯
楽
業
（
観
光
）
な
ど
コ
ロ

ナ
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
大
き
な
業
種
が
多
く
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
な
が
ら
、
事
業
見
直
し
が
不
可

欠
な
状
況
に
あ
り
、
少
し
で
も
多
く
の
事
業
者

や
そ
の
支
援
者
に
と
っ
て
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
。

特
に
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
は
経
営
者
に
と
っ
て

も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
人
手
不
足
解
消
、

地
域
商
材
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
、
情
報
共
有
・

情
報
管
理
の
簡
易
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
利
便
性
向
上
な
ど
足
元
の
経
営
課
題
解
決
と

も
関
連
が
深
い
が
、
中
小
規
模
の
事
業
者
に
と

っ
て
は
取
り
組
み
に
く
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
対
面
型
の
情
報
提
供
や
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
が
す
す
め
に
く
い
状
況
下
で
は
、

特
に
地
方
の
事
業
者
に
と
っ
て
実
は
情
報
が
得

に
く
い
側
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｘ
や

Ｕ
Ｘ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
な
ど
の
中
長
期
の

視
点
は
、
企
業
価
値
を
高
め
る
う
え
で
は
押
さ

え
て
お
く
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
再
編
等
に
役
立
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
で
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
、
積
極
的
に

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

図 2　直面する経営課題（複数回答）
注）令和４年 3 月 14 日現在、677 者

図 3　地域商社事業について
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